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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　『つづくオン・マイ・オウン』スペシャル企画


　四季童子イラスト・コレクション















　　プロローグ










　鉛なまり色いろの空。彼か方なたで砕くだける波は濤とうの音。


　ポーツマス近郊の海岸に面した、だれもいない墓ぼ地ちには、不ふ規き則そくな十じゆう字じ架かの列がどこまでも続いている。沈ちん黙もくする死者たちの中を、テレサ・テスタロッサはひとりで歩いていた。


　手には二つの赤い花はな束たば。


　一月の北大西洋の風が、頰ほおを冷たく刺さす。


　目的の場所はよく覚えていた。もうすぐだ。ほら……。


　寄より添そうように並ならぶ、ふたつの十字架の前で、彼女はようやく立ち止まった。それぞれの表面に刻きざまれた、両親の名前と生せい没ぼつ年ねん。


　テッサは膝ひざを折り、そっと花束ふたつを左右に供そなえていった。


　きょうで丸六年。


　短いようにも、長いようにも感じる。


　あれからたくさんの出来事があった。多くのものが変わってしまった。


　暖かい団だん欒らんはもうない。無む邪じや気きに学んだ膨ぼう大だいな知ち識しきを、自由に披ひ露ろうすることもできなくなった。笑顔で挨あい拶さつしてくれた町の人々にも、もう会うことはないだろう。


　そう、戻もどっては来ないのだ。


　寄よる辺べをなくし、双ふた子ごの兄の袖そでにすがって、ただすすり泣くだけだった幼おさない少女も、どこかに消えてしまった。


　狂くるってしまった歴史の歯は車ぐるまは、元には戻らないだろう。


　力には責せき任にんが伴ともなう。だから自分は戦うことを選んだ。それがなにかを救うことにつながるかどうか──それさえ不ふ確たしかなものだったが。


　穏おだやかな声がした。


「意外だね」


　墓ぼ標ひようの群むれの中に、若わか者ものが立っていた。波打つ銀色の髪かみと、泉いずみのように静かな瞳ひとみ。


　彼──レナード・テスタロッサもまた、ふたつの花束を携たずさえていた。
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「でも、やっぱり来ていた」


「わたしも意外です」


　特に驚おどろいた様子もなく、テッサは言った。


「あなたが、まだ父さんと母さんのことを覚えていたなんて」


「覚えているさ。それが問題なんだ」


　レナードは無邪気なほほえみを浮かべた。


「大きくなったね、テレサ。前よりずっと強く、美しくなった。あＴのＤ玩Ｄ具─１を乗り回すのも、なかなかいい経けい験けんになったかな」


「ええ。とても」


　テッサは目を据すえ、口の端はを吊つり上げた。


「部下を何人か失いました。これでわたしが何も学ばなかったら、彼らの命を侮ぶ蔑べつすることになります」


「死人に名めい誉よも尊そん厳げんもないさ」


「仮かりにそうだとしたら、あなたはなぜここに来たの？」


「テレサと話せると思ったんだ。それに──ここなら、君を連れていけるかもしれないとね」


「無む駄だです。なぜなら──」


　銀髪の少女は、首に巻いたマフラーに手をかけ、ゆっくりとほどいた。風を受けて、マフラーがはためく。


「兄さんはもう、わたしの敵てきだから」


　次の瞬しゆん間かん、彼女の背はい後ごの空間が揺ゆれた。青白い燐りん光こうが生まれて舞まい散ちる。そして大気の中からにじみ出るように、一機の白いＡＳが出現した。ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉。


　ＥＣＳを解かい除じよした機体は、膝をついた姿し勢せいのまま、ショット・キャノンの銃じゆう口こうを、まっすぐ彼へと向けた。


　だが同時に、レナードも優ゆう雅がに右手をかざしていた。まるでワルツの指し揮き者しやのように。


　彼の背後でも、また同じ現象が起きた。小さな雷らい光こうをまとって、赤いＡＳが瞬しゆん時じに姿をあらわす。〝ヴェノム〟だ。


　二人の兄妹がそれぞれ従したがえる、二機の巨きよ人じん。


　向き合う銃口と銃口。寒風の吹きすさぶ中で、彼らは静かに対たい峙じしていた。


　やがて、レナードがくすりと笑った。


「なるほど。覚かく悟ごは済すんでるみたいだ。でも──きょうはやめておこう。ここでは君の言う死ヽ者ヽのヽ尊ヽ厳ヽを汚けがすことになる」


　ヴェノムが油ゆ断だんなく銃口を構えたまま、レナードに左手を差し出した。彼は洗せん練れんされた動作で、ＡＳの手に腰こし掛かける。


「さようなら、テレサ。そこの彼も」


　ヴェノムが立ち上がる。舞い上がる風の中、テッサは叫さけんだ。


「最後の警けい告こくよ。彼らに手を貸かすのをやめなさい」


「テレサ。君こそ、いい加か減げんに彼らを見み限かぎった方がいい」


「思い通りなんて、ありえないわ」


「花束を頼たのむよ。置いてあげて欲ほしい」


　ヴェノムが後こう退たいしつつ、ＥＣＳを作動させた。


　突風と粉ふん塵じん。閃せん光こうと衝しよう撃げき。


　敵が消える。遠ざかる駆く動どう音おん。


　だれもいない墓ぼ地ちに、テッサと〈アーバレスト〉は取り残された。


《……大佐殿どの。お怪け我がは》


　白いＡＳの外部スピーカーから、その操そう縦じゆう兵へい──相さが良ら宗そう介すけの暗い声が響ひびく。


　乱らん雑ざつに倒たおれた墓標の数々。彼が置いていったのだろう──落ちていたふたつの花束を拾いあげ、テッサは力なくつぶやいた。


「ええ……大だい丈じよう夫ぶです。撤てつ収しゆうしましょう。ヘリを呼んでください」









　　１：預よ言げんと訪ほう問もん










［♯990129_2342 IP:xx.xxx.xxx.115］


［♯title/パシフィと某ぼう都立高校］


［♯name/none］





［♯先月24日のパシフィック・クリサリス号のシージャック事じ件けんなのだが、けっきょくここの住人的にはスンアンのハイジャック事件と無関係ということになってるの？　同じ日にブッシュの息むす子こが爆ばく弾だんで吹ふき飛んだせいでほとんど報ほう道どうされなかったけど。同じ高校が偶ぐう然ぜん巻まき込こまれただけってのは、いくらなんでも納なつ得とくいかん］


［♯また陰いん謀ぼう厨ちゆうか。そのネタはうんざり。いい加か減げんにしろ］


［♯死ね！］


［♯マジレスすると、確かに不自然だわな。同じ高校が八か月の間に二度もテロに巻き込まれるなんて、普ふ通つうはありえない。だが理由がないだろう］


［♯決まってます。某ぼう国こくの首席様のご意向です。我わが国の大量の女子高生を悦よろこび組に加えようと拉ら（以下略）］


［♯スンアンで最後に救助された女の子の詳しよう細さい希望］


［♯ただのブス。知る価か値ちなし］


［♯そうか？　週しゆう刊かん誌しの写真は不ふ鮮せん明めいだったが、かなり可か愛わいかったと思うが］


［♯しかも巨きよ乳にゆう。俺は心の目で見た］


［♯気をつけろ。エシュロンが見み張はってるぞ］


［♯最近のエシュロンは『巨乳』もキーワードに入れてるみたいでつね］


［♯エシュロンって何？］


［♯ぐぐれ］


［♯ネタではなく、マジでその娘むすめが原げん因いんでは？　父親が国連の高官だと聞いたが］


［♯千ち鳥どり環かん境きよう高等弁べん務む官かんだろ。でもこの役やく職しよくは高官というほどのものではない。ニュースによく出る難なん民みん高等弁務官とは規き模ぼも予算も全然ちがう。出来たての小さな部ぶ署しよだよ。人質にするならもっと価値のある標的がたくさんいるはず］


［♯そもそも北きた朝ちよう鮮せんとパシフィ号が繫つながらん］


［♯つまりその千鳥タンは巨乳の美少女ということでＯＫ？］


［♯写真アップ希望］


［♯初めてカキコします。大学時代の知り合いに某新聞の記者がいる者です。この前彼と久ひさしぶりに飲んだところ、その話でグチってました。被ひ害がい者しやの人権を考こう慮りよして、問題の高校について取材するのを控ひかえるように上からしつこく言われたそうです。それでも取材をしようとした彼の同どう僚りようは、タジキスタンの僻へき地ちに左さ遷せんされました。あの学校には何かあります］


［♯何があるとｗ］


［♯だから言ってるだろ！　首席様が女子高生をご所しよ望もうなんだよ！　もし逆さからったらテポドンが（以下略）］


［♯死ね］


［♯俺はむしろスンアン事件で生徒が撮とったというＭ９の画像が気になる。最さい新しん鋭えいの高性能ＡＳなんだろ？］


［♯あの写真はよくできた合成。Ｍ９はまだ米陸軍でもテスト段だん階かいだし、あんなデリケートな作戦で使うはずがない。だいたい持ってる単たん分ぶん子しカッターがデカすぎるし、頭部のセンサーやブレードアンテナも、いまテスト中のＭ９と全然形状がちがう］


［♯だが初期のＭ９の計画案には、似た形の指し揮き官かん機きの想そう像ぞう図ずもあったはずでは？］


［♯それ。写ってるのはあの頃ころ発売された１／48のイタレリのキット（絶ぜつ版ぱん）。名前もＸＭ９のまんまなんだが。あのプラモは当時国防省が発表した想像図が元になってる。エッジがダルダルで不評だったんだけどねｗ　今のところ一番正確なのはタミヤのキット］


［♯Ｆ─19を思い出すなあ］


［♯軍オタウザい。消えてくれ］


［♯俺の従い兄と弟こがジンダイ高校の生徒なのだが、かなり変だと言ってるよ。従兄弟は三年生なので事件には巻き込まれなかったけど、その女の周りでは普ふ段だんからトラブルが絶たえないそうだ。暴ぼう力りよく事件やボヤ騒さわぎも起きてるらしい。それがすべて不ふ問もんに付されてる］


［♯そんなことよりイトコに聞いてくれ。その女は巨乳なのか？］


［♯うるせえよ］


［♯これはマジな話。千鳥氏は以前から医い療りよう廃はい棄き物ぶつの不ふ法ほう投とう棄き問題を調査してる。フィリピンの山中やらで、バイオハザードマークのついた袋ふくろに入ってる注ちゆう射しや針ばりとかが大量に発見された件とかだ。日本の某企業や政せい府ふが組そ織しきぐるみで廃棄物を東南アジアに捨てているとも言われている。もともとＮＧＯ時代から敵が多かった千鳥氏は、何らかの勢せい力りよくから脅きよう迫はくされてるのではないか］


［♯だからといって娘の乗った飛行機や船をハイジャックか？　いくらなんでも論ろん理りが飛ひ躍やくしすぎ］


［♯その女は宇う宙ちゆう人じんです。ベガ星からの電波を受信して、禁きん断だんのテクノロジーを地球にもたらしたのも彼女です。アーム・スレイブやステルス戦せん闘とう機きなどは、すべてベガ星の技ぎ術じゆつなのです］


［♯電波野や郎ろうは消えろ］


［♯いずれにしても、その女は怪あやしい］





　　　　　●





　六時間目の体育館。大してやる気のない全校生徒たちの前で、壇だん上じようの候こう補ほ者しやが、自身の抱ほう負ふを熱く語っていた。


『──しかるに！　現げん生徒会の閉へい鎖さ的てきなやり方は、一部のクラブや委員会だけの利り権けんを守るためだけのものだと断言できます！　ボクが当選した暁あかつきには、より自由な生徒会を実現し、明るい学校生活を約束します。どうか、この山やま田だ太た郎ろうに清き一票を！』


　まばらな拍はく手しゆ。坊ぼつちゃん刈がりに眼め鏡がねをかけたその二年生は、肩かたを上下させ一礼すると、つかつかと演えん壇だんをおりていった。


『ありがとうございました。では次、二年五組の杉すぎ山やま良りよう一いちさんの公約です──』


　舞ぶ台たい袖そでのマイクに、生徒会書記の女子生徒がしっとりとした声で告げる。そのすぐ横を、アコースティック・ギターを肩に提さげた軽音楽同好会の部員がすり抜け、演壇へと向かっていった。いつぞや、部室争いのナンパ合戦で宗そう介すけに賭かけを持ちかけた生徒だ。


『ちわっす。立候補した杉山っす。俺が当選したら、この体育館で月イチのライブをやりたいっす』


（いいぞー！）


　おもしろ半分の野や次じが一部から飛ぶ。


『うっす。きょうはみんなのために、歌を作ってきました。聞いてください』


　候補者はギターをつまびき、熱ねつ唱しようをはじめる。


　教きよう師したちは渋しぶい顔だったが、口を挟はさむことはできない。『民主的な選挙のため、演説の内ない容ようには一いつ切さい口出しをしない』という取り決めが、いまの生徒会長と教師陣じんとの間で交かわされているからだ。


　舞台裏うらから素しろ人うとのど自じ慢まんを聞いていた千鳥かなめは、小さなため息をついた。


「……立合演説会っていうより、目立ちたがり屋の独どく演えん会かいね、こりゃ」


「そうなのか？」


　かたわらの相さが良ら宗介が言った。油ゆ断だんない目つきで会場を見み渡わたし、手にした無む線せん機きにささやく。


「本部よりアルファ・ワンへ。異い常じようはないか」


『こちらアルファ・ワン。異常はないですー。たぶん』


　無線の向こうから一年生の備び品ひん係がかりが応こたえる。


「〝たぶん〟では困こまる。報ほう告こくは明めい確かくにしろ」


『了りよう解かいー』


「そのまま警けい戒かいを続けろ。交信終了」


　無線機を切った宗介を、かなめがちらりと横目で見た。


「……さっきから何をコソコソやってるの？」


「警けい備びだ。生徒会長選挙だからな。対立候補を狙ねらった暗あん殺さつ計画がないとは言い切れん」


　宗介はこの学校の生徒会で、『安全保ほ障しよう問題担たん当とう・生徒会長補ほ佐さ官かん』なる怪あやしげな役職を与あたえられていた。平たく言えばセキュリティ関係の責任者ということなのだが、実質は体ていのいい雑ざつ用よう係である。だがこうしたイベントがあるたびに、宗介は自分の職しよく務むをまっとうしようと、必要以上に努力してきたのだった。


「本来なら生徒全員に手荷物チェックと金きん属ぞく探たん知ち器きの検けん査さを義ぎ務むづけたかったのだが」


「また厄やつ介かいなことを……。暗殺計画なんてあるわけないでしょ？　だいたいそんなことしたら、体育館にみんなが入るまで何時間かかると思ってんのよ」


「だから諦あきらめた」


「進歩してるんだか、してないんだか……」


　とはいえ、宗介がこの学校に転入してきてもう九か月だ。さすがに最初のころほど、大げさな騒さわぎを起こすことも少なくなってきた。


「現生徒会での最後の仕事だ。最善を尽つくしたかったのだが」


「最後の仕事、か……。まあ、これでようやく面めん倒どうな役職から解かい放ほうされるけどね」


　かなめは辛しん気きくささをうち消すように、強しいてさばさばとした口調で言った。


　生徒会の副会長を務つとめてきた彼女は、今度の選挙には立候補していない。もうすぐ三年生になるし、そうなれば受験がある。もともと生徒会長や副会長は、一年生が三学期に就しゆう任にんして、二年生の大半を過すごす慣かん例れいになっている。いまの生徒会長は三年生で、もうすぐ卒業することになるのだが、これはすこし変わったケースだ。


　軽音部員の独演は続く。ちょうどサビの部分だった。どことなく尾お崎ざき豊ゆたかのパクリっぽいメロディに、日本語ラップを混まぜたような感じだ。歌か詞しはいかにも素しろ人うと臭くさい。





君と過ごした毎日は　まぶしく輝かがやく


ともに見た太陽のようで


交わしたあの笑顔のようで


でも時は流れ　もう戻らない


哀かなしみも怒いかりもいとしさもすべて





　冬の体育館の空気は冷たかった。特に彼らのいる舞ぶ台たい裏うらは、なぜか、ことさら寒かった。表で盛もり上がっている数百人の生徒たちから、ほんの一〇メートルくらいしか離はなれていないはずなのに。


「いやな歌だな」


　いきなり宗介がつぶやく。彼がこんなことを言うのは珍めずらしかったので、かなめは少なからず驚おどろいた。


「……これが？」


「ああ。不ふ愉ゆ快かいだ」


「そうかなあ？　別に、どこにでもあるようなフツー～～～って感じの曲だと思うけど」


「だが、いやな歌だ」


「そう……」


　ひょっとして、機き嫌げんが悪いのだろうか？


　かなめがそう思って、さりげなく半歩くらい距きよ離りを置こうとすると、宗介がぽつりと言った。


「ただの感想だ。気にしないでくれ」


「うん」


　演奏が終わった。拍はく手しゆの中、軽音部員が壇だん上じようから下がってくる。


「あと何人だ？」


「四人かな。すこし遅おくれてるけど、大だい丈じよう夫ぶそうだよ」


　アナウンスの中、次の候こう補ほ者しやの女子生徒が演壇に出ていこうとする。前から生徒会の仕事を手伝っていた一年生で、水泳部にも入っている少女だ。さしずめ、お色気作戦というところだろうか──この寒い中で競きよう泳えい水着姿すがただ。小こ刻きざみに震ふるえるほっそりした肩。きゅっと引き締しまったお尻しりが、いかにも寒そうだった。心なしか、唇くちびるが紫むらさきがかっているようにも見える。


「あのー。大だい丈じよう夫ぶ？」


「もちろん大丈夫です、千鳥センパイ！」


　かなめがたずねると、少女は握にぎり拳こぶしで不ふ敵てきな笑顔を浮かべた。くるんと丸くて大きな瞳ひとみの奥おくで、なにやら炎ほのおが燃もえさかっている。


「なんだか、震えてるみたいだけど」


「いいえ、これは武む者しや震ぶるいです！　わたしはいまの生徒会から、未来を託たくされた後こう継けい者しやなんですから。きっちり当選するためなら、これくらい全然平気です！」


「そ、そう。まあ、がんばってね」


「はい！　見ててください。必ず勝ちますから！　……うっしゃあ！」


　ぴしゃりと自分の頰ほおを両手で叩たたいて気合いを入れると、少女は颯さつ爽そうと演壇に飛び出していった。


『こんにちはぁ！　えっとお、今度会長に立候補したぁ、森もり川かわ唯ゆいでっす☆　わたしぃ、水泳部なんでぇ、ちょっぴり恥はずかしいけど、こういうカッコで来てみましたぁ☆』


　たちまち会場から、歓かん声せいやらどよめきやらが上がる。かなめが半なかばあきれ顔でその様子を見ていると、宗介がぽつりと言った。


「学園祭のときのだれかに似にているな」


　確かにその少女の様子は、学園祭の『ミス陣じん高こう』コンテストで、かなめがみせたパフォーマンスを彷ほう彿ふつとさせるものがあった。


「……なにが言いたいのよ」


「いや」


　そしらぬ顔で、宗介は無む線せん機きに手をのばした。





　開票はその日のうちに行われ、六時過すぎには結果が出た。


　窓まどの外がすっかり暗くなった生徒会室。かなめたちを含ふくめた生徒会の主要メンバーと、顧こ問もん教師の立ち会いの前で、選せん挙きよ管かん理り委員の二年生が開票結果を読み上げる。


「──高たか崎さき香かおるさん。一五七票。杉山良一くん。二一九票。えー……それで、森川唯さん。二四九票。無む効こう票が一二八票」


　管理委員は言葉を切った。


「……以上です。よって、第五四代生徒会長は一年三組の森川唯さんに決まりました。これによって副会長は一年の佐さ々さ木き博ひろ巳みくん、書記は一年の曽そ我が隆たかしくん、会計は一年の倉くら田た博ひろ史しくん、会計監かん査さは二年の美み樹き原はら蓮れんさんとなりますー」


「おおー」


「お疲れさまー」


「よかった、よかった」


　一同は儀ぎ礼れい的てきな拍はく手しゆを送った。当とう選せんした面めん子つは生徒会室の常じよう連れんや、いままでもなんらかの役職についていた者ばかりなのだが、彼らは候補者なので席を外している。


「はい、けっこう」


　顧問の教師──神かぐ楽ら坂ざか恵え里りがのんきに言って、執しつ務む椅い子すに腰かけていた生徒会長に目を向けた。


「なんだかんだであなたの思おも惑わく通り、ということかしら、林はやし水みずくん？」


　その生徒──第五三代生徒会長の林水敦あつ信のぶは目を伏ふせ、小さく肩をすくめた。怜れい悧りな容よう貌ぼうの若わか者ものだ。長身・白はく皙せき。切れ長の目に上品な眼め鏡がね。鼻筋はまっすぐに通っている。


「私の思惑と生徒の票とは無む関かん係けいですよ、先生。これはあくまで民主的な選挙です」


　落ち着いた声で林水は言った。


　下手な政治家などよりも、よほど優すぐれた交渉力と人材運用力を持つ彼が、当選した森川唯を次じ期き会長に推おしていたのはだれもが知っている。演説会での水着サービスが効きいたのも確かだが、いまの生徒たちの多くが林水のこれまでの方針を選んだということも事実だった。


　政せい策さくだの予算運うん営えいだの、そんなに難むずかしい話ではない。


　彼が会長を務めた二年間、実じつ際さいに学校のみんなはいい目を見たのだ。


　各クラブの備品や施し設せつが改かい善ぜんされたり、球技大会や体育祭や写生会にちょっとした優勝賞品が付いたり、文化祭の出し物についての数々の規き制せいが撤てつ廃ぱいされたり。図書室には音楽雑ざつ誌しやファッション雑誌が入るようになったし、パン屋の出しゆつ張ちよう販はん売ばいも規き模ぼが拡かく大だいしてメニューも充じゆう実じつしたし、昔は立入禁きん止しだった屋上にも入れるようになった。休日の体育館やグラウンド、プールなどの開放もある。次年度からは、修学旅行の行き先についても生徒側に大きな発言権が与えられるようになった。


　そうした諸もろ々もろの総そう和わが、しっかりと評ひよう価かされたのだ。


「ただ、これで心おきなく卒業できる……というのも私の本音です」


　林水の言葉を聞いて、神楽坂恵里は楽しそうに笑った。


「まったく、末恐ろしいわねえ。いずれは歴史に残るような名政治家！　ってところかしら？」


「光栄ですな。もしそうなったら、晩ばん年ねんの自伝には神楽坂先生についても恩おん師しとして言げん及きゆうしておくとしましょう」


　冗じよう談だんとも本気ともつかないような調子で、林水は言った。


「ありがと。でも、大人の社会をナメちゃいけませんからね？」


「肝きもに銘めいじておきます」


「それじゃ、選挙の結果は掲けい示じ板ばんにね。きょうはみんな、ご苦労様」


　締しめくくると、恵里は生徒会室を出ていった。選挙委員たちやその他の数名も、めいめいに帰っていく。かなめも帰り支じ度たくをしながら、林水に言った。


「やれやれ、終わっちゃいましたね」


「君もご苦労だったね、千鳥くん」


「いーえ。こちらこそ」


　かなめはにっこりと笑った。


　一年生の一学期、当時から会長だった林水に目を付けられて言いくるめられ、なんだかんだで生徒会の仕事を手伝わされて、しまいには副会長まで務めてきた彼女だったが──それも今週いっぱいで終わることになる。おおよそ一年半の縁えんだ。さすがに感かん慨がい深かった。


「相良くん。君にも感かん謝しやしているよ」


「いえ、会長閣かつ下か」


　宗介が背せ筋すじを伸のばす。


「会長閣下、か。だが来週からは私をなんと呼ぶのかな？　ただの三年生だぞ」


　すると宗介はわけもなく答えた。


「前・会長閣下です。来年以い降こうは、元・会長閣下と呼ばせていただきます」


　林水は苦く笑しようした。


「では、君の敬けい意いに恥じることのないよう、今後の人生も振ふる舞まわなければならんな。だがとりあえずは、『先せん輩ぱい』くらいで勘かん弁べんしてくれたまえ」


「了解しました」


　この二人が話すとき、かなめはいつも小さな疎そ外がい感かんを感じる。単なる友情だとか、上司と部下の絆きずなだとか、そういうものとは違う関係なのだ。やはり『共シン感パシー』という言葉がいちばん近い。育ちも性せい格かくもまったく異ことなる、この二人の根こん底ていに流れるなにか──行動の規き範はんというか、価か値ち観かんというか──情ではない基き本ほん的な部分が、どこか通じているのだ。


　だから互たがいに尊そん敬けいしあえる。


　たぶん、もし万一、どちらかがその敬意に値あたいしない人間になったとしたら、そのとたん、この二人の関係は終わってしまうのだろう。


　林水と宗介の関係は、クルツ・ウェーバーやメリッサ・マオ、アンドレイ・カリーニンなど〈ミスリル〉の人々とのそれと、本質的に同じなのだ。クラスメートの風かざ間ま信しん二じや小お野の寺でら孝こう太た郎ろう、常とき盤わ恭きよう子こ、そして担たん任にんの神楽坂恵里たちとは違う。もちろん宗介はクラスの連中を侮あなどったり疎うとんじたりしているわけではないが、彼らを『信しん頼らい』しているというのも違う。無む垢くなる友人として『信用』はしていても、『信頼』はしていない。いざというとき、彼は信二や恭子たちの力をあてにしようとはしないだろう。


　だが、宗介は林水を信頼している。もしかしたら、頼るかもしれない。林水もまた然しかりだ。この九か月間に起きた珍ちん騒そう動どうの数々で、かなめはそれをよくわかっている。そういう意味で、林水敦信という人物はこの学校という社会の中できわめて異い例れい中の異例だった。


（強い者同士、ってことなのかな……）


　漠ばく然ぜんと、そう思った。


　だったら、自分はどうなんだろう？


「千鳥？」


「へ？」


　宗介の声で、かなめはわれに返った。


「どうした？」


「ううん、別に。……そういえば林水センパイ。さっき神楽坂センセとあんな話してたけど、ホントに政治家でも目指すんですか？」


「はっは。まさか」


　林水は自じ嘲ちよう混まじりに首を振ふった。


「一〇〇〇人の相手と一億人の相手とでは、あまりに勝手が違いすぎる。中学の頃はそういう方面を考えた時期もあったがね。あの頃から、いろいろ経験して考えが変わった」


「って、いいますと？」


「人間に興きよう味みを持った。政治云うん々ぬんとは違った、もっと別の意味での人間にね」


「…………」


　かなめはふと、彼が死別したという、昔のガールフレンドの写真を思い出した。


「大学でいろいろ模も索さくしようと思っているよ。推すい薦せん枠わくで行ける国公立もあったのだが、ほかで気になる本を書いている助教授がいるのだ。彼のいる大学を受験しようと思っている。余よ興きようで模も試しも受けてみたが──まあ、まず問題はないだろう。入試当日に交通事じ故こにでも遭あわない限かぎりは」


　林水がそう言っている以上は、おそらく合格はまず確かく実じつなのだろう。


「あ、なんかそういう余よ裕ゆう、ムカつくー。こっちはこれから、一年間勉強なのに」


「そうかな？　君も理数系の科目についてなら、どヽこヽだヽろヽうヽとヽ通用すると思うのだがね」


「え……」


　かなめは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。


「定期テストの順位なら聞いているよ。二年の試験問題も読ませてもらった。悪質なひっかけ問題はさておいても──私でさえ、あんな完かん璧ぺきな成せい績せきはとれないだろうな」


「…………」


　林水の口調に、嫉しつ妬とや嫌いや味みはまったくなかった。そんな了りよう見けんの小さな男でないことは、かなめもよく分かっている。彼の口くち振ぶりは、単純な興味と疑ぎ問もんから、かなめがどう反応するかを試ためしているような調子だった。


「……いや、失礼」


　彼女の瞳ひとみに浮かんだ深しん刻こくな色と、宗介のかすかな緊きん張ちようを察さつしたのだろう。林水はすこしだけ後こう悔かいしたように目を伏ふせ、小さく右手を振った。


「まあとにかく、自身の才さい能のうは大切にすることだ」


「あ……はい。そうですね。あははは」


　後頭部を搔かいて作り笑いを浮かべる。


「じゃ、じゃああたし、そろそろ帰ります。ソースケは？」


「そうだな。帰るか」


「いや──相良くん。すこしだけ話がある」


　帰り支じ度たくを始めた宗介を、林水が軽い仕し草ぐさで制した。


「なんでしょう？」


「なに、簡かん単たんな用件だ。残ってくれ」


　そう言って、彼はかなめと会計、ほか何人かの選挙管理委員たちを見渡した。かなめ以外の一同は、顔を見合わせてから『お疲つかれさま』とつぶやき、ばらばらに生徒会室を去っていった。残ったかなめに、林水の視し線せんが注がれている。


　どうやら、自分も邪じや魔ま者ものらしい。


「はいはい。男の友情話って奴やつね。じゃあソースケ。玄げん関かんで待ってるから」


　かなめは肩をすくめ、せめてもの親切心でそう言った。


「了解した」


「すまんね、千鳥くん」


　宗介と林水を残して、彼女は生徒会室を出ていった。





　かなめが出ていき、すこし待ってから林水が言った。


「立ち聞きはないかね？」


「ありません」


　軽く意識を集中させてから、宗介は答えた。


「だが念のためだ。屋上に行こう」


　林水は執務椅子から立ち上がり、生徒会室の片かた隅すみにかけてあった鍵かぎ束たばを手に取った。


「…………？」


　二人は生徒会室を出た。開票作業に何時間もかかったため、すでに校内は真っ暗で、だれもいなかった。廊ろう下かは冬の空気で凍いてつくようだ。二人は無む言ごんのまま歩き、階かい段だんを上がり、南校こう舎しやの屋上に出た。屋上への扉の錠じよう前まえの開く音が、やけに大きく聞こえた。


　冷たい空にはきらめく星々。もう夜だ。近くの都道を行き交いする車の、くぐもったエンジン音が響いてくる。


　どろどろと不ぶ格かつ好こうな駆く動どう音おんをたてる空くう調ちよう装そう置ちのそばに立ち、林水が言った。


「相良くん」


　コンプレッサーの微び風ふうを受けて、彼の後れ毛が小さくそよいだ。


「これから話すことは、ただのお節せつ介かいだ。細かい事情など何も知らない、ナイーブな友人の助言くらいに思って聞いて欲しい」


「…………はい」


　引いん退たい間ま際ぎわの生徒会長は、五、六秒ほど沈ちん黙もくしてから、こう切り出した。


「そろそろ、無む理りだと思うよ」


　その言葉の痛いたさ。その言葉の重さ。


　予想通りの林水の言葉は、彼の胸をえぐるようだった。もちろん彼はこれまで、林水に〈ミスリル〉や自分、かなめの素す性じようの話をしたことなどない。そうした会話は、一切なかった。避さけてきた。


　だが──


　それらに関する様々な疑問に、この聡そう明めいな若者が思い至いたらないわけがない。


　気ヽ付ヽかヽなヽいヽわヽけヽがヽなヽいヽのヽだヽ。


「…………」


「君の問題ではない。もうすこし頑がん張ばれば、君はまあまあ普通の男になるだろう。こちらの社会との折り合いを、君はもう充じゆう分ぶんに学びつつある。じきに『ただの変わり者』──そういうレベルに落ち着くだろう。君がそれだけの努力をしてきたのは、私も見てきたからよくわかる。だが──」


　ふと、林水は正面玄関の方角を見た。かなめが宗介を待っているはずの場所。


「──問題は彼女のことだ」


　そうつぶやく彼の横顔は、これまで見たことがないほど暗く沈しずんでいた。
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「彼女になにがあるのか、私は知らない。憶おく測そくや仮か説せつを並べ立てる気もない。だが、君がここにいる理由や、いくつかの事件が起きた理由についてなら漠ばく然ぜんと察しがつく。それはなにか？　彼女だ。すべて彼女が中心にいる。ハイジャックやシージャックだけではない。真に深刻な事件では、例外なく彼女が中心にいる」


　それは彼が少し調べれば──そして何人かの生徒に話を聞けば──すぐに分かることだった。


　そう。


　気ヽ付ヽかヽなヽいヽわヽけヽがヽなヽいヽのヽだヽ。


「最初は、彼女の父親の役職が原げん因いんなのではないかと思った。だが違う。それでは説明がつかない。そして彼女を中心にした事件に出てくる、もう一つの要よう素そは──必ず起きる君の不ふ在ざいと、所しよ属ぞくの知れないどこかの武ぶ装そう集しゆう団だんだ」


「…………」


「それくらいのことしか、私は知らない。無む理りな詮せん索さくも控ひかえてきた。だが、私ごときでさえここまで感じたのだ。ほかの人々が騒さわぎ出すのは、時間の問題だと思う。……そして私も、来週からただの一生徒だ。来月には姿を消す。ただの好意から便べん宜ぎを図はかることも、もうできなくなる。きょう当選した森川くんたちには無む理りだろう。さすがにそんな実力は彼女にはないし、それどころか、君たちの敵に回ることさえありうる。彼女らは、私がお膳ぜん立だてしてきたこの楽園から、君たちを追つい放ほうしようとするかもしれない。なぜか？　わかるかね？」


「……俺と千鳥さえいなければ、ここはずっと安全になるからです」


「残念ながら、その通りだ。おそらく君の責任ではないのだろうが、クリスマスの事件を聞いたとき、私は本気でそれまでの自分の態たい度どを後こう悔かいしかけた。もし、生徒のだれかが傷きずついたとしたら？　怪け我がをして、死んだとしたら？　私は──」


　宗介の頰ほおが、ぐっとこわばる。


「あ……安全な作戦のはずだったんです」


　とても我が慢まんしきれなかった。こと彼にだけは、弁べん明めいしたくて仕し方かたなかった。機き密みつ事じ項こうなど、もうどうでもいい。宗介は自らの狼ろう狽ばいを抑おさえつけるように、一方的にまくしたてた。


「彼女を……彼女を狙ねらう奴らの手がかりが必要だったんです。そのための作戦でした。俺たちはそれまでずっと後ご手てに回っていて……なんとかしたかった。連中の拠きよ点てんや資し金きん源げんを潰つぶせば、ちょっかいも止まる。なんとかなる。安全になるはずなんです。だから情報部と研究部が分ぶん析せきを進めています。もう少しなんだ。それだけの力が、俺の部隊にはあるんです。あとは時間だけが──」


「言っただろう。もはやその時間が尽つきかけていると」


　こんなに暗い林水の声を聞くのは、はじめてだった。


「そっ……」


「『だから出て行け』と言いたいのではない。最初に言った通り、これは助じよ言げんだ。だが──事情を知らない私にも、結けつ論ろんは苦しいものになるのだろうと想像できる。……後こう継けい者しやも決まったいま、最後の気がかりが君と彼女のことなのでね。状じよう況きようを伝えておきたかった。君は彼女と話し合うべきだと思う」


　フェンスにもたれかかっていた林水は、どこか遠くを物もの憂うげな目で眺ながめ、預よ言げん者しやのような重たい声でこう言った。


「でないとこの後、ひどい後こう悔かいに苛さいなまれることになるぞ」


　宗介は唾つばをごくりとさせた。


「俺は……ここが好きなんです」


「私もだよ。皆みな、愛すべき人々だ。彼らは素そ朴ぼくで善ぜん良りようだが──やはり、普通の人間だ。おびえもするし、不安にもなる。そして──」


　吐はく息が白かった。


「──残ざん酷こくにもなる」


　一いつ瞬しゆん、ぞっとするイメージが浮うかんだ。


　敵てき意いだ。


　クラスや生徒会、その他の人々の敵意の視線。寛かん容ようさのかけらもない、恐きよう怖ふの混まじった敵意。陰いん湿しつな敵意。恨うらみと責せめと疎うとましさ。その矢や面おもてにさらされる彼女の姿。


　ひどく恐おそろしいイメージだった。


　宗介の顔に浮かんだ苦く悩のうを読みとったのだろう。林水は小さく肩をすくめ、いつも通りののほほんとした口調に戻って、こう言った。


「だが、あまり悲ひ観かんするほどの問題ではないかもしれんな。ここはあくまでただの学校だ。通つう過か点てんに過すぎない」


「通過点……？」


「忘わすれがちなことだがね。人生は続くんだ。これから何十年も。……さて」


　林水は宗介に屋上の鍵を手渡した。


　なぜか、その鍵束はずっしりと重たかった。


「私は先に帰るとするよ。さっきから人を待たせている。鍵は君が返しておいてくれ」


　林水は一人で屋上の出入り口へと歩いていった。戸口には、書記の少女が待っていた。会話を聞かれたようでもないようだ。


（待たせてすまない）


（いいえ、先輩）


（ここにいるとよく分かったね。探さがしただろう）


（ええ。実はちょっとだけ……ふふ）


　黒くろ髪かみの少女がしっとりと微ほほ笑えむ。彼女は遠くから宗介に軽く会え釈しやくし、林水の後に続いて、屋上から姿を消した。





　学校からの帰り道、宗介はほとんど無言のままだった。かなめの世間話に、気のない相あい槌づちを打つばかりだ。


（センパイと何の話だったんだろ？）


　かなめはそう思ったが、なぜか問いつめるのははばかられた。そういう空気が、宗介からはぷんぷんと漂ただよっていた。


「……でね？　そのシオリの彼氏が、急に『別れたい』って言い出してきたんだって」


「そうか」


「変でしょ？　ついこないだまで、あんなにラブラブだったのに。あたしも何度か会ったことあるけど、すごく真ま面じ目めそうな人なんだよ？　もうシオリの奴やつ、すごいテンパっちゃって。わけわからなくなって。夜中の三時にあたしんとこ電話してきたりして」


「ああ」


「それで、やっぱり理由は聞いておいた方がいいと思って、あたしがわざわざその彼氏に電話して聞いてみたら、もー、笑っちゃうのよ。なんか誤ご解かいしてたみたいで、こないだ映えい画が行ったとき一いつ緒しよにいたオノＤが……って」


「そうだな」


「あー、もうっ」


　帰き宅たくラッシュで混こみあう電車を降おりて、駅からしばらく歩いたあたりで、かなめはうんざりしたように立ち止まり、うめき声をあげた。


「どーしたっての？　あんたヘンよ？　いや、いつもヘンだけど」


　業ごうを煮にやしたかなめに詰つめ寄よられて、宗介はようやく彼女の声が聞こえたかのように、目をしばたたかせた。


「すまん」


「む。ひょっとして、生徒会の仕事が終わったのが寂さびしかったりするわけ？」


「いや。別にそれは……。すこし考え事があってな」


「どんな考え事よ」


　すると宗介は唇くちびるを引き結び、何かを言おうとして──けっきょく、首を小さく振った。


「なんでもない」


「なんでもなくないでしょ」


「そのうち話す」


「？　変なの……」


　二人はふたたび歩き出す。


　夜の商店街は寒々としていて、家路につく人々の足も自然と早かった。


　こうして並んで帰るようになって、もうどれくらいだろうか。最初のころは、距きよ離りをとって宗介が後を付いてくるような感じだった。その距離がだんだんと──ほんとうに一日ずつ、ゆっくりと狭せばまってきて、いつのまにか並んで歩くのが自然になった。それからたまに袖そでが触ふれ合うようになったのは、いつごろからだっただろうか。


　ふと、宗介が口を開いた。


「千鳥」


「今度はなに？」


「手をつなごう」


　唐とう突とつなその言葉に、かなめは耳を疑うたがった。


「え……手を……何て言った？」


「手をつなごうと言った」


　なんなのだ、こいつは。まるでわけがわからない。さっきから終始無言で、今度はいきなりこれだ。やっぱりおかしい。それに──


「いやか……？」


「べ……別に。いやじゃないけど」


「なら、いいな」


　宗介は右手を伸のばし、彼女の左手をそっと摑つかんだ。最初はおそるおそる。やがて、しっかりと。非ひ常じよう事じ態たいに手を握にぎったことは何度もあるが、こんなのは初めてだ。


「～～～～～～っ……」


　耳が熱くなった。


　かなめは気き恥はずかしくて、思わずマフラーに顔を埋うめてしまった。


「わ……わかんないよ。急に……」


「俺もわからん」


　すこしぎくしゃくとした歩き方で、かなめの手を引き宗介が言った。


「なんか、ヘン……」


「変か。そうだな。変だ」


　それ以上はお互い言葉も出ない。


　商店街のはずれに、小さな焼鳥屋があった。その前を通り過ぎるときに、店内から演歌が聞こえた。『矢や切ぎりの渡し』。ムードはないけど、なぜか強く印いん象しように残った。


　包つつまれているような安心感。


　彼の手は大きくて、温かかった。でも同時に、どこか心細そうで、むしろ彼女にすがっているような感じもした。なぜかはわからない。


　後はあっという間だった。


　二人は商店街を出て、住みかのマンション近くまで来た。二つのマンションが都道を隔へだてて建っている。いつもの風景だったが、それさえ彼女には違って見えた。


　普ふ段だんなら、ここで別れてそれぞれの部屋に帰るわけなのだが──手を放すのがひどく寂さびしかった。


「あのさ……なんか、食べてく？」


　そう言いながら胸きよう中ちゆうで自分自身の言葉に驚おどろく。いまのこの雰ふん囲い気きで、こんなことを言ってしまったら、その、かなり、ヤバいのではないか？


　宗介も意外そうだった。


「……いいのか？」


「え……まあ、うん。きょうは……二人で打ち上げってことで」


「打ち上げか」


「うん。そういうのも……いいかも」


　宗介は小さくうなずき、きゅっとその手に力をこめてから、かなめのマンションの方へと歩き出した。


　エレベーターに乗っている間、二人は無言だった。


　どうなってしまうんだろう。


　こわい。でもわくわくする。


　視し界かいが狭せまくなってるような気がした。心しん臓ぞうがばくんばくんと鳴っている。彼の手のひらにも、じんわりと汗あせが浮かんでいるのがわかった。


　共通廊ろう下かを歩く。


　自室の前まで来た。


　彼の手を放さないように、鍵を取り出すのにまごついた。


「ご、ごめんね？」


「いや、すこし、手を放そうか」


「う、うん」


　鍵を差しこみ、扉とびらを開ける。


　玄関に入った。もたもたと靴くつを脱ぬいでから、もう一度手をつないで、寄り添そうようにリビングへと向かう。


　瞬しゆん間かん──宗介が動いた。


　かなめの肩を強ごう引いんに引き寄せ、背中に隠かくし、腰こしの後ろから拳けん銃じゆうを抜く。彼の全身が、それまでとは違った意味でこわばり、緊きん張ちようしていた。


「え……」


　ようやく彼女は気付く。暗がりの中、ソファーに若わか者ものが腰掛けていた。


　黒ずくめのスーツ。


　流れるような銀色の髪かみ。


　その若者──レナード・テスタロッサは待ちくたびれたように、小さくのびをした。


「お帰り。千鳥かなめさん」





　自分の油ゆ断だん──ただそれだけとは、宗介自身も考えられなかった。


　かなめのリビングにゆったりと腰掛けている銀髪の男は、いったいどうやって侵しん入にゆうを果たしたのか？


　彼女の部屋に侵入する者を察さつ知ち、あるいは撃げき退たいするために、宗介は数々の警けい戒かいシステムや罠わなをしかけている。そのすべてを、この男はくぐり抜けてきたということなのだ。


　いや。


　くぐり抜けた、などという苦労は微み塵じんも感じられない。まるで『鍵が開いていたので、お邪魔させてもらったよ』とでも言わんばかりの余よ裕ゆうだ。その手て際ぎわに、宗介はまず打ちのめされた。


　そして、この男。


　この若者を、宗介はすでに知っている。


　レナード・テスタロッサ。


　ほかでもない彼の上官、テレサ・テスタロッサの兄だ。彼女の両親の墓参りに同行したとき、遭そう遇ぐうした。帰りの道中、テッサ自身から聞いた。〈アマルガム〉の人間であり、またおそらく宗介たちがさんざんに手こずってきた敵てつ機き〈コダール〉シリーズの設せつ計けい者しやとも目されている。


　どうしてここに？　なにが目的で？


　そうだ。わからない。


　なぜわざわざ──かなめの部屋に？


　胸の中で沸わき立つものを覚えながらも、宗介は銃じゆう口こうをレナードに向けた。レーザー・サイトを起き動どうさせ、彼の胸にぴたりとポイントする。


「動くな。両手をゆっくりと挙げて、立ち上がれ。従したがわなければ──」


「射しや殺さつする、だろう？」


　レナードはうんざりしたように首を振った。


「おなじみの外交儀ぎ礼れいだね。やめようよ。僕も同じことを言いたくない」


「どういう意味だ」


「こういうことだよ」


　リビングの奥おくのバルコニーで、かすかに動くものがあった。宗介の嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かく、そして戦士特とく有ゆうの第六感は、それをかろうじて拾ひろうことができた。


　二体。


　完全に音をたてず、うずくまっていた何かが、ゆらりと身じろぎした。普通の人間には、ほとんど感じ取ることもないくらいの──かすかな気配だった。


　大きい。そして、人間ではない。


　まったく殺気のない脅きよう威い。機械だ。


（あのロボットを伏ふく兵へいに……？）


　忘れもしない。彼らを取り囲んでいるのは、〈パシフィック・クリサリス号〉で戦ったロボット──超ちよう小型の等とう身しん大だいＡＳだ。通つう称しようは〈アラストル〉だったか。かすかに動いたのは、レナードの意い志しだったのだろう。あえてその存そん在ざいを宗介に知らせた上で、彼は見み透すかしたようにこう言った。


「それでも〝護ご衛えい〟が動く前に、僕の眉み間けんを撃うち抜けると思っているんだろう？」


「…………」


「無む理りだよ、相良宗介くん。君はなかなか優ゆう秀しゆうな殺し屋みたいだけど──」


　宗介は相手の言葉など聞かずに、躊ちゆう躇ちよなく銃の引トきリ金ガーを引いた。レナードの言った通り、宗介は『優秀な殺し屋』だ。おとなしく敵の話に耳を傾かたむけるような真ま似ねはしない。相手がテッサの兄であることさえ、まったく考えもしなかった。


　だが撃げき発はつと同時に、レナードの眼がん前ぜんで影かげが踊おどった。その頭部の真ん中に命中するはずだった弾だん丸がんは、火花を散ちらしてかき消えた。彼の着ていた黒いコートが、鞭むちのように鋭するどく動いて銃弾を阻はばんだのだ。


「!?」


　形けい状じよう記き憶おくポリマーの一種だろうか？　何らかの手しゆ段だんで瞬間的に動体を検けん知ちし、反はん応のうする『アクティブな』防ぼう弾だん衣いということか？　だとして、どれくらいの火器まで防ぼう御ぎよすることができるのか？　手しゆ榴りゆう弾だんの破は片へんに対しては有ゆう効こうなのか？　火か炎えんは？　衝しよう撃げきは？　ライフル弾は──


「ソースケ!?」


　かなめが叫んだ。話も聞かずに発はつ砲ぽうした彼を責せめるような口振りだった。宗介にとっては、正体不明の防弾衣よりも、彼女の反応の方が驚きだった。


「ほら。彼女も無ぶ礼れいはほどほどに、ってさ」


　そう言ってレナードは笑った。硝しよう煙えんの匂においが鼻をつく。自分と彼女の関係を嘲ちよう笑しようされたように感じて、首の後ろがぴりぴりとした。


「なんのつもりか知らないけど、すぐにあたしの部屋から出てってちょうだい」


　険けん悪あくなかなめの態たい度どに、レナードは大げさに傷きずついたような顔をした。


「そのつもりだけど、今夜は話し合いに来たんでね。もし良ければ、そこの番犬くんにはすこし我が慢まんしてもらえないかな？」


「ただの番犬かどうか、いますぐ思い知らせてやるぞ……」


　拳銃のグリップに力がこもる。防弾衣の存そん在ざいを踏ふまえた二の手、三の手が、すでに彼の頭の中では完成されていた。


「やめて、ソースケ」


「この男は敵だ」


「テッサのお兄さんなのよ？」


「関係ない」


「ソースケ……！」


　なぜ俺を責める？


　宗介の苛いら立だちはさらにつのった。


「妹のことなら気き遣づかい無む用ようだよ。でも、この部屋での流血はどうかと思う」


「…………」


「銃口を下げろとは言わない。話を聞いて欲しいだけだ」


　短い沈ちん黙もくのあと、宗介は言った。


「話せ」


「ありがとう、えーと……サガラ軍ぐん曹そうだったね。僕はレナード・テスタロッサ」


「知っている」


「ああ、そう。さて──千鳥かなめさん。僕の用件は単たん純じゆんだ。これから荷物をまとめて、僕のところに来てくれないだろうか」


　かなめはしばらく絶ぜつ句くした。


「……なんですって？」


「いまの生活を捨すてて、僕と一いつ緒しよに来て欲しいんだ。心配は要いらないよ。もちろん丁てい重ちような扱あつかいは保ほ証しようするし、それなりに自由で裕ゆう福ふくな生活も約束する。君の知的興きよう味みを満たすだけの施し設せつも用意されてるし、なによりも──完かん璧ぺきな安全がある」


「言ってる意味がわからないわ」


「そうかな？　これで充じゆう分ぶんだと思うけど」


「バカにしてるの？」


「じゃあ、もう少し詳くわしく話すよ」


　レナードは小さなため息をついた。膝ひざを組んだ足をぶらぶらさせて、窓まどの外──どこかずっと遠くに目をやる。


「僕の組そ織しきが、そろそろ本気になってきた」


　その言葉はどこか、林水が宗介に告げたあの言葉──『もう、無理だと思う』と同じ響きに聞こえた。林水のときと同じ、胃のあたりがきりきりとしてくるような不ふ快かい感かんが、宗介を襲おそった。


「どういうことだ」


「〈ミスリル〉は頑がん張ばりすぎたんだ。特に西太平洋戦隊はね。これまで君たちが撃げき破はしたこちらの機体を挙あげてみようか。〈コダール〉タイプのＡＳが七機。〈ベヘモス〉タイプのＡＳが一機。〈アラストル〉タイプが一三機。盗とう品ひんだけど〈ミストラル２〉一二機もある。……こうして考えるとすごい。こちらのやられっぱなしだね」


「…………」


「そして〈パシフィック・クリサリス〉だ。あれはまずかった。あの船自体の価か値ちは、すでにあまり高くはなかったんだけど……それでも君たちに渡わたった情じよう報ほうは大きかったんだ。じきに君たちは〈アマルガム〉に関係する国家や企き業ぎよう、テロ組織やマフィアを次々に暴あばいていくだろう。そうなると、あちこちに迷めい惑わくがかかる」


「当然だ。ただの『迷惑』ではすまない思いをさせてやる」


「その頑がん張ばりがまずかった、と言ってるのさ。これまで組アマル織ガムは〈ミスリル〉の存在を重じゆう視ししていなかった。発足当時からおおよその実体は把は握あくしていたし、出来ることと出来ないこともよく理り解かいしていた。その力が大きくなってきた時、適てき度どな形で枝えだ葉はを切り取ることも考えていてね」


「ペリオ諸しよ島とうでの罠がそれか」


「そう。君たちの潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、なかなか良くできた兵器システムだ。通常の軍隊ではあまり意味のない装そう備びだけど──そう、〈ミスリル〉が備そなえた条じよう件けんについてなら、理想的だと言ってもいい。しかもあの白いＡＳ……えーと？　『ＡＲＸ─７』になるのかな？」


「答える必要はない」


　宗介が言った。


「名前くらい、いいじゃないか。ニックネームは？　やっぱりまた中世の武ぶ器きの名前なのかな。できそこないの６シツクスは『ハルバード』だったんだけど」


「…………」


　あくまで無言の宗介。


「残念だな。君とは友達になれそうにないね」


「それ以上戯ざれ言ごとを続ける気なら、対話は打ち切りだ」


　レナードは『やれやれ』と肩をすくめた。


「わかったよ。とにかく、そういうことさ。順スン安アンでも有あり明あけでも、君たちが発はつ揮きした力は組織の予想外だった。だから、理想的な形で『退たい場じよう』してもらおうとしたんだけどね。ペリオ諸島で片かた付づけられると思っていたら、君たちはまた切り抜けてしまった。そこに今度は幹かん部ぶの裏うら切ぎりだ。ミスタ・[image: ]アイアン──ガウルンのことだけど──彼の独どく走そうで、香ホン港コンのあの事件は起きた。あれには組織も慌あわてたみたいだね。おかげで〈コダール〉タイプのＡＳを６機も失ってしまった。最後まで人ひと騒さわがせな男ひとだったよ、彼は」


「奴やつを知っているのか？」


「すこしね。君のことが大好きだったみたいだよ。順安で会えて、嬉うれしかったってさ」


「ふざけるな」


「本当のことなのに」


　レナードが目を細める。少女のような、可か憐れんな微び笑しようだった。宗介は舌した打うちしそうになるのを、かろうじてこらえた。この男は、こちらを苛立たせるのを楽しんでいる。さっき、こちらの名前をどうにか思い出したような顔をしていたが、からかっていたのだ。ガウルンのことを知っていて、こちらの名前さえ知らないわけがない。


「まあ、いいか。……そして、あの客船というわけさ。とうとう君たちは先手を取るようになってきた。『退場』だの『制せい御ぎよ』だのと言っていられる段階は過ぎた。そこから出てくる結論は簡かん単たんだ。敵は叩たたきつぶす。彼ヨ女ブは奪うばう」


「ヨブ……？」


「彼女のコード名だよ。気にしなくていい」


「ちょっと待ってよ」


　かなめが言った。


「つまり……〈ミスリル〉はつぶして、あたしは拉ら致ちするってわけ？」


「つい先日、そういう方ほう針しんになってね」


　レナードはうなずいた。


「これまで、君についてはしばらく様子を見る……ということになってたんだけど、そうもいかなくなった。組織はすでに、手て荒あらな方法でも構かまわないから、君を押おさえておこうと考えている。わかるかな……ここで言う、手荒な方法というのが」


　言うまでもないことだった。これまでの持って回ったやり方ではなく、もっと直接的な──場合によっては血なまぐさい手しゆ段だんだ。


「もう充分だよね？　僕がわざわざ、こうして君を迎むかえに来た説明は」


「事前に説得に来た、ってわけ……？」


「ああ。君のことが好きだから」


　今度こそ、レナードが天使のような笑みを浮かべた。自分のことなどまったく居ないものだと思っているようなその笑顔に、宗介は銃弾をたたき込みたい衝しよう動どうをおぼえた。


「よくもぬけぬけと……」


「待って、ソースケ」


「なぜだ」


「いいから、待って！」


　ぴしゃりと言われて、トリガーにかけた人差し指を止める。かなめは宗介の銃口をそっと押し下げながら、落ち着いた声でレナードに告げた。


「……分かったわ。ご親切にどうも。でもあたしには学校があるし、この生活も気に入ってるの。そしてなにより、あんたに付いていくなんて真っ平ごめんよ。何度も言ってるけど、あヽたヽしヽはヽあヽんヽたヽがヽ大ヽ嫌ヽいヽなヽのヽ」


「千鳥……？」


「さあ。すぐにこの部屋から出ていって！」


　宗介の声には応こたえず、彼女は言った。レナードはすこしの間、無表情でたたずんでいたが、やがて小さく肩をすくめて、ゆっくりと立ち上がった。


「冷たいな」


「当然でしょ？」


「あのこと、まだ怒おこってるのかい？」


「っ……」


「許ゆるしてくれるって言ったのに」


「聞こえなかったの？　消えて！」


　顔を赤くしてかなめが叫ぶ。そのやりとりを聞きながら、宗介はまた違った意味で混こん乱らんしていた。


　あのこと？　許した？


　いったい、なにを？


「もう一度だけ言うよ」


　レナードは二人に背を向けた。右手を軽く動かすと、バルコニーに潜ひそんでいた〈アラストル〉が、ゆっくりと起きあがる。


「いい加か減げんに受け入れたらどう？　君は選ばれた人間で、すでに天才以上だ。なのに人々は舌先三寸で僕らを利用することしか考えていない。彼らのあごで使われるのが君の望みなのかい？」


「やめて」


「もう気付いてるはずだ。君の周りの連中が、どうしようもなく愚ぐ鈍どんで間ま抜ぬけなことに」


「出ていって」


「彼らの血のめぐりの悪さに、本当はいらいらしてるんだろう？」


「出ていって!!」


　そう叫ぶかなめの瞳には、涙なみださえ浮かんでいた。


「では、そうするよ。警けい告こくはしたし。これから何が起きても、僕のせいにはしないで欲しいな。……ああ。それから相良くん」


　バルコニーへのガラス戸を開けてから、レナードは一度振り返った。


「さっき、君たちを待っている時にね。退たい屈くつしのぎでテレビのニュースを見てたんだ。イギリスで大量殺人の犯人が捕つかまったんだって。三五人、殺したそうだよ」


「それがどうした」


「簡かん単たんに調べた限かぎりだと、君はその三倍以上殺してるはずだ」


「っ…………！」


　かなめが息を詰つめ、肩をこわばらせた。


「どうしてだろうね。なのに君はたくさんの人に好かれている。彼女にも。一〇〇人以上も人を殺してる君が。そういうこと、みんな知った上で付き合ってるのかな……。これって、不公平だと思うよ」


　悪意に満ちたいたずら──それだけでは済すまない複ふく雑ざつな何かを残して、レナードは部屋から消えた。


　二人はしばらく真っ暗なリビングに棒ぼう立だちしていた。かなめが小こ刻きざみに肩を震ふるわせている。頼たよりなさげなその姿が放っておけなくて、宗介はそっと彼女の背中に手を伸ばした。


「千鳥……」


「！」


　彼女がびくりと上半身をのけぞらせた。一いつ瞬しゆん、怪かい物ぶつでも見るかのように宗介を見つめ、それから小さく首を振り、作り笑いを浮かべてこう言った。


「あ……ごめん。だ……大だい丈じよう夫ぶだから。あの……あんな奴の言うことなんて、気にするのやめよ？」


「いや……」


　宗介はもう、それ以上なにも言えなかった。





　メリダ島基き地ちの司令センターで、宗介からの報告を受けたアンドレイ・カリーニン少佐は、すぐさまこう応こたえた。


「わかった。明朝まで、なんとかしのげ。それまでにこちらから輸ゆ送そうヘリを送る」


　東京にいるよりも、このメリダ島基き地ちにかなめを移うつした方が、ずっと安全だろう──そう判はん断だんした宗介からの要よう請せいだった。彼女も、しぶしぶながら承しよう諾だくしてくれたという。


『明朝、ですか？』


　通信の向こうの宗介の声は、わずかに怒ど気きをはらんでいた。


『所定のルートを使えば、もっと早くピックアップできるはずです。あのレナードという男に、こちらの警戒を突とつ破ぱされた事じ態たいを考えれば──』


「だからこそだ、軍ぐん曹そう。こミちスリらルが前から準じゆん備びしていた脱だつ出しゆつプランは、使わない方がいい。すべて読まれていることを覚かく悟ごすべきだ」


『は……』


「おまえもＳＲＴだ。それなりの備えはしてあるのだろう？　そちらを使え」


　宗介とて、ただ無む為いに東京での生活を過ごしてきたわけではないだろう。こういう場合のために〈ミスリル〉には無む断だんで、独自のルートでいくつかの車しや輌りようと偽ぎ装そう武器庫、身を隠かくすためのセーフ・ハウス、偽ぎ造ぞう免めん許きよ証しようや身分証明書を用意してあるはずだ。ＳＲＴレベルの傭よう兵へいなら、だれでもやっているはずのことだった。わざわざ尋たずねたことはなかったが、おそらくクルツやマオも同様だろう。


　自分の身は自分で守る。


　組織はあくまでそのツールでしかない。忠ちゆう誠せい心しんも大切だが、それに依い存ぞんしてはいけない。


『了解。やってみます』


「わかっているだろうが、尾び行こうには充分注意しろ。彼女の今後のことは、こちらに戻ってから大佐殿と相談していただく」


『はい』


「今後の通信は最小限にとどめる。以上だ」


　カリーニンが通信を終えると、それまで会話を黙だまって聞いていたテッサ──テレサ・テスタロッサ大佐が小さなため息をついた。


　いつも通りの制服姿に、アッシュ・ブロンドの三つ編あみ。その眉まゆ根ねには、深い憂ゆう慮りよが浮かんでいる。


「こういう時が来るかもしれない、とは思っていましたけど……。いささか予想の範はん囲い外でしたね」


　カリーニンはうなずいた。


「はい、大佐殿。ですが、納なつ得とくずくの措そ置ちのはずです」


「そうでしたね。彼女の意い志しは尊そん重ちようしておきたかったから」


「…………」


「それにしても……兄あのひとの考えがわからないわ」


　テッサは自分の双ふた子ごの兄が、わざわざかなめの部屋に姿すがたを見せたことに──そして『自分に付いてこい』と告げたことに、少なからず驚いていた。どういう余よ裕ゆうだろうか？　敵が一いち枚まい岩いわでない可か能のう性せいもあるが、なにかの罠を仕し掛かけているようにも思える。


（ちがうわ。そういうことではないはず……）


　そうか。


　兄は彼女を本気で手に入れようとしているだけなのだ。その身み柄がらだけではなく、心までも。そうするだけの動どう機きはあるはずだったし、彼は自分にそれができると考えている。テッサの目からみれば、ひどく愚おろかなことのようにも思えたが、彼はそう考えていない。自分があの二人に出していたちょっかい──つまるところは恋れん愛あいごっこだ──そうしたものよりも、もっと深しん刻こくでほの暗いにおいが漂ただよっている。


　輸送ヘリを向かわせるだけで充分だろうか？　だがあの兄のことだ。そう易やす々やすと、二人を拾わせて逃にがそうなどとは考えていないのではないか？　仮かりに彼が二人を見み逃のがす気だったとしても、こちらの手の内など平然と読んでいるはずだ。それを『組織』の別べつ働どう隊たいに話さない保証は、どこにもない。


「〈アーバレスト〉も一いつ緒しよに送りましょう」


　テッサが言うと、カリーニンは眉まゆをひそめた。


「なぜでしょうか。あくまで隠おん密みつに二人を拾ひろうだけならば──」


「それで済まない場合のためです」


「…………」


「何かがあったとき、降下Ｌ地点Ｚを確かく保ほするのにＡＳがあれば安心でしょう？　敵にはあのロボット──〈アラストル〉があります」


「それならばＭ９で事こと足たりますが」


「向こうもそう思うでしょうね。だから敵はあの〈コダール〉を用意している可か能のう性せいもありえます」


「市街地で、ですか」


「場所を選ばないのが不ふ可か視し型がたＥＣＳ装備のＡＳでしょう？　いずれにしても、サガラ軍曹がいなければ〈アーバレスト〉は普通のＭ９と変わりありません。ここで出し惜おしみしても意味はないわ」


　カリーニンはかすかな逡しゆん巡じゆんを見せたが、すぐにうなずいた。


「了解しました。そうなると空中給きゆう油ゆ機きが必要です。発進のご許きよ可かを」


「もちろんです。急いでください」


「はい」


　司令センターの部下に、手早く必ひつ要ような指し示じを出す。それが終わると、テッサがつぶやいた。


「……サガラさんは、『敵が本気になってきた』と言ってましたね。これは焦あせっていると見てもいいの？」


「わかりません。ですが、根こん拠きよはあります。われわれは彼らをいらだたせるのに充分な働きをしてきました」


「でしょうね。でも──」


　テッサは三つ編みの先っぽを握り、自分の鼻先をくすぐった。


「この敵は、それで済むような相手ではないのかもしれません」









　　２：ヒート










　その朝のシドニーは、やけに暑かった。


〈ミスリル〉作戦部長、ジェローム・ボーダ提てい督とくは、いつも通りのスーツ姿すがたで、作戦本部付きの護ご衛えい要よう員いんが運転するセダンに乗り自じ宅たくを出たが、途と中ちゆうで運転手にエアコンを強くするよう頼たのまなければならなかった。セキュリティ上の習しゆう慣かんから、通つう勤きん時間やルートは毎日ランダムに変えている。セダンは最新の防ぼう弾だん仕し様ようで、対戦車ロケットの直ちよく撃げきにさえ、ある程てい度どは耐たえられるように作られていた。


　車内で定例の報告書に目を通しながら、ボーダ提督のセダンは、中心街のビルの一つに入る。警けい備び会社〈アルギュロス〉の本社という建たて前まえだったが、このビルこそが〈ミスリル〉作戦本部だった。世界各地の部隊を統とう括かつし、運うん営えいするための通信施し設せつや情報施設がこのビルには集中している。


　それだけに警備は厳げん重じゆうだ。


　このビルに本気で侵しん入にゆうしようと思ったら、たとえ一個中隊の歩兵部隊でも、大だい口こう径けい弾だんや対たい人じん地じ雷らい、その他数々の洗せん礼れいを受けながら、三〇分以上はゲートの前で釘くぎ付づけになる覚かく悟ごが必要だ。面めん倒どうな手続きを済ませてから駐ちゆう車しや場じようで車を降りると、ちょうど出しゆつ勤きんしてきたばかりの幹かん部ぶの一人、ワグナー大佐に出会った。


「おはようございます、閣サ下ー」


　五〇前のアメリカ人だ。海かい賊ぞく船長のようなアイパッチに、右脚あしを引きずる独どく特とくの歩き方。いずれも正せい規き軍時代の負ふ傷しようと聞いている。


「おはよう、大佐。けさはやけに暑いね」


「はい。空調関係の点検を徹てつ底ていさせます」


「ただの世せ間けん話ばなしだよ。そういえば──ジャクソンはどうしたかね？」


「尋じん問もんの結果は三週間前に提てい出しゆつしましたが」


「彼個人の話だ」


「まだ入院が必要でしょうな。いささか非ひ人じん道どう的てきな手しゆ段だんでしたので」


　彼とボーダはエレベーターに乗って、上じよう層そう階かいへと向かった。





[image: ]


　二人きりになると、ボーダはつぶやいた。


「八割方裏がとれた。まだ断だん定ていはできないが──ジオトロン社もまずいようだ」


「は……」


　その意味を察さつしたのだろう。ワグナーの体が、わずかに緊きん張ちようした。


「アミットの奴やつも様よう子すがおかしい。情む報こ部うの報ほう告こくはそのつもりで扱あつかっておけ」


「まさか、将軍が……？」


「わからん。マロリー卿きようも相あい変かわらずだし、こちらもいよいよ我わが家やを引き払はらう時じ期きかもしれん。だが、当面はここでも大だい丈じよう夫ぶだろう。そのために、毎日こうして面めん倒どうなセキュリティ手続きの歓かん待たいを受けているのだからな」


「はい。爆ばく撃げき機きでも使わない限りは、そう易やす々やすと手は出せません」


　エレベータが二六階に着いた。


　二フロアを使って設もうけられた司令センターには、すでに十数名の本部スタッフが出しゆつ勤きんしていた。薄うす暗ぐらい広間。窓は一いつ切さいない。その代わりに、超ちよう大型のディスプレイの光がぼんやりと輝かがやいている。イージス艦かんの戦せん闘とう情報センターを大きくしたような部屋だった。


「これから忙いそがしくなるぞ、大佐」


　部下たちの敬けい礼れいに応こたえながら歩き、ボーダはワグナーに言った。


「敵の指し揮き系けい統とうが、既き存ぞんのものとはまったく異ことなるからな。そうでなければ、われわれがここまで後ご手てに回るはずがない。普通の情報網も兵器システムも、彼らの前では無力だ。あるいはテレサの言っていた通り──」


　そのとき、猛もう烈れつな衝しよう撃げきが部屋を襲おそった。


　なにかの巨きよ大だいな爆ばく発はつ。壁かべが吹き飛び、スクリーンや機き器きが粉こな々ごなになって、炎ほのおが膨ふくれあがり、見知った部下たちがばらばらに引き裂さかれ、それらがまとめて一いつ斉せいに、死の壁となって彼へと殺さつ到とうした。


　それ以上のことは、ジェローム・ボーダにはまったくわからなかった。





　すでに朝だったが、一いつ睡すいもしていない。使い慣なれたサブマシンガンを抱だくようにして、宗そう介すけはライトバンの運転席に身を埋うずめていた。


　調ちよう布ふ市しの北に位置する大きな植しよく物ぶつ公園──そこに隣りん接せつする駐ちゆう車しや場じようだ。場内は閑かん散さんとしていて、何台かの車がまばらに駐車してあるだけだった。エンジンは切っているので、車内はひどく寒い。


　昨夜、ああした侵入を許した後に、かなめのマンションでのんびりする度ど胸きようなど、さすがにない。カリーニンの指し摘てき通り、宗介は個人的なルートで緊きん急きゆう時じのあれこれを用意していた。メリダ島との通信のあと、手短に荷物をまとめると、以前から用意しておいた車に乗って、二人はその場を離はなれた。首都高速などを利用して、徹てつ底てい的てきに尾び行こうの可能性を排はい除じよし、車も二回ほど替えた。


　とりあえず、いまは安全なはずだ。


　同じ〈ミスリル〉の情報部員である『もう一人の護ご衛えい』、コード名〈幽レイ霊ス〉は、昨夜から連れん絡らくが取れなかった。レイスがレナードの侵入に気付かないわけがなかったが──いや、ひょっとしたら、昨夜の時点で『無む力りよく化か』されてしまったのかもしれない。いずれにしても、宗介はあのエージェントをあてにしてはいなかった。ここ数か月、自分が東京から不在になる時は、同じ〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊のＰＲＴ要よう員いんから交代に来てもらっていたのだ。


「ん……」


　後部座席でかなめが動く気配がした。アウトドア用の毛もう布ふにくるまって、身を丸めている。


「いま何時？」


「八時前だ。すこしは眠ねむれたか」


「うん……」


　かなめは目を擦こすり、のろのろと身を起こす。きのうからずっと制せい服ふく姿すがたのままだ。


「お風ふ呂ろ入りたいな……」


「諦あきらめろ」


「朝ご飯、どうする？」


「これだ」


　宗介はポケットからカロリーメイトを取り出し、無む造ぞう作さに後ろへ放った。


「ちょっ……」


「牛乳と野菜ジュースがそちらに置いてある。飲んでおけ。体力勝負になるかもしれん」


「でも、迎むかえのヘリをよこしてくれるんでしょ？」


「そのはずだが、念のためだ」


〈ミスリル〉が派は遣けんした輸ゆ送そうヘリは、この駐車場に直ちよく接せつ降こう下かしてくるはずだった。前から定められていたランデブー・ポイント──調布飛行場やいくつかの学校の校庭、多た摩ま川がわべりのグラウンドなどは避さけることにした。


　数時間前の通信では、ヘリは〈アーバレスト〉を積つんでいるということだった。テッサの計らいだ。最悪の場合に備そなえてのことなので、使う機き会かいはないだろう。そうでなければ、困こまる。


「あのさ。着替えるから後ろ見ないでね？」


「わかった」


　バックミラーをぐいっと曲げて、宗介は言った。背はい後ごでごそごそと衣きぬ擦ずれの音がする。


「……でも困ったわ。着替えもほとんど持ってこなかったし。ハムスターのエサも心配だし。エアコンの電源切ったかも気になるし」


　まるで、いままで通りに数日の外出だけで、自分の部屋に帰れるとでも思っているような口振りだった。


「…………」


「また帰って来れるんでしょ？」


　宗介の奇き妙みような沈ちん黙もくに気付いて、かなめの声が不安に曇くもる。


「それは……」


「なによ？」


「いや……」


　真実を告げる勇気が出なかった。


　きのうの林はやし水みず敦あつ信のぶとの会話。すでに無む理りが来ていることは、宗介にもよくわかっていた。


〈ミスリル〉はこの九か月間、あちこちに手を回して彼女の社会的立場を守ってきた。巧こう妙みような情報操そう作さと圧あつ力りよく、買ばい収しゆう、誤あやまった倫りん理り観かんからくる自主規き制せいムードなどを利用し、マスコミをたやすく沈ちん黙もくさせた。地方自治体の関係者もだ。


　インターネットには〈ミスリル〉のＡＩシステムが誤情報を流し続けた。


　かなり正確な根こん拠きよから『これは陰いん謀ぼうだ』と書き込む者がいれば、『また陰謀論ろん者じやがきたぞ』と反応し、同時に別の人間を装よそおって過か剰じように反応する。うんざりするような論戦や中ちゆう傷しようを適てき度どにばらまき、人々の関心や論点を曖あい昧まいにしてしまう。最後までもっとも大事な要よう点てんを見逃さないでいられる者は、一〇〇人に一人だろう。その聡そう明めいな一人が疑ぎ問もんを呈ていすれば、ＡＩはパターンを巧こう妙みように変えて、また同じことをくり返す。人間は疲つかれるが、ＡＩは基き本ほん的てきに疲れない。そうして結けつ論ろんは出ないまま、『問題の少女』はぼんやりとした想像のベールの向こうに消えていく。大半の人々の記き憶おくに残るのは、『ああ、そんな噂うわさもあったよね』──それだけだ。


　これはなにも〈ミスリル〉に限らず、各国の諜ちよう報ほう組織や巨大企業が行っている情報戦の一つだった。予算の潤じゆん沢たくな組織が、しかるべき人材と装そう備びを使えば、そう難むずかしいことではない。


　だが、それにも限げん界かいはある。巨きよ視し的な社会のレベルなら、かなめはやはり無個性な一個人でいられるだろう。しかし、わずか一二〇〇人という学校社会では、圧力も買収も情報操作も──効こう果かはさして期き待たいできない。彼らの素そ朴ぼくさ、善良さに頼たよっていたところがあるのは事実なのだ。林水の言葉は、学校の人々を俯ふ瞰かんしてきた人間からの『実感』だった。


　かなめを当たり前の、敵にとって価値のない人間に戻す方法はあるのだろうか？


　それ以外、彼女が今後まともな生活を送る方法はないはずだ。宗介はそのことを、ずっと前から考えてきた。


　たとえば。


　かなめが知るすべての情報をレポートにしてもらって、匿とく名めいで世界中に公開してしまうのはどうだろうか？　重要なのは彼女ではなく、彼女が持っていると言われる技術情報なのだ。香ホン港コンの事じ件けんのあと、宗介はテッサにそう提てい案あんしてみたことがあった。すると彼女は、ひどく哀かなしげな、それでいてなぞめいた微び笑しようを浮うかべてこう言ったのだった。


（サガラさん。だれかがそれを試ためさなかったと思いますか……？）


　テッサは詳くわしい経けい緯いを話そうとはしなかったが、結果としてその試みは無む駄だだったという。金の鉱こう脈みやくにむらがる人々に、いくばくかの金きん塊かいを差し出して、『これで全部だ。後はない』と言ったところで──彼らは手にしたつるはしやスコップを捨てないだろう。


　つまり〈さウさイやスかパれーたド者　〉は、『鉱脈』を掘ほり当てた幸運な人物などではない。


　本質的に『鉱脈』そのものなのだ。


　天ギフ賦トではない。呪カーいスなのだ。


　この宿命から逃のがれる術すべはない。


　まったくない。


　いったい、どうして、そんな残ざん酷こくな事実を彼女に告げることができるだろうか？


　ハンドルを握にぎる手にじんわりと力が入る。


「千ち鳥どり……」


　宗介はきのうの帰り道、彼女に『手をつなごう』と言う直前、どうしても彼女に切り出せなかった言葉を告げようと努力した。


　──なにもかも捨てて、二人で逃げよう。


　もう、どうだっていい。だれも俺たちを知らないどこかへ行って、そこで名を変えてひっそりと暮くらそう。貧まずしくてもかまわない。金などはいらない。食うのに困ったら、盗ぬすめばいい。この世界で何が起きようと、耳を塞ふさいで生きていく。いつかは本当の意味で落ち着くことができるだろう。そうして俺と一いつ緒しよに平へい穏おんに──


　自分と一緒に──


　そのとき、レナードの言葉が浮かんだ。


（君はその三倍以上殺してるはずだ）


（一〇〇人以上も殺してる君が）


（これって、不公平だと思うよ）


　事実だ。


　普通の戦せん闘とうだけではなかった。泣いて逃げる敵の背中も撃うったし、不安げな新兵を満まん載さいしたトラックを吹き飛ばしたこともある。自分たちの痕こん跡せきを隠すために、命いのち乞ごいする捕ほ虜りよを射しや殺さつしたこともある。


　楽しかったわけではない。どうしても必要なだけだった。


　だが、事実なのだ。


　東京で過ごした九か月は、彼に善よきものだけをもたらしたわけではない。自分のこれまでの人生が、どれだけ血なまぐさく、薄うす汚よごれたものだったのかも自じ覚かくさせてしまった。


　こんな自分を慈いつくしんでくれる人間がいるだろうか？　彼女と逃げる資し格かくが、自分などにあるだろうか？


　まして平穏など。


　彼女にとって、やはり自分は怪かい物ぶつなのだ。


「……どうしたの？」


「なんでもない」


　けっきょく何も言えなかった。


　深い溝みぞを感じた。


　あれからなにも変わっていない。自分と彼女は、いまだに九か月前の北きた朝ちよう鮮せんの山中──あの暗くら闇やみと雨の中をさまよっている。


「よし、と……」


　かなめが着替え終わったようだ。断ことわってからバックミラーを戻すと、私服姿の彼女が、野菜ジュースの栓せんを回しているのが映うつった。


「静かだね……ラジオでもつけない？」


「そうだな」


　音量を控ひかえめにして、ＦＭをつける。


　陰いん鬱うつで物悲しいデュエットが流れていた。局を変えようとも言い出さずに、彼女は音楽が終わるまで、無言でカロリーメイトをかじっていた。


『……はい。やっぱりいいですねえ。お届とどけしたのはピーター・ガブリエルの『マーシー・ストリート』でした』


　男性ＤＪの落ち着いた声が告げる。


『……つづいてもう一曲お届けする予定だったのですが……えー、緊きん急きゆうのニュースが入ったとのことです。報ほう道どうセンターの小こ林ばやしさんがお伝えします』


　女のキャスターに切り替かわる。


『はい、小林です。つい先ほどオーストラリアのシドニー中心部で、大だい規き模ぼな爆ばく発はつ事件がありました。ＡＰ通信から入ってきました速そく報ほうによりますと、本日の日本時間七時半ごろ、シドニー中心街で大きな爆発音と共に、ビルの一つの二五階付近から火の手が上がったとのことです。死傷者などがいるかどうかの情報はまだありません。問題のビルは……えー、『アルギュロス』という警備会社が所有する本社ビルですが、これが事じ故こかテロかは、いまのところ分かっておりません。またこの企業に日本人が在ざい籍せきしているという情報はなく──』


　アルギュロスのビル──〈ミスリル〉の作戦本部が？


　すぐに宗介は携けい帯たい端たん末まつを取り出し、地上波テレビの画面を呼び出した。


　朝のオフィスビル街。その一つから煙けむりが上がっている。どこか、別のビルの屋上からの映像だ。一目見て、外からなんらかの爆発物──おそらくは一〇〇〇ポンド級の爆弾が飛び込んだのだと分かった。それも数発。


　どれだけの警備システムを備そなえていても、作戦本部はひとたまりもなかったことだろう。高々度の遠えん距きよ離りから、ＧＰＳ方式の爆弾でも投とう下かしたのだろうか？


「なによ、これ……」


　後ろから身を乗り出し、端末の画面を覗のぞいていたかなめの声が震ふるえていた。


　衛えい星せい通つう信しん機きを使って、メリダ島基地に連れん絡らくをとると、司し令れいセンターの女性下士官が応答した。


「状じよう況きようは？」


『わからないわ。作戦本部が爆ばく撃げきされたことだけ。あちらとは連絡がとれない』


　緊張した声。シドニーのことだというのは、承しよう知ちしている様子だった。


『しかも、それだけじゃないの。地中海戦隊と南大西洋戦隊の基地とも音信不通で……インド洋戦隊の基地から警けい告こくが来てるの。ほんの五分前、あちらの基地に多数の巡じゆん航こうミサイルが接近してると──』


　瞬しゆん間かん、通信に強いノイズが入った。すぐに回かい復ふく。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


『……答せよ。ウルズ７……ああ、大丈夫。電波妨ぼう害がいがかかってるみたい。Ｅ回線もＤ回線も……ああ、なんてこと』


「シノハラ？」


『ごめんなさい。少佐も大佐も手が離せないの。いまクルーゾー大たい尉いが──』


『いま変わった。私だ、軍ぐん曹そう』


　かちっと小さな雑音。男の声が入る。ＳＲＴの指し揮き官かん、ベン・クルーゾーだった。


「大尉」


『まだ状況は把は握あくできていない。ほかの戦隊基地が襲しゆう撃げきを受けているようだ。メこリダち島らも警けい戒かい体制に入った。考えにくいことだが、これは総そう攻こう撃げきだ。どうなるかわからん』


「総攻撃？」


『わかっている。好きにはさせん。貴き様さまは予定通りゲーボ９ナインと合流しろ。可か及きゆう的てきすみやかに戻ってこい。いや……』


　クルーゾーが通信の向こうで口ごもった。


『……取り消しだ。いまからでは間に合わん。待たい機きだ。ヘリと合流後、ポイント・ロメオ13でこちらの連絡を待て』


　間に合わない。彼らはおそらく一分一秒を争っているのだろう。こちらから向こうに最高速で向かっても、六時間はかかる。それでは意味がない。それよりは『〈アーバレスト〉と相良宗介』という強力な予よ備び兵力を、中間地点のロメオ13──小笠原諸しよ島とうにある小さな私有地で待機させた方が賢けん明めいだ。


『いいな、軍曹？　〈アーバレスト〉は絶ぜつ対たいに守れ。〈エンジェル〉もだ』


「了りよう解かい。それから大尉。昨夜、カリーニン少佐に伝えましたが、連中は本気です。気を付けてください」


　雑ざつ音おんが強くなった。


『少佐に、なんだと？』


「連中が──」


『聞こえるか、ウルズ７！　復ふく唱しようを──』


　雑音のトーンがみるみると大きくなっていき、通信が途と絶ぜつした。


「…………」


　沈ちん黙もく。眉み間けんに深いしわを刻きざむ宗介の横顔を、かなめが不安げに見つめていた。


（総攻撃だと？　正気か？）


　市街地にある作戦本部はともかく、ほかの〈ミスリル〉の基地は難なん攻こう不ふ落らくの、一種の要よう塞さいだ。少々の爆撃ではびくともしない。そもそも、爆撃機の類たぐいが接近することさえ難むずかしい。さらに、その兵力と装備、練れん度どと備び蓄ちく、索さく敵てき能力。本気でメリダ島を陥かん落らくさせるつもりなら、海兵隊一個連れん隊たいの規き模ぼが必要になるだろう。さすがにそれほどの兵力を動かせば〈ミこスリちルら〉がこの段だん階かいまで気付かないことはない。


（いや……）


　敵にラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳがあれば。ある程度の技術的優ゆう位いがあれば。


　考えてもみろ。敵は〈ミスリル〉の通信網にまで、電ジヤ波ミ妨ン害グをかけてきたんだぞ？　だが、本当にそんな電波妨害が可能なのだろうか？


「どうなったの……？」


　控ひかえめな声でかなめがたずねた。どこか、腫はれ物に触さわるような調子だった。


「メリダ島行きは中止だ」


「え？」


「あちらもどうなるか、わからない。危険だ」


「危険って……どういうこと？」


　宗介が応こたえる間もなかった。もう一つのＦＭ通信機から、呼び出し音が鳴る。二人をピックアップにきた、西太平洋戦隊の多た目もく的てきヘリ──ＭペイＨブ─・[image: ]メアのコールサイン『ゲーボ９』からだった。


　デジタル式なおかげで受信はできるが、かなり信号が弱い。いや──そうではない。テレビの映像も乱みだれている。どこもかしこもノイズだらけだ。付近一いつ帯たいに強力な電波妨害がかかっているのだろうか？　それどころか、もっと広い範はん囲いに電でん磁じ波はの障しよう害がいが？


「こちらウルズ７。着陸Ｌ地点Ｚは確かく保ほしている」


『ウルズ７へ。ゲーボ９は現在、アツギの近きん郊こう上空を通過した。ＥＴＡ、ファイブ・ミニッツ。引き続きＬＺの確保を頼たのむ』


　ノイズの向こうから女の声がした。航こう空くうユニット所しよ属ぞくのエバ・サントス中尉。これまでも数え切れないほど世せ話わになっている。彼女の声は宗介たち『乗客』にとって、まさしく天使の歌声だった。


「ウルズ７了解。ＬＺの状況は……」


　宗介は口ごもった。


　背せ筋すじを冷たいものが走る。


「状況は……」


　車しや窓そうの外に注意深く目をやり、サブマシンガンのグリップに力を込めた。無む線せん機きを持った左手で、かなめにゆっくりと『身を低くしろ』とジェスチャーを示しめす。


『どうした、ウルズ７』


「……ゲーボ９へ。現げん在ざい、ウルズ７は包ほう囲いされている。例の〈アラストル〉タイプが最低でも五機。アサルトライフルで武ぶ装そうした歩兵も発見した。四……五……六……最低でも八名。八〇メートル程てい度どの距きよ離りで、北東の茂みに隠いん蔽ぺいしている」


『くそっ、なんてこと。メリダ島だけでなく、そちらまで……』


「急いでくれ。頼む」


『ゲーボ９了解。なんとか持ちこたえて、ソースケ！』


「やってみる」


　彼はサブマシンガンの安全装そう置ちをかちりと外した。最低でも、一対一三。戦術の原げん則そくを考えれば、もっといるだろう。


（やれるだろうか……？）


　ほとんど無む理りだ。


　だが、ほかに選せん択たく肢しはない。


「ソースケ……？」


「すまない、千鳥」


　彼はつぶやいた。


「長い五分になりそうだ」





　駐ちゆう車しや場じようの車内にいる宗介とかなめを取り囲みつつある敵てき。その数は、わかる限かぎりでは一三以上だった。しかもその半数は、あのロボットたちだ。まともにやりあったところで、勝てる戦力ではない。


「シートに横たわっていろ。絶対に体を起こすなよ」


　後部座席で不安顔をしているかなめに、宗介は言った。


「どういう──」


「聞いていなかったのか？　敵だ、脱だつ出しゆつする」


　エンジンのキーを回すのと同時に、宗介はすばやく助手席側に身を倒たおした。


　直後に被ひ弾だん。鋭するどい音をたてて、防ぼう弾だん仕し様ようのフロントガラスに放ほう射しや状じようのひびが入る。予想通りの、運転手を狙ねらった狙そ撃げきだ。敵も馬ば鹿かではない。防弾ガラスを貫かん通つうした銃弾は、数瞬前まで宗介が頭をあずけていたヘッドレストを引き裂さいた。


「っ!!」


　後部座席のかなめが、ばらばらになったスポンジと合成革を浴あびて、短い悲鳴をあげる。


「伏ふせていろ！」


　宗介は伏せたままの姿し勢せいでギアを入れスロットルを踏ふみ込み、車を急発進させた。夜の間、一時間おきにエンジンを暖だん気きしておいたので、立ち上がりはそれほどひどくなかった。タイヤが煙けむりをあげ、車体が路上を小さくすべる。さらに数発、別方向から銃弾が来た。運転席側のドアとボンネットに被弾。にぶい金きん属ぞく音おんが車体を次々と叩たたく。


　ステアリングを切りつつ身を起こし、駐車場の出口とは反対方向へと車を向けた。出口には敵の伏ふく兵へいが待ち受けているに決まっているからだ。


　続いて右手から機関銃の掃そう射しや。足回りを狙ねらっている。その発砲音から五・五六ミリ口こう径けいのドイツ製せい機き関かん銃じゆうだとすぐにわかった。大丈夫だ、その口径ならこちらの防弾タイヤは破は壊かいできない。車はそのまま加か速そく。駐車場の奥、金かな網あみのフェンスに突とつ進しんする。


　正面に三つの影が躍おどり出た。黒いトレンチコートを着た巨きよ漢かん。


〈アラストル〉だ。


　ロボットがこちらに腕わん部ぶのライフルを向ける。ヘッドライトをハイビームに。宗介はそのまま突っ込んでいく。敵はひるまなかった。人間とは違う。正確な射しや撃げきが運転席を襲った。フロントガラスが真っ白になる。宗介は身を折って射しや線せんをかわす。スロットルをさらに踏ふむ。三体の敵が迫る。


　激げき突とつ。


「ひゃっ……」


　かなめの体が後部座席で跳はねる。〈アラストル〉のうち一体は左に跳ねとばされた。だが残る二体は、その怪力と耐たい久きゆう力りよくに任せて車体にしがみついてきた。ボンネットと助手席側のドア付近──つまりすぐ眼前だ。


　止まるわけにはいかなかった。すこしでも止まれば、すべてが終わる。


　暴あばれ出すステアリングを強ごう引いんに押さえ込み、勢いきおいに任せてフェンスに飛び込む。耳みみ障ざわりな騒そう音おんと、まばゆい火花。激はげしく車体が上下する。〈アラストル〉は振ふり落とされない。ぶち破った金網を引きずりながら、車体が横滑すべりする。


　息つく間もなく、飛び出した市道をまっすぐ走る。車はふたたび加速しはじめる。


　助手席側の敵が、至し近きん距きよ離りから防弾ガラスにライフル弾を浴あびせかけた。破は片へんが飛とび散ちり、見る間にガラスがぼろぼろになっていく。ボンネットの敵は拳こぶしを振り上げ、すさまじい力でフロントガラスを殴なぐりつけている。ガラスの次は運転手だ──


　宗介は車を加速させたまま、ハンドルを切って市道の左側──民家のブロック塀べいに押しつけた。助手席側の〈アラストル〉が挟はさまれ、がりがりと揺ゆさぶられる。それでもなお、敵は窓まど枠わくを摑つかんで放さない。完かん璧ぺきな無表情のまま、なおも宗介を攻撃しようとする。


　車体を壁から引き離す。勢いを付けて、もう一度ぶつける。その〈アラストル〉はゴム紐ひもが弾はじけ飛ぶように放り出されて、アスファルトに叩きつけられた。


「ソースケ、正面!!」


　安心する間もない。かなめの叫び声で前を向くと、もう一体の〈アラストル〉がフロントガラスを突き破やぶり、宗介の胸むなぐらに手を伸のばそうとしていた。いや、摑もうとはしていない。その腕に内ない蔵ぞうされたライフルの銃口が、すでに彼の頭の中心をポイントしていた。


「っ……」


　力いっぱいブレーキを踏ふむ。車体がぐっと前のめりになって、敵が姿し勢せいを崩くずした。眼前でまばゆい発射炎。ぎりぎりで弾は彼の頭を逸それる。


　目を閉じることはできたが、至近距離での発砲──ほとんど衝しよう撃げき波はのような銃声で、右耳がやられた。きーん、と耳鳴りがする。平へい衡こう感覚がおかしい。さらに硝しよう煙えんが目に入り、一時的になにも見えなくなった。頭がくらくらする──


「まだ前にいる！」


　かなめの声が頼たよりだった。手探りで助手席のサブマシンガンを摑み、敵へとフルオート射しや撃げきする。さらにのけぞる敵。だが離れない。相手の手首とおぼしき位置めがけて、残りの全弾をたたき込む。なにかの破片が車内をはね回り、左腕に鈍にぶい痛いたみが走る。


　敵の手首がちぎれた。


　涙なみだのにじむ目をぬぐい、正面を見ると、〈アラストル〉はボンネットの上で危あやうくバランスを取っていた。右へ、左へと。ハンドルを大きく切る。ついに耐たえきれず、敵は車体から振り落とされた。


　すぐさま加速。サスが、ギアが、異い音おんを立てている。後ろを確かく認にんしようとしたが、バックミラーはもうなかった。


「千鳥、怪け我がはないか!?」


　吹き込む風の音に負けない声で、宗介は叫んだ。右耳がほとんど聞こえなかった。


「だい……じょぶ」


　確認しているゆとりはなかった。黒塗ぬりのセダンが追ってくる。交差点で右折、都道に入ろうとしたときに、ハンドルを持つ手がずるりと滑った。自分の血だ。左の肘ひじから下が、べっとりと濡ぬれていた。切きつ符ぷくらいのサイズの金きん属ぞく片へんが腕うでに突き刺ささっている。ショックはない。冷れい酷こくな経験が『まだ動く』と告げている。手当は後だ。


　片手でサブマシンガンの弾倉を交換しながら、赤信号を突とつ破ぱ。きわどいところで通勤途と中ちゆうのＯＬをひき殺しそうになる。


「ソースケ!?」


「止まればやられる！」


「っ……でも……」


「聞こえなかったのか、伏せていろ！」


　がんっ！　と車体に銃弾がぶつかった。追つい跡せき車しやの銃撃だ。朝の市街地だというのに、敵はお構かまいなしだった。


「あ、あたしが撃うとうか？」


「だめだ」


　宗介は言下に否ひ定ていした。


「君は撃つな」


「そっ……なんで──」


「銃には触ふれるな！」


　訓くん練れんもしていない彼女が撃ったところで、当たるわけもない。


　それに彼女は銃を持つべきではない。


　持ってはいけないのだ。





　インド洋戦隊との通信回線も、完全に遮しや断だんされたようだ。担たん当とうの士し官かんはあらゆる手段を試みている。民間の電話回線を介かいした通信さえ使ってみたが、それも駄だ目めだった。


「ただの電波妨害ではない。商用の衛えい星せい回線も使えないなんて……どういうこと？」


　メリダ島基地の司令センター、その戦隊長席に腰こし掛かけ、テッサはつぶやいた。昨夜から着替えもせず、仮か眠みんだけで待たい機きしていたため、いつもはぴしりとしている制服姿も、いくらかくたびれている。


　実の叔お父じのように慕したってきたボーダ提てい督とくの安あん否ぴが気がかりだったが、いま、そうした懸け念ねんはおくびにも出すことができない。宗介とかなめのこともだ。


「地球規き模ぼで起きている現象です、大佐殿」


　せわしくパネルをつつきながら、通信担当のシノハラ軍曹が言った。


「ほとんどの偵てい察さつ衛えい星せい──〈スティング〉も使用不ふ能のうです。われわれのものだけではありません。商用衛星はもちろん、航ナ法ブ衛ス星ターや通コ信ム衛ス星ター、『鍵キーのホー穴ル』シリーズなど、アメリカ軍の使用する衛星もわれわれ以上の被ひ害がいを受けています。先ほどまで各局で報じられていたシドニーの様子も、転送が不ふ可か能のうになって途と絶ぜつしている状態です」


　テッサは歯がみした。


「太陽風ね。しかも非ひ常じようにまれな規模の」


　太陽から放ほう射しやされる電磁波の嵐──これが太陽風である。特にその黒点活動が活発になる時期、時として大規模の電磁波が地球に降ふり注そそぐことがある。現在では、黒点活動の活発化は、観かん測そくによってある程度は予測できるため、『注意報』のようなものが日常的に出されている。防ぼう護ご手段も進んでいるので、ほとんどの場合、そうした電磁波は人工衛星や地上の精せい密みつ機器にわずかな支し障しようや誤ご作さ動どうをおよぼすくらいで済む。


　いってみれば、地震のようなものだ。そしてそのほとんどは微び震しんにすぎない。


　だが、ごくまれに『大地震』が起きる。


　この『大地震』の正確な予よ知ちはまったく不可能だ。可能性を察さつ知ちし、リスクを下げる努力はできても、それが正確にいつ起きるのかだけは決して分からない。株かぶ価かの大暴ぼう落らくのように。疫えき病びようの大量発生のように。


　そうした桁けた外れの太陽風が地球に襲いかかった場合、その被害はある面で核かく爆発の電磁パルスにも匹ひつ敵てきする。人体への影響は軽けい微びでも、精密電子機器は相当のダメージを被こうむるのだ。これは有線通信さえ例外ではない。


　もちろん復ふつ旧きゆうは可能だ。ごく短時間で誤作動や支障は改かい善ぜんされる。


　それでも、ある程度は時間がかかる。


「現在、衛星回線や電でん離り層そうを利用した遠距離の通信手段は、軍用・商用を問わずほとんど使用不能です。ＶＨＦとＥＬＦは生きていますが……。またインターネットでも各所でサーバー・ダウンが発生しており、混こん乱らんと過か負ふ荷かの悪あく循じゆん環かんに陥おちいっています。米西海岸からインド洋西岸にかけての地ち域いきでは、商用・軍用の双そう方ほうの航空管制に大きな混乱が。いずれは復旧するでしょうが、こんな太陽活動は観測史上でも──」


「問題は太陽風そのものではない」


　副長のリチャード・マデューカス中佐が言った。普ふ段だんから気き難むずかしい男だが、いまはそれがさらに厳きびしく緊張している。


「似にたようなトラブルは私も経験している。こういう天てん災さいのときは、敵も味方も戦争どころではなくなるのだ。しかし、敵ヽはヽそヽれヽにヽ乗ヽじヽてヽきヽたヽ。それこそが問題だ」


　予測不可能な『電磁波の大地震』。


　敵はそれに合わせた上で、〈ミスリル〉の各拠きよ点てんに総攻撃を仕掛けてきたのだ。


「敵がある程度の予よ測そく手段を持っていたとしても──博ばく打ちにしては分が悪すぎる。君はどう思うね、少佐」


　ＳＲＴ（特別対応班）のクルーゾー大尉と、基地の警戒体制についてやりとりをしていたカリーニン少佐に、マデューカスはたずねた。


「は……」


　カリーニンは振り返り、すこし押し黙ってから、ごく無表情で首を横に振った。


「いまは……警戒あるのみかと」


「そんなことは分かっている。君の意見は？」


「わかりません。私は──」


　彼らしからぬ態たい度どに、テッサは眉をひそめた。


「少佐？」


「いえ。いずれにせよ敵が来るとしたら、すぐでしょう。使用可能な多目的ヘリは、すべて哨しよう戒かい任務にあたるよう指示を出しました。対空装そう備びも必要でしょう。ＡアＭムＲラＡーＡムＭ　装備のＦＡＶ─８を五機──」


　そのとき、対空警戒システムを担当する士官が叫さけんだ。


「来ました、超高速の巡じゆん航こうミサイルです。８基。区く域いきＤ４。距離七〇マイル。マッハ６・３。着弾までおよそ──」


「六五秒よ。迎げい撃げき。第一警報発令。地上観測所の人間を、すべて待たい避ひさせなさい」


　すぐさまテッサは命令する。訓くん練れん以外では一度も使ったことのない空くう襲しゆう警報のサイレンが、ぞっとするような音ね色いろで響ひびき渡った。司令センターの照明が赤色灯に切り替わり、スクリーン上には『RED ALERT 1』の文字が絶たえ間なく流れていく。


「航空管制。滑かつ走そう路ろのゲーボ６は機を捨て待避。周囲の地上要よう員いんもよ」


「りょ、了解。滑走中のゲーボ５は──」


「緊急離り陸りく。可能な限り高度をとらせて」


「了解」


　テッサが命じる間にも、スクリーン上の光点──超高速ミサイルはメリダ島に迫る。


　亜音速で飛行する〈トマホーク〉型の巡航ミサイルは、すでに一世代前の兵器になりつつある。最新鋭の〈ファストホーク〉は、高空から超高速──迎撃が困難な速度で迫ってくる。こちら側の迎撃ミサイルでは、防ぎきれないだろう。警戒レーダーが半分以下の性能になっていなければ、まだ打つべき方ほう策さくはあったかもしれないが。


　だが、敵がそんな装備を持っていることに驚いたり、こちらのハンデに泣き言をもらす時間さえ、テッサには与あたえられていなかった。いまの彼女に許ゆるされるのは、救える人員を救って、できるだけこちらの被害を抑おさえることだけだ。


『──警報。複ふく数すうの超高速ミサイルが当基地に接近中。すべての地上要員は作業を放ほう棄きし、地下区域へ待避せよ。これは訓練ではない。繰くり返す、これは訓練ではない──』


　ＡＩがアナウンスを淡たん々たんと告げる。


　この司令センターを含ふくめ、メリダ島基地の多くの施し設せつは地下に設もうけられている。タイフーン級潜せん水すい艦かんを運用するソビエト連れん邦ぽうの、コラ半島・グレミカ基地に範はんを取った構こう造ぞうだ。


　テッサが細かい指し示じを出している間にも、メリダ島の対空ミサイルが稼か動どうし、敵ミサイルを迎撃すべく発射されていく。映像はない。音もない。スクリーン上に表示された緑の輝き点てんが、けなげな速度で敵ミサイルに近づいていく図形だけだ。


　大変な努力なのだろう。ごくごく冷静な声で、担当士官が報告する。


「三基の迎撃に成功。残りは依い然ぜん接近中」


　そこでもう一人の士官が言った。


「敵の第二波を探たん知ち。区域Ｅ４。九から一二基。距離八五──」


「全弾で迎撃」


「了解。ＢＯＬで第六から第九まで発射」


　発射可能な残りの全弾が、島の各所に設けられたミサイル・ランチャーから飛んでいく。出し惜おしみする理由はない。これから来る第一波の着弾で、いまある地上の迎撃システムはほとんど破壊されることだろう。


「だ……第一波、着弾まで五秒」


「落ち着きなさい」


　やるべきことはすべてやった。


　テッサは座席に背を預あずけ、軽い吐と息いきをつく。古ふる強つわ者ものの指揮官でも、なかなか出せないような貫かん禄ろくだった。


「核なら一瞬よ」


　スクリーン上の光点がメリダ島と重なった。


　はじめて──本当にはじめて、戦争らしい衝イン撃パクトが司令センターを襲った。





　黒塗りのセダンが真横につけてきた。


　衝しよう撃げき。


　力任せにぶつけられて、車体がスピンを起こしそうになる。抵てい抗こうするハンドルを片手でねじ伏ふせ、宗介は窓からサブマシンガンを突き出した。


　発砲。


　徹てつ甲こう弾だんが追跡車の運転席側に降ふり注ぎ、防弾ガラスが穴あなだらけになる。敵も撃ってきた。その射線を急ブレーキでしのぎ、弾だん倉そうに残った全弾をたたき込む。


　敵の車内で血しぶきが飛んだ。運転手だ。黒塗りのセダンがぐらりと傾かたむき、遠のくかのように見えた。だがその直後、敵は路ろ肩かたにつっこむのを避よけようと切り返してきて、こちらの右後ろに衝しよう突とつした。車体の尻しりがけっ飛ばされ、一気にバランスを失う。


　かなめが裏返った悲ひ鳴めいをあげていた。


　宗介は冷静にカウンターをあてて、なんとか回復を試みる。無む理りだった。正面にのろのろ運転のトラック。避けきれない。


　巨大なハンマーで殴なぐられたようなショックとともに、今度こそ車体が完全にコントロールを失った。外の景色──朝の都道が激げき流りゆうとなって回転し、いつのまにか天地さえもが入れ替かわっていた。


　さかさまでアスファルトに叩きつけられ、こすりつけられた天てん井じようが、異い様ような悲鳴をあげる。そのまま車は交差点まで滑り続け、やがてその中央で止まった。


「……っ」


　頭が、肩が、ずきずきと痛んだ。金属の焼けた異いし臭ゆうが鼻び腔こうをつんと刺さす。


「千鳥？」


　かなめは答えない。


「千鳥!?」


　ゆがんだ運転席のドアは開かなかった。目に付いた装備をかき集めてから、窓から這はい出す。追跡車も横転して、六〇メートルばかり後方で水すい蒸じよう気きを吹き出していた。その向こうには、自分がぶつかったトラック。


「お、おい……きみ、大丈夫か？」


　すぐそばに停まった車の運転手が、心配そうな顔でこちらに近づいてくる。傷だらけ、血まみれの宗介が手にしたサブマシンガンと、車体を覆おおう無数の弾だん痕こんに気づいて、サラリーマン風の相手はぎょっとした。


「どけ」


　その男をおしのけ、サブマシンガンを両手で構かまえる。追跡車から這い出してきた遠くの敵めがけて、立て続けに三連れん射しや。敵は倒れ、動かなくなる。


「ひっ……!?」


　男が腰を抜かし、遠巻きに様子を見ていた野や次じ馬うまたちが悲鳴をあげて逃げまどう。自分の凶きよう行こうで起きた混こん乱らんに構いもせず、宗介は跪ひざまずいて後部座席をのぞき込んだ。かなめは逆さかさまになった天井の上で、ぐったりと横たわっていた。見た限りでは、目立った外傷はない。


「ちど──」


　もう一度『千鳥』と叫ぼうとしたが、後ろの男に聞かれるのでやめた。そうすることで、まだ彼女が普通の生活に戻れる可能性が残るのではないか──そんな空むなしい考えが脳のう裏りをよぎった。


　割われた窓から上半身をつっこみ、かなめの体を引きずり出す。


「しっかりしろ」


「これで何回目かしら……」


　彼女は朦もう朧ろうとした声をもらした。


「あんたの運転する車には……もう二度と乗らない……」


「悪いが、身を守るためなら何度でも乗ってもらう」


　遠くでタイヤの悲鳴。さらに二台のライトバンが、事故現場へと近づきつつあった。


「立てるか」


「なんとか……」


「走れるか」


「そうするしかないんでしょ？」


「肯こう定ていだ」


　かなめの鞄かばんを肩にかけると、宗介は彼女の腕うでをつかんで走り出した。ほっそりした脚あしをもつれさせそうになりながら、かなめはふらふらと後に続く。


　路ろ地じに入って西へと向かう。車はこれでなんとかしのげるが──敵の包ほう囲い網もうが心配だった。なんとか、一秒でも早く西へ急がなければならない。あとすこし走れば、大きな自然公園がある。そこならヘリが着陸できるだろう。


　宗介は走りながら通信機を操そう作さし、サントス中尉に連れん絡らくをとろうとした。


「ウルズ７よりゲーボ９へ、聞こえるか」


『こちらゲーボ９。聞き取れない。現在位置を報ほう告こくせよ。繰くり返す、現在位置を──』


「ＬＺを変へん更こうする。三キロ西の公園で拾ひろってくれ。繰り返す、三キロ西の──」


　強いノイズとビープ音。そして沈黙。


　だめだった。


　破片か跳ちよう弾だんか衝撃か──なにが原げん因いんかはわからなかったが、通信機はそれ以上まともに作動しなかった。文字化けした意味不明の記号が、画面を埋うめ尽つくすばかりだ。


「くそっ」


　通信機を放り捨てる。暗号データの保安など、構っていられる時ではなかった。


　住宅街の中の細い市道に出て、さらに走る。どこかで犬が吠ほえていた。角で出くわした近所の主婦が、悲鳴をあげてゴミ袋ぶくろを落とす。


「待って……足首が……」


　かなめがよろめく。懇こん願がんするような声だった。


「だめだ」


「痛いたいの」


「我が慢まんしろ」


　乱らん暴ぼうに彼女の手首を引きながら、宗介は背後に銃を向けた。民家の塀へいを音もなく乗り越こえ、〈アラストル〉が一体、姿を見せる。


　頭部を狙ねらって射撃。敵は両腕をクロスさせ、センサー部分を護まもった。その隙すきに手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、口で安全ピンを抜く。アンダースローで放り投げつつ、きびすを返してかなめの腕を引く。手近な電柱の蔭かげへ。手榴弾が〈アラストル〉の足あし下もとに転がり、爆発した。


　乾かわいた爆音と衝撃波。飛び散ちった手榴弾の破は砕さい片へんが、電柱やブロック塀に当たってはね回る。


「っ……」


　煙けむりが路ろ上じようにたちこめた。敵がどうなったか確かく認にんする間もない。宗介はすぐに走り出す。どうせ効きいたとしても、足止め程てい度どだ。


「あ……あああ───！　わあああ──！」


　路上で中学生くらいの少年が倒たおれて、右足を押さえ、泣き叫んでいた。通学路を歩いていたところで、遠くから飛んできた爆発の破片を受けたのだろう。気の毒だが、構っている暇ひまはない。宗介はかなめの手を引き、両手を真っ赤に染そめた少年の脇わきを駆かけ抜ける。


「なんてことを……!!」


　かなめの声はこわばっていた。


「巻まき込んだのよ!?　わかってるの!?」


「ではあのまま死ねば良かったのか!?」


「そっ──」


「考えるな、走れ！」


　青ざめ、戦せん慄りつする彼女に構いもせず、宗介はなおも道を急いだ。


　敵の包囲網は完成しつつある。どの方角から襲われてもおかしくない。敵も馬鹿ではない。次に来られたらおしまいだろう。唯ゆい一いつの逃げ道は西だけだ。そしてそのトンネルの出口さえも、いまや徐じよ々じよに閉とじていこうとしている。


　遠くから救急車のサイレンが聞こえた。住宅街を抜けて、道路を横切る。


　つつじの植え込みを乗り越こえて、自然公園に入った。冬の桜さくらの木々が、寒空の下に裸はだかの枝えだをのばしている。


　上空から、ヘリのローター音が聞こえる。


　味方のヘリだ。サントス中尉の〈ペイブ・メア〉。天使のはばたきにも似た、妙たえなる調べ。どうやってか、こちらの動きを摑つかんでくれたらしい。


「いいぞ……」


　先ほど手榴弾を見み舞まってやった〈アラストル〉が、ぎこちない動作でなおも追ってきた。左後方──七時の方向からは、ライフルを手にした人間の追っ手。


「もう無理。走れない」


「味方が来ている。がんばれ」


　ふらつくかなめに肩を貸し、宗介は逃げながら応戦する。敵が発砲。銃弾が二人の周囲で踊りまわり、そばの樹きの幹みきが木片を飛び散らせる。


　怪我の痛みと彼女の重み。


　はげしい動どう悸きと息づかい。


　視界がゆっくりと流れていく。


　不思議な既き視し感かんをおぼえた。肩を貸かす相手は違ったが、こんな状じよう況きようは前にも何度か経験している。どこかのジャングルで。遠く離れた絶ぜつ望ぼうの廃はい墟きよで。


　だが周囲にあるのは、この九か月で見知ってきた、当たり前の東京だ。


　いや、違う。


　ここはもう彼の世界だった。すなわち戦場だ。


　並木道を横切る。木々の切れ目から、寒々とした広場が見えた。


　広場の中央めがけて、発はつ煙えん弾だんを放り投げる。味方にこちらの位置を知らせる必要があった。発煙弾が黄色い煙を盛せい大だいに吐はき出した。すぐさま身を翻ひるがえし、大木を盾たてにして応おう射しやを続ける。


　至近距離に着弾。右からだ。


　かなめを引き倒し、撃ち返す。敵が倒れる。腹を押さえて、泣き叫ぶ。頭に撃ち込んでとどめを刺さす。間かん髪はついれず、別方向の敵へと発砲。血まみれの手で弾だん倉そうを交こう換かんする。


　背後の上空一〇〇メートルのあたりで、青白い電光がほとばしった。ＥＣＳを解かい除じよしたヘリ──〈ミスリル〉のＭＨ─67〈ペイブ・メア〉が姿を現し、重たげに旋せん回かいする。


　ヘリが右う舷げんを敵側に向けた。機体に設せつ置ちされた回転式の機銃が、追っ手めがけて発射される。〈ミニガン〉と呼ばれる武器だ。分速六〇〇〇発──つまり一秒に一〇〇発のライフル弾が、敵めがけて降り注ぐ。


「いいぞ」


　確かにそれは、頼たのもしい援えん軍ぐんだった。


　上空からのすさまじい支し援えん射撃で、〈アラストル〉がずたずたに引き裂さかれた。人間の歩兵たちも、何人かがその弾だん幕まくを浴あびて血ち煙けむりと化す。装備ごとばらばらになった人ヽ間ヽのヽ破ヽ片ヽが、朝の自然公園に舞まい落ちていく。


「っ……」


　かなめが凄せい惨さんなその光景からを目をそらし、悪あく夢むを振り払うように首を振った。その顔は青ざめ、痛ましいほどに震えていた。


　外部スピーカーからサントスの声。


『北側へ回り込め！　後部から収しゆう容ようする！』


〈ペイブ・メア〉が発煙弾の位置へと降下してくる。


　ローターからの強風が、公園の草木をはげしく揺らす。渦うずを巻き、螺ら旋せん状じように広がるスモーク。その間も、味方の機き銃じゆうは弾丸の雨を吐き出し続けていた。


「立つんだ」


　かなめの腕を引く。


　そのとき、視界の片かた隅すみでオレンジ色の光が走った。敵の撃った大口径の携けい行こうミサイルだと、すぐに分かった。


　こちらへではない。


　ミサイルはまっすぐに降下中のヘリへと飛ひ翔しようし、その機首の真ん中に命中した。


　爆発。


　全身に叩きつけるような衝撃。


　青白い閃せん光こうと真っ赤な炎。


　上空三〇メートルに滞たい空くうしていた〈ペイブ・メア〉は、たちまちバランスを崩くずして、尻しりから大地へと激突した。


　尾び部ぶがつぶれる。機体が折れる。ローターが弾け、巨大で鋭えい利りな包ほう丁ちようとなって、でたらめな方向へと吹き飛んでいった。一つは地面に突き刺さり、一つはかなたへ飛んでいき、一つは近くの低木を真っ二つに切断し──


「……っ！」


　ジェット燃ねん料りように火がついて、荒あれ狂くるう炎がヘリを包んだ。燃え上がる大小の部品が煙の尾おを曳ひき、あたり一面へとまき散らされる。


　あっけなさすぎる。


　だが受け入れなければならなかった。


　サントスたちは即そく死しだ。


　ゲーボ９の搭とう乗じよう員いんたち──彼らと交かわしたなにげない会話。彼らの自信に満ちた笑顔が脳のう裏りをよぎる。クルーの一人が大事にしていた家族の写真。サントスがテッサをからかったパーティの一場面。


　それらすべてが一いつ瞬しゆんで。


　たったあの一撃で──


「ああ……」


　絶ぜつ望ぼう的てきなかなめの声。だが宗介はその光景を呆ぼう然ぜんと見ているゆとりさえなかった。ミサイルの射しや手しゆがランチャーを肩に、あわただしく茂しげみの向こうを移い動どうしようとしている。


　正確に照しよう準じゆん。発砲。射殺。


　次はどこだ。


　次の敵は。


　燃えさかるヘリの残ざん骸がいを背にして、宗介はなおもサブマシンガンを撃ち続けた。


「やだ。もうやだよ──」


「伏せていろ！」


「いやあぁっ!!」


　半はん狂きよう乱らんで泣き叫ぶかなめを無む理り矢や理りねじ伏せ、宗介は敵を撃つ。


　残弾はわずかだ。


　手榴弾もない。味方の救助も。


　走って逃げられる場所も、もう残されてはいなかった。


　ゲームセットだ。


　いや──


《ファイルＸ１─01の特別指し令れいに基もとづき、緊きん急きゆう避ひ難なんモードを起き動どう。外部音声の使用を強制実行しています》


　どこからともなく声が響き渡った。いや、背はい後ごで燃え上がる残骸からだ。低く、落ち着いた男の合成音声。


《本機はシリアルＣ─002号機。ＡＲＸ─７。コード名〈アーバレスト〉。半径一〇〇メートル以内に本機所しよ属ぞく部隊の将しよう兵へいがいれば、口頭にて応答を願います》


「アル、生きているか？」


《チェック。サガラ・ソウスケ軍曹と確認。肯こう定ていです、ウルズ７》


〈ペイブ・メア〉の貨物室に搭とう載さいされていたアーム・スレイブ──〈アーバレスト〉がまだ生きている。


《本機は実用耐たい熱ねつ限げん界かいを超こえる高温にさらされています。待たい避ひの許きよ可かを》


「許可する。いますぐここに来い」


《了ラジ解ヤー》


　醜みにくくつぶれた貨物室の残骸が、内側から弾はじけ飛ぶ。


　どす黒いシルエット。


　赤熱した金属と炎をかきわけ、全高八メートルの巨人が姿を現した。





　さいわい核ではなかった。


　だが、照準はひどく正確だった。


　敵ミサイルの飛ひ来らいは第三波まで続き、おそらく合計で一八発の五〇〇ポンド爆薬が降り注いだ。対空レーダー・システム。通信システム。迎撃ミサイル・システム。滑走路と観測所といくつかの弾薬庫。それら施設が破壊され、地下にも無視できない被害が及およんでいた。消火作業は始まったばかりだったが、それがいつ終わるのか──それ以上に、消火をすることに意味があるのか──それ自体が判はん然ぜんとしていなかった。


　ほとんど使い物にならなくなったスクリーンのデータをむっつりと眺ながめ、テッサは言った。


「人的被ひ害がいは？」


「軽傷二八名、重傷一一名──」


　すこし間を置いてから、警戒中隊の士官が言った。


「──死者五名です。第二観測所の連中が逃げ遅おくれました」


「そう」


　明日の天気でも聞いたような声でうなずく。死んだ人々の顔と名前は覚えていた。好きな音楽のジャンルも。


「艦かん長ちよう──」


「問題はこれからよ」


　慰なぐさめの言葉をかけようとしたマデューカスを、彼女は軽く片手で制した。自分でも意外なことに、指先の震えはわずかなものだった。


「敵の爆撃はまだ来ます。おそらく、上陸部隊も。今度は航空機を使って……。航空管制。滑走路の状況は？」


「手ひどくやられました」


　航空管制の担当士官が基地のダメージをスクリーン上に表示させた。


「エレベーターもドームもです。基地の航空機が離り陸りく可能になるまで、六時間以上がかかるでしょう」


「それでは間に合わないわ」


　すでに基地の対空能力はほとんど失われている。メリダ島に接近する敵航空機を迎撃するためには、最新鋭の先進型中距離ミサイルを装備した〈スーパー・ハリアー〉を出しゆつ撃げきさせる必要があるのだ。


　だが、そうした航空機を地下格かく納のう庫こから地上へと運ぶ巨大なエレベーターそのものが破は壊かいされてしまった。残骸の撤てつ去きよだけでも、本来は一日以上かかることだろう。管制官の見積もった時間は、ＡＳの助じよ力りよくがあればこそ、だ。


「ゲーボ５から連絡です。大型の航空機が一〇機、区く域いきＦ８から接近中。輸ゆ送そう機き、ないしは爆撃機です」


　基地のレーダーが破壊されたいま、先ほど離陸させたヘリ部隊のレーダーだけが頼りだった。


「本気みたいね……」


「そのようですな」


　マデューカスが同意した。


　敵は本気でこの島を占せん拠きよする気だ。


　迎むかえ撃うつべきだろうか？　それとも、尻をまくって逃げ出すべきか？……いや、いずれにしても選せん択たく肢しはない。テッサはそれをよく知っていた。


〈デ・ダナン〉は整せい備び中ちゆうだ。きのうから作業を急がせてはいるが、やはりあと数時間は稼か動どう状態にならない。つまり今後数時間の間、テッサたちは島から脱出する手段そのものが封ふうじられているのだ。空も、海も。


　見み事ごとな奇き襲しゆう──そう認みとめざるをえなかった。通つう信しん網もうとレーダー網の混こん乱らんに乗じて、まずこちらの目と足を奪うばう。あとは好き放題に殴なぐられっぱなしだ。


　しかし、敵の思い通りにさせるほど、こちらもお人ひと好よしではない。どうしてもやりたいなら、付き合ってやろうじゃないか。せいぜい痛い思いをさせてあげよう──


「カリーニン少佐。すべてのＡＳをホットにしてください。訓練用のＭ６も含ふくめてすべてＡ装備よ。北岸に六機を配はい置ち」


「はい」


「大佐殿。哨しよう戒かい中のゲーボ３から警告です……！」


　緊きん張ちようした声で、士官の一人が言った。


「区域Ｇ２。接近中の……水上艦？　はっきりとはしませんが、海からなにかが近づいています。赤外線探知で三機」


「報告は明めい瞭りようにしなさい。なにが来てるの？」


「すみません。該がい当とうするカテゴリーがないので……ゲーボ３も説明しかねるようです。いえ、待ってください、映像が来ました。スクリーンに回します」


「急いで」


　司令センターの地図画面が最小化して、代わりにゲーボ３の光学センサーがとらえた映像が表示された。


　超ちよう望遠。リアルタイムの映像だ。


　問題の区域Ｇ２は、メリダ島の北西、三〇マイルの海域になる。数十年前に海面下に沈しずんだ珊さん瑚ご礁しようがあり、深度はごく浅い。そのオーシャングリーンの海を突っ切り、三つの『なにか』が南東を目指していた。


　一瞬、三人の太った男が、腰こしまで海水に浸つかったまま、粛しゆく々しゆくと波をかき分けているように見えた。なにか、物もの干ほし竿ざおのようなものを両手で抱かかえながら。


　だがそうではなかった。


　大きいのだ。とてつもなく大きい。そしてその『三人』は、無ぶ骨こつな青い鎧よろいを身にまとっている。古くさい板ばん金きん鎧よろいを着込んだような逆三角形。ガス貯ちよ蔵ぞうタンクにも匹ひつ敵てきするような、巨大な肩けん部ぶ。


「ベヘモス……!?」


　あの巨大ＡＳ──〈ベヘモス〉だった。半年前、有明で暴れたあの〈ベヘモス〉。それがまとめて三体出しゆつ現げんし、メリダ島に向かっている。


　物干し竿のように見えたのは、巨大なライフル──大砲だった。どんな要よう塞さいでも、一撃で破壊してしまいそうな、超大口径の大砲。


　ゆっくりと動いているようには見えたが、スケールが違う。その速度はおそらく三〇ノット以上だろう。つまり、あと一時間でこの基地に迫る。


　三機の〈ベヘモス〉。


　ラムダ・ドライバを搭載し、あらゆる敵弾を跳ね返す超兵器。対抗できるのは〈アーバレスト〉だけだ。


　その敵が、この基地に近づいている──





〈アーバレスト〉に乗り込んだ宗介は、かなめを抱かかえて自然公園を脱出した。


　第三世代型ＡＳの力ならば、二度三度の跳ちよう躍やくで済むことだ。墜つい落らくした〈ペイブ・メア〉の残骸は、放ほう置ちするしかなかった。


　デジタル・マップを呼び出す。


　通つう勤きん時間帯のいまは、南北の幹かん線せん道路がひどく混こん雑ざつしている。宗介はその渋じゆう滞たいを盾にして、機体を北へと急がせた。適てき度どなところでＥＣＳを使う。不ふ可か視しモードが作動し、敵の追跡をさらに困こん難なんなものとした。その姿を見るたびに度ど肝ぎもを抜かれていた一いつ般ぱん人じんも、こうなると間ま近ぢかの駆く動どう音おんやイオン臭しゆうに怪け訝げん顔がおをするだけだ。


　それでも町は大混乱だった。


　パトカーのサイレンが鳴り響き、上空を警けい視し庁ちようのヘリが旋回している。


　三み鷹たかを経けい由ゆし、吉きち祥じよう寺じへ。道路は車で埋うめ尽つくされていたので、ビルの屋上から屋上へと移動する。ＪＲの線路を飛び越こえ、〈アーバレスト〉はテナントビルの屋上に着地した。機体は透とう明めい化かさせたままだ。


　かなめを屋上におろし、ハッチを開放する。


「モード４で警戒待機。まちがってもアクティブ・センサは使うなよ」


《教育メッセージ。『まちがっても』の語ご義ぎを教えてください》


「っ……」


　怒ど鳴なりつけようとした宗介の気配を、まるで正確に察さつしたように、〈アーバレスト〉の人工知能──〈アル〉が告げる。


《冗じよう談だんです。緊張はほぐれましたか？》


「きょうは借りだらけだからな。大目に見ておいてやる」


《感謝します、軍曹殿》


　宗介はコックピットから滑り出すと、腕を伝い降りてかなめに駆けよる。大気がちりちりとしていた。〈アーバレスト〉が依い然ぜん、ＥＣＳを作動させているためだ。不可視化のフィールドの中にいる限り、その対象は外から姿が見えなくなる。機体の手の中でぐったりとしている彼女も、だ。


　憔しよう悴すいしきった様子でかなめが言った。


「もう……休めるの？」


「ああ。ひとまずだが」


「そう……」


「落ち着いたか？」


「表面上はね」


　暗い声。ため息をつく。


　痛む足首をさすってから、彼女は〈アーバレスト〉の指に手を置いた。


「ピンチのときに、いつも来るよね、これ」


《それは本機のスペックを評ひよう価かする言葉でしょうか、ミズ・チドリ》


　アルの言葉に、かなめはぎこちない笑みを浮かべた。


「どうだろ。それより……」


　彼女は口ごもった。


「あのヘリ、サントスさんのでしょ？」


　かなめもサントスのことは知っている。去年の秋頃から、何度か顔を合わせていた。


「そうだ」


「やっぱり……だめなのかな」


「ああ。残念だが……」


　かなめの拳こぶしに力がこもった。


「あたしを助けに来て、死んじゃったんだよね……」


「それはちがう。任にん務むだ」


「でも、そういうことでしょ？」


「…………」


「たくさん巻き添ぞえにして……」


　両腕を抱いてうつむく。


「あたし、なんにもしてないのに……。ごめん……。でもね、もう……強がるの、無理っぽいんだよ……」


　声が震えていた。肩もだ。


「千鳥……」


「こわいの。自分のことも。あいつらのことも。それに……やっぱりごめん」


　前髪に隠れた彼女の頰ほおから、ぼたぼたと涙なみだの粒つぶが落ちた。


「あなたのこともこわいの」


「…………」


「もう、なにがなんだかわかんない。好きなんだけど、こわいの。好きで好きでたまらないんだけど、こわいの。もう、パニクっちゃって、どうしようもないよ……」


　こんな弱気な彼女の言葉は、初めて聞いた。


　だが、当たり前のことなのだ。


　彼女がどれだけ強気を見せていたところで。どれだけお姉さん顔をしたところで。どれだけ『なんでも来なさいってのよ』と構えていたところで。


　けっきょく、一七歳さいの少女なのだ。


　荒れ狂う暴力を前にして、どこまでも平へい然ぜんとしていられる──そんな人間の方が、異い常じようなのだ。


　そのとき、かなめの上着のポケットから、電子音がした。ＰＨＳの呼び出し音だ。メールの受信だった。


「……？」


　うつむいたまま、彼女はＰＨＳを取り出した。受信することで現げん在ざい地ちを察知される危険があることは、あえて考えなかった。


　メールを読んでいたかなめが、打ちのめされたようなうめき声をあげる。


「やだ……いやだよ……っ！」


「どうした」


「キョーコが……みんなが……！」


　かなめからＰＨＳを取り上げる。メールには写真画像が添てん付ぷされていた。


　場所は屋上。陣じん代だい高校の屋上。


　猿さるぐつわをかまされた女子生徒──クラスメートの常とき盤わ恭きよう子こが、後ろ手に縛しばられていた。胴どう体たいにはブロック状のＣ４爆薬が、山ほど巻き付けてある。恭子の顔は真っ青だった。自分の身になにが起きているのか、まったく理り解かいできないでいる様子だ。


　メールの文面はこうだった。


『同様の爆薬が校内の各所に仕し掛かけてある。友人を助けたければ、ＡＳを放ほう棄きし学校まで来い。従したがわぬ場合は起き爆ばくを実行する』









　　３：損そん害がい制せい御ぎよ










　クルツ・ウェーバー軍ぐん曹そうは、メリダ島基き地ちの中央を走る『０号通路』での消火作業を手伝っていた。


　朝のジョギング中に空くう襲しゆうを受けたものだから、スウェット・スーツ姿すがたのままだ。各所に備そなえ付けてある酸さん素そマスクをつけて、手ちよ斧うなをふるって障しよう害がい物ぶつを除じよ去きよし、負ふ傷しよう者しやを鉄てつ骨こつの下から引っ張ぱり出す。消火班がぶちまけた大量の海水を頭からかぶって、全身びしょぬれのべとべとだった。


　はげしい怒ど号ごうと叱しつ咤たが飛び交かう。照しよう明めいが切れたせいで通路は薄うす暗ぐらかった。もうもうとたちこめた水すい蒸じよう気き。天てん井じようから降ふり注そそぐ豪ごう雨うのような水すい滴てき。五メートル先もろくに見えない状じよう態たいだ。


　負傷者をかついで安全な場所までくると、衛えい生せい兵へいが待ち受けていた。


「右腕うでに二度の火やけ傷ど！　炎は吸すってない、意い識しきはある！　右足首が痛いと言ってた！」


「助かります、軍曹！」


　負傷者が担たん架かで運ばれていった。


　マスクを取る。むっとくるような大気を吸って、クルツは数回、せきこんだ。


「……ったく。朝の目覚ましにしちゃあ、派は手ですぎるぜ」


　基地内用の携けい帯たい電話を使ってみる。ありがたいことに、回線はまだ生きていた。ＳＲＴ指し揮き官かんのクルーゾーにかけると通話中。副官のメリッサ・マオ少しよう尉いを呼び出すと、今度はつながった。


『無ぶ事じね？』


「ああ」


『敵の〈ベヘモス〉が三機きてるわ。第三格かく納のう庫こ。ＡＳＡＰ』


「了りよう解かい」


　簡かん潔けつ明めい瞭りようなそのやりとりだけで電話は切れた。部隊の主力ＡＳ、Ｍ９〈ガーンズバック〉がある第三格納庫へ、『可アズ及・ス的ーン・速アズや・ポシかブル』に集合。お互たがいプロだ。安あん否ぴを気き遣づかいあったり、無ぶ事じを喜び合ったりする必要などない。細かい状況説明もあとだ。


　しかし──


「〈ベヘモス〉だって？」


　あの巨大ＡＳが？　三機？


　いったい、どうやって迎むかえ撃うつってんだ？


　あのデカブツには、ミサイルも七六ミリ砲も通用しなかったんだぞ？


　半年前の東京、有あり明あけでの戦いがクルツの脳のう裏りをよぎる。あの〈ベヘモス〉を前にして、自じ衛えい隊たいのＡＳ部隊はなすすべもなかった。対たい抗こうできたのは、宗介のＡＳ──あの『ラムダ・ドライバ』を搭とう載さいした〈アーバレスト〉がいたからだ。それでさえ、散さん々ざんな苦戦を強しいられた。


　そしていま、〈アーバレスト〉と宗そう介すけはこの場にいない。


　第三格納庫に駆かけつけると、すでにその場は戦せん闘とう前の準備で大おお騒さわぎになっていた。


「三号機の換かん装そうは済んだか!?」


「まだです！」


「済み次し第だい、整体を実行しろ！　手て順じゆんＣまでは省しよう略りやくして構かまわん！」


「了解！」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　そこっ！　四〇ミリ弾だんは向こうに運べ！」


「え？　ですが──」


「あー、くそっ、聞いてなかったのか!?　ＧＥＣは全部二番スポットで装そう弾だんだっ!!」


　整備中隊長のサックス中尉が、部下に向かって怒ど鳴なり散ちらす。空襲の損そん害がいを免まぬかれた格納庫でも、照明は非ひ常じよう灯とうに切り替わっていた。ぼんやりと赤い光の中で、電でん源げんケーブルをつないだままのＭ９〈ガーンズバック〉が、低い駆く動どう音おんをたてている。


「悪い！　遅くなった！」


　格納庫の片かた隅すみにＡＳ操そう縦じゆう兵へいたちが集まっていた。旧きゆう型がたのＭ６の操縦者を含めて、総計で一八名。インクの糟かすがこびりついたホワイトボードの前だ。


　クルツと同じく、だれもが着の身着のままだった。メリッサ・マオも同様で、将校用の制服──テッサと同じカーキ色のスカートに、ブラウスをつっかけただけの姿で難むずかしい顔をしていた。見み慣なれた野戦服姿ではない。おそらく書類仕事の出しゆつ勤きん前まえだったのだろう。少尉に任にん官かんしてから、彼女はテッサと同じ女性将校用の制服を着ることが多くなっていた。


「来たな!?　傾けい注ちゆう！」


　お世せ辞じにも立りつ派ぱとはいえない格かつ好こうのまま、マオが叫ぶ。そしてこちらは徹てつ夜やだったのだろう、すこしくたびれた野戦服姿のクルーゾー大尉が、薄うす汚よごれたホワイトボードの前に出た。


「『おそらく』と断ことわっても無意味だろう」


　アフリカ系けいカナダ人の大尉は言った。


「例の〈アマルガム〉が総そう攻こう撃げきをしかけてきた。予想以上の戦力だ。〈ベヘモス〉が三機。区く域いきＧ２から接せつ近きんしている。四〇分後にこの基地は射しや程てい内に入る」


　クルツはかろうじて舌した打うちをこらえた。


　たった四〇分。ほとんど余よ裕ゆうなどないではないか。そんな近距きよ離りにくるまで、どうして敵を見逃してしまったのか？


「周しゆう知ちの通り、この〈ベヘモス〉は対ＡＳ用のガンボートとして設せつ計けいされたものと考えられている。この三機の主しゆ要よう目標は、われわれ最後の主要戦力──すなわち、ＡＳだろう。近接Ｃ航空Ａ支援Ｓさえ困こん難なんな状況だが、迎げい撃げきを行う」


「おいおい、待ってくれよ」


　クルツは挙きよ手しゆして言った。


「その『巨人』は例の〈ラムダ・ドライバ〉を搭載してるんだろう？　そんな機体を、しかも三機も迎え撃つって──そりゃ、無む理りだぜ」


「それでも迎え撃たなければならない」


　クルーゾーは静かに言った。


「この基地はかなりの規き模ぼの爆撃にも耐たえられるように設計されているが、それにも限げん界かいがある。〈ベヘモス〉三機に上陸されれば、いずれドックで整備中の〈デ・ダナン〉も破は壊かいされるだろう」


「でもよ──」


「唯ゆい一いつの脱出手段だぞ」


「…………」


「ここは絶ぜつ海かいの孤こ島とうだ。救きゆう援えんなどないし、敵もわざわざ捕ほ虜りよを取ろうとは思わないだろう。〈デ・ダナン〉が失われれば、戦隊の人間すべてがこの穴あな蔵ぐらで心中するしかなくなる。あの〈ベヘモス〉を倒すほかに生き延のびる方法はない」


　重苦しい沈ちん黙もくがその場を包つつみ込んだ。


　この場にいるＡＳ操縦兵たちは、すでに有明での〈ベヘモス〉との戦闘報告を聞いている。宗介やクルツ、テッサが書いた詳しよう細さいなレポートも読んでいる。


　まず勝ち目がない。だれもがそれをよく分かっていた。クルーゾーもマオもだ。


「じゃあ、こういうのはどうだ？」


　その沈黙を破やぶって、ＳＲＴのスペック伍ご長ちようが言った。二〇代半ばのアメリカ人で、海軍特とく殊しゆ部隊の出身だ。


「こんな無む茶ちやな負け戦いくさに付き合うのなんて、やめてよ。これからテキトーなライフル持って司し令れいセンターに行こうぜ」


　その言葉だけでスペックのいわんとするところが分かったのだろう──マオが押し殺した声をもらした。


「やめなさい、スペック」


　無む視しして彼は話を続けた。


「テッサと〈デ・ダナン〉を無傷で差し出すって条じよう件けんなら、敵も乗ってくるだろうな。やつらだって兵法のイロハくらい知ってるだろ。逃げ場をなくした敗はい軍ぐんの抵てい抗こうってのは……そりゃもう、すげえもんだ。相当の損そん害がいを覚かく悟ごしなきゃならない。ビジネスライクな話し合いで済むなら、向こうも喜ぶと思うぜ」


「それ以上ざれごとを口にしてみろ。敵てき前ぜん逃とう亡ぼうと反はん逆ぎやく罪ざいを適てき用ようするぞ」


　クルーゾーが言った。


「雇やとわれ兵になに言ってるんだ？　作戦本部が吹き飛んじまったんだぜ？　俺らのギャラを、あんたが払はらってくれるっていうのか？　え、大尉さんよ」


「貴き様さま……」


「部隊の仲間のために喜んで死ねってか？　ハリウッドのバカな戦争映画じゃねえんだぞ？　そういう単たん細さい胞ぼうのヒーロー気取りが一番始し末まつに負えねえ。言っとくが、俺は犬死にはごめんだぜ」


　彼の声はすでに殺さつ気きだっていた。


　すこしでも生き延びる可か能のう性せいがあるなら、スペックもこんなことは言わないだろう。これまではそうだった。


　だが、今回は違う。


　あまりにも分ぶが悪すぎる。スペックも決して悪い男ではない。テッサのことは好きだろうし、出来る限り力になりたいとも、前にパブで酔よっぱらって口にしていた。だが、無む条じよう件けんで死んでいいとまでは思っていないだろう。スペック以外の何人かも、同様の考えに流されようとしていた。


　空気が張はりつめ、緊きん張ちようが走る。


　そこで新たな声が割わって入った。


「わたしを売る。なかなかの名めい案あんですね」


　テッサだった。自動小銃を肩にかけたＰＲＴの兵士を二名従したがえ、格かく納のう庫この入り口から歩いてくる。


「大佐殿……」


「そういう話も出ているだろうと思って、様よう子すを見にきました」


「聞いてたのかい」


　スペックが憮ぶ然ぜんとしてつぶやく。


「ええ。途と中ちゆうからですけど」


「悪く思わないでくれよ。こっちも商売だからな」


「そうですね」


　テッサはうなずくと、傍らの兵士に向かって、こう言った。


「拳けん銃じゆうを貸してください」


　兵士は一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、腰のホルスターからスイス製の自動拳銃を抜いてテッサに手渡した。


「ありがとう」


　彼女は銃のセイフティを外し、ハンマーを引き上げた。ゆっくりとした、確かく実じつな操そう作さだった。


　落ち着いてたたずむ少女と、黒光りする一丁の拳銃。銃口は床ゆかに向けたままだったが、それだけでもその場の一同を緊張させるのに充分だった。


「スペックさんの考えに傾かたむいてる人もいると思います。ですが、許ゆるしません。反逆を企くわだてる者は、わたしがこの場で射しや殺さつします」


　テッサは機き械かい的てきな微び笑しようを浮うかべてそう言った。スペックはすこしの間ぽかんとしていたが、やがて小さなため息をついて肩をすくめた。


「おいおい、無理するなよ。あんたはいい子だと思うが──」


　その場に銃声が響いた。


　テッサが無む造ぞう作さに、スペックの足あし下もとに一発撃うち込んだのだ。コンクリートを削けずった跳ちよう弾だんが、ずっと背後の壁かべに食い込んで、小さな埃ほこりを立てた。


「態たい度どをわきまえなさい、伍ヽ長ヽ」


　さすがに肝きもを潰つぶしたスペックをまっすぐに見み据すえて、テッサは言った。


「もしかして、わたしがわざわざここまで足を運んで、涙ながらに協力を訴うつたえるとでも思っていましたか？　けなげな善ぜん意いを期待して、同情混まじりの忠ちゆう誠せいを請こうとでも思っていたのかしら？」


「っ……」


「ここにいる以上は、あなたも『戦士の回かい廊ろう』を歩む者でしょう。自分の意い志しでこの窮きゆう地ちにやってきた。ちがいますか？」


「いや……」


「わたしを名ばかりのお姫ひめさまだとでも思っていたの？」


「…………」


「言ってみなさい。わたしがだれか。その役やく職しよくと階かい級きゆうを」


　いつも通りの柔やわらかい口調だった。決して相手を脅おどすようなものではない。だがそれだけに、彼女の静かな言葉は異い様ような迫はく力りよくを帯おびていた。


　スペックはしばらく沈黙したあと、つばを呑のみ込み、口を開いた。


「……テレサ……テスタロッサ大佐。〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊の総そう司し令れい官かんです」


「よろしい。では、さきほどの発言を撤てつ回かいして謝しや罪ざいしなさい。いますぐ」


「……撤回します。冗じよう談だんが過ぎたようです。申もうし訳わけありませんでした」


「けっこう」


　テッサは拳銃のハンマーをおろしてから、護ご衛えいの兵士に押しつけた。


「あいにくですけど、敵は〈ミスリル〉の存在そのものを地上から抹まつ殺さつするつもりです。わたしたちが合ごう理り的てきなつもりの交こう渉しようを持ちかけても、効こう果かはないでしょうね」


「…………」


「スペック伍ご長ちよう。隊はあなたの技ぎ能のうを必要としています。反逆を煽せん動どうした罪つみは、みんなが生き残ったら帳ちよう消けしにしてあげましょう」


　戦隊長はきびすを返し、その場を立ち去ろうとした。パンプスの踵かかとが床ゆかを打つ音だけが、やけに大きく聞こえた。


　スペックがうつむいたまま、絞しぼり出すような声でつぶやく。


「…………生き残る？　どこにそんな望みがあるってんだ……？」


「なければ作る。それだけです」


　テッサが立ち止まった。


「もう一度わたしの報告書を読みなさい。頭を使って、工夫をしなさい。疑ぎ問もんがあるなら、わたしやレミングに助じよ言げんを請こいなさい。そんなこともできない木で偶くの坊ぼうなの？」


「っ……」


「どうも勘かん違ちがいしているようですね。わたしは一度もあなたたちに『死ね』などと命令したことはありません。これまでも。そして──こヽれヽかヽらヽもヽでヽすヽ」


　その瞬間だけ、彼女の声に揺ゆるぎない力がこもった。


　決意。


　何者にも屈くつしない決意。


　彼女だけが諦あきらめていない。なんとしてでも、部隊を生き延びさせようとしている。あの一七歳さいの少女だけが。


　おお、神よ。


　この場にいるベテランの兵士たちでさえ弱気になっているこの時に、そう告げられる彼女の小さな背中が、彼らには何十倍にも大きく見えた。


　全員が直立した。クルーゾーもマオも、スペックも。その他の将しよう兵へいたちも。クルツでさえも、自然な気持ちで同じ姿し勢せいをとることができた。


　彼女は最後に、一度だけ振ふり向いて言った。


「生き延びなさい。命令です」


　彼らは一いつ斉せいに応こたえた。


『イエス、マム!!』


「幸運を」


　彼女は今度こそ心からの微笑を浮かべて、格納庫を出ていった。


　整備作業の喧けん噪そうさえやんでいた。取り残された兵士たちは、まずスペックを見る。


「あー、わかってる」


　彼は不ふ機き嫌げんそうに──だが、どこかすっきりしたように言った。


「悪かったよ、くそっ。イラついてただけだ。でもよ、みんなちょっとは考えただろ？　そんな目で見ねえでくれよ」


　スペックの言葉もまた真実だったのだろう。大半の者が自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。彼らは次にクルーゾーを見た。彼も緊張がほぐれた様よう子すで笑っていた。


「……まったく、やられっぱなしだな。彼女の言うとおりだ。悲ひ愴そうな覚かく悟ごに浸ひたるのはやめて、もうすこし知恵を絞しぼろう。作戦の報ほう酬しゆうは己おのれの命といったところか」


「妥だ当とうなギャラだ」


「ま、なんとかなるかもしれねえし……」


「あー、たまらん。嫁よめさんにしてえ」


　最後のスペックの一言に、クルーゾーは肩をすくめた。


「残念だったな。彼女へのプロポーズは階級順だ」


　今度こそ一同は大声で笑った。


　こういった戦況の時に、いちばん必要なもの。人生の苦難の時に絶ぜつ対たいに失ってはならないもの──ユーモアが戻ってきた。笑いは思考を柔じゆう軟なんにする。人間の視し野やを広げ、創そう造ぞう性せいを刺し激げきする。


　そう。突とつ破ぱ口こうはそこから生まれるのだ。


「さて……では対たい策さく会かい議ぎの続きだ。この中で〈ベヘモス〉と実じつ際さいに戦って、一いつ矢し報むくいた経験のある奴はだれだったかな？」


　クルーゾーに続いて、全員がじっとクルツの顔を見つめた。


「え……？　おれ？」


　彼はきょとんとして自分の鼻先を指さした。





　ＰＨＳを受信したため、位置情報の探たん知ちを避さけて、さらに吉祥寺から荻おぎ窪くぼ付近まで移い動どうした。


　開店前のテナントビルの屋上に着いてから、ふたたび待たい機き状態にさせた機体を降おりる。


　不ふ可か視しモードを使用して、透とう明めいな状態でビルからビルへと跳ちよう躍やくする〈アーバレスト〉の手の中にいても、かなめはずっと無む反はん応のうなままだった。いまもだ。


「千ち鳥どり」


　彼女は答えなかった。


　ＡＳの指に背中を預あずけたまま、力ない目で虚こ空くうを眺ながめている。ロングの髪かみも乱みだれるに任まかせたままだった。


「ショックなのはわかる。だが──」


「わかってたの。本当は」


　ぽつりと彼女は言った。


「これまでの生活が、いつまでも続くわけなんてないって。いつか敵が来て、なにもかもめちゃくちゃになってから、あたしを連れ去ってしまうんだろうな、って」


「千鳥……」


「結けつ論ろんなんて半年以上前に出てたんだよね。あたしはここにいちゃいけなかったんだから。目を背そむけてきた報むくいかな……」


　彼女はうつむき、肩を震ふるわせた。


「あいつの……テッサのお兄さんの言う通りなんだよね。黙だまって付いていくべきだった。あたしが強ごう情じようだったから、たくさん巻まき添ぞえの人が出て。全部あたしのせい。あたしが悪いの」


「それは違う。こうなったのは敵が──」


「きのうあいつに付いていけば、こうはならなかったわけでしょ？　でもあたし『いつもみたいに、どうにかなる。きっと、また何日かで戻もどってこれる』って、そう思ってたの。それでキョーコが……みんなが……」


「まだ彼らは無ぶ事じだ。取り乱すな」


「だって！　助ける方法なんて、どう考えてもないじゃない！」


「そうと決まったわけではない」


　かなめはきっと宗介をにらみ上げた。目が充じゆう血けつしていた。はじめて見るような、恨うらみがましい目つきだった。


「なに言ってるの？　あんたバカじゃない？　学校のみんなが人ひと質じちになってるのよ？　キョーコだけじゃなくて、あちこちに起き爆ばく装そう置ちがしかけてあるって。プロが本気になって擬ぎ装そうした爆薬を発見するのがどれだけ難むずかしいか、あんただって分かるでしょ？」


「〈アーバレスト〉の電子兵装を使って電でん波ぱの発信源を特とく定ていできれば──」


「無む理りよ。あの敵レベルの装そう備びだったら、探知が困こん難なんな方式の通信を使って信号を出すだろうから。もちろん敵は学校の周りを警けい戒かいしてるはずよ。ＡＳが近づくことさえ難しいわ。あのヘリがなぜ落とされたかわからないの？　あのヘリだってＥＣＳを使ってたはずでしょう。敵は超ちよう広こう帯たい域いきレーダーをそなえた誘ゆう導どうミサイルを歩兵携けい行こう用ようのサイズまで小型化してるのよ。広域分子スペクトルセンサや干かん渉しよう逆ぎや探くたんマイク、高感度磁じ気きセンサを持っててもおかしくないでしょ？　仮かりにそのＡＳで爆ばく弾だんの位置を特定できても、無む力りよく化かできると思ってるの？　中を調べることさえ無理ね。核かく磁じ気き共きよう鳴めいに反応する仕し掛かけくらいなら、いくらでも作れるじゃないの。そんな簡かん単たんなこともわからないの？」


　しばしの間、宗介は言葉を失った。


　目の前にいる少女が当然のように口に出した言葉が、半分ほどしか理解できなかったからだ。


「わからないの？」


「そっ……」


「そうなんだ。やっぱり、あヽなヽたヽもヽそヽうヽなヽのヽねヽ」


　かなめは苛いら立だちもあらわに鼻を鳴らし、吐はき捨すてるように言った。


「千鳥……」


　背せ筋すじに冷たいものを感じながら、宗介はなだめるように言った。


「なに、その目は？　あたしの頭がおかしくなったと思ってるの？」


「そうは言ってない。だが君は──」


「ええ、そうよ。あいつの言うとおりなの。イライラするのよ。そういう間ま抜ぬけな顔されると、自分がからかわれてるみたいな気分になるの。どいつもこいつも、どうしてこんな簡単なことが分からないの？　頭悪いんじゃない？」


「千鳥。それは君の知ち能のうが常じよう人じん離ばなれしてきたために感じる錯さつ覚かくにすぎない。他人を見下すな。自分の病気を認みとめるんだ。思い出せ、君はいつも──」


「それよ。心配顔をすることで、自分を心理的な優ゆう位いに立たせる。はっ……そんなおためごかしで主しゆ導どう権けんがとれると思ってるの？　単純ね」


「千鳥……！」


　宗介はかなめの細い手首をつかみ、ぐっと引き寄せた。鍛きたえられた膂りよ力りよくに抗こうすることもできず、彼女はぐらりと彼にしなだれかかる格かつ好こうになった。
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「さっき君はこう言ったな。俺のことがこわいと。好きだが、こわいと」


　鼻息がかかるほどの距きよ離りで見つめ合い、彼は言った。


「俺もだ。君のことが好きだ。だがこわい。理解できない。だが惹ひかれる。その繰くり返しだ。はじめて会った時からずっとだ。こんなことは今までなかった。俺の世界をすべて変えてしまったのが君なんだ」


「…………」


「朝まで考えていた。学校や〈ミスリル〉や──そういうすべてを投げ出して、君を連れて逃げるべきなのではないかと。二人だけで。だが、なにかが引っかかって口に出せなかった。勇気がなかったのもある。しかし理由はそれだけじゃない。二人だけでは意味が無いんだ。常とき盤わや学校のみんな、それから〈ミスリル〉の連中──そういう仲間の中で笑ったり怒おこったりしている君が、俺には必要なんだ。だから俺は──」


　自分の饒じよう舌ぜつさに驚おどろきながらも、宗介は喋しやべり続けた。


「だから俺は──すべてを守る。君だけではない。君に属ぞくする、すべての世界を護ご衛えいする。そうでなければ、俺の『任務』は終わらないんだ。絶ぜつ望ぼうはするな。一いつ緒しよに常盤を助けよう。学校のみんなも、もちろん君もだ。だから正気に戻ってくれ。君から見れば確かに俺は愚ぐ鈍どんな男だろうが……戦う力はある。これまで何度もやってきただろう？　ヒントが欲ほしい。諦あきらめないで、力を貸かしてくれ」


　かなめは無表情のままで、彼を見つめていた。その瞳ひとみに浮かぶ感情のかけらを、宗介にはまったく読みとることができなかった。


「本当になにもかも救えると思う？」


「肯こう定ていだ。俺と君なら」


　長い沈ちん黙もく。


　やがて彼女が言った。


「三文小説なら、ここで感動のキスシーンってところかしら。でも……」


　老ろう婆ばのように疲れ切った声で言うと、彼女は彼の腕うでから逃のがれていった。


「やっぱり無む理りだと思う。おとなしく降こう参さんするのが一番だよ……」





　だめ押しの爆ばく撃げきが基地を襲おそった。


　対空ミサイルを搭載したＭ６を演えん習しゆう場じようのジャングルに分ぶん散さん配はい置ちさせて、できる限りの迎撃を行ったおかげで、敵てき爆撃機の半数は撃げき墜ついすることができたが──残りの敵てつ機きが投下したコンクリート貫かん通つう爆弾と燃料気化爆弾が基地へと次々に降ふり注そそいだ。


「ウルズ２より本Ｈ部Ｑへ。損害を報告して」


　すでに基地からＭ９で出しゆつ撃げきし、演習場の外縁部──メリダ島の北ほく端たんにある密みつ林りんの中にひそんでいたマオは、基地の方角から立ち上る黒煙を見つめながら呼びかけた。


『こちら本部。殴られ放ほう題だいだ。基地の上じよう層そう部ぶはほとんど機き能のうを失った。ただし、〈デ・ダナン〉のドックは無事だ。避難も済んでいたので人的被害もほとんどない。主要な大型エレベータは破壊されたので、撤てつ退たい時じには無む傷きずの三号通路を使ってくれ』


　三号通路は、地上の演習場と地下基地とをつなぐ建けん設せつ中のトンネルだ。敵はそのトンネルの存そん在ざいまでは知らない様子だった。


『ゲーボ３より全隊へ。〈ベヘモス〉が散開をはじめた。〝ベヘモスＡ〟が区く域いきＥ１へ。〝ベヘモスＢ〟が区域Ｈ１へ。〝ベヘモスＣ〟は区域Ｇ１で停てい止し。メリダ島を包ほう囲いするつもりだろう。データを転てん送そうする』


　島の上空で忍にん耐たい強く索さく敵てきを続けてくれていたヘリから、最新の敵情報が圧あつ縮しゆくされて、近きん距きよ離り通信ですべての味方に送られる。


『こちらウルズ１。感かん謝しやする、ゲーボ３。もう充じゆう分ぶんだ、退たい避ひしろ』


『ゲーボ３、了解。いま〝ベヘモスＣ〟が発砲してきた。ゲーボ３は区域Ｘ０に移い動どうし待機を──』


　強いノイズ。南の空から爆発音。


『こちらゲーボ３。エンジンに被ひ弾だんした。緊きん急きゆう着陸を試みる。繰くり返す。緊急着陸を試みる。敵は対空ミサイルを──』


　ヘリからの通信はそこで途と絶ぜつした。


　無事かどうかはわからない。だが、連中の腕ならなんとかなるだろう──そう信じておくしかなかった。


『ウルズ１よりカノ13へ。墜つい落らく地点へ向かえ』


『カノ13了解』


『ほかの全機はそのまま待たい機き。データは行ったな？　〝ベヘモスＢ〟が獲え物ものだ。ＡとＣは無む視ししろ。ウルズ１と２がそれぞれ引き受ける。ウルズ２、おまえの相手はＡだ。俺はＣと遊んでやる』


「ウルズ２了解。ダンスの相手にしちゃ、ダサいわね」


　クルーゾーが無線の向こうで鼻を鳴らした。


『俺も同意見だ。ウルズ２はＩＴＣＣ─５の無む制せい限げん使用を許きよ可かする』


「ウルズ２了解。せいぜい、かわいがってやるわ」


　さて。


　ＥＣＳをフル稼か動どうした機体の中で、マオは深しん呼こ吸きゆうをした。すでに自分の相手──〝ベヘモスＡ〟は捕ほ捉そくしている。島の北岸からおよそ四マイル。もう、すぐそこだ。〈ベヘモス〉は膝ひざまで海水に浸つかったまま、巨きよ大だいな砲ほう塔とうをまっすぐ構かまえている。


　あの巨人に、マオはこれから単たん独どくで立ち向かうのだ。もとより撃げき破はするつもりなどない。ありとあらゆる戦術を駆く使しして、徹てつ底てい的てきに時間を稼かせぐ──それだけだ。


　同様に〝ベヘモスＣ〟はクルーゾーが引き受けることになっていた。マオとクルーゾーのＭ９は、ほかの機体と違ちがって『ＩＴＣＣ─５統とう合ごう戦術通信管かん制せいシステム』を搭載している。前ぜん線せん指し揮き官かん機き用の、強力なデータリンク装そう置ちだ。戦場のあらゆるデータを統合・管理し、多数の味方機の管制と命令を瞬しゆん時じに行うことができる。ＡＳだけではない。ＩＴＣＣ─５に準じゆん拠きよした制せい御ぎよシステムを搭載した兵器ならば、いくらでも操あやつることができる。


　たとえば戦車。たとえば対たい空くう自じ走そう砲ほう。


　たとえば──ＡＳもだ。


「うっし、いくわよ……。フライデー！」


《はイエいス、・少ルテ尉ー殿ナン？》


「操そう縦じゆうシステムをＸＡ─１に移い行こう。〝ベヘモスＡ〟を攻撃するわよ」


《了解。操縦システムをＸＡ─１に接せつ続ぞく。〝ベヘモスＡ〟を最優先ターゲットに指定》


　スクリーン上の最終確かく認にんボタンをクリックする。『実行』の表示が出て、『ＸＡ─１』を遠えん隔かく操そう作さする態たい勢せいに入った。彼女のＭ９から八〇〇メートル離はなれた茂ブツみシユに待たい機きしていた、無む人じんのＡＳ──Ｍ６〈ブッシュネル〉である。


　そのＭ６は洋上の〈ベヘモス〉めがけて、肩のミサイル・ランチャーから対戦車ミサイルを発はつ射しやし、すぐさま移動を開始した。無む煙えん式しきのロケットモーターが二発、敵めがけて飛ひ翔しようしていく。


　ミサイルの発射源げんを感かん知ちした〈ベヘモス〉は、すぐさま無人のＭ６に大砲を向け、躊ちゆう躇ちよ無く発はつ砲ぽうした。


　巨大な発マズル射フラツ炎シユ。


　頭部の機き関かん砲ほうも火を噴ふき、無数の三〇ミリ弾がＭ６へと降ふり注そそぐ。Ｍ９に比べて鈍どん重じゆうなＭ６は、ろくな回かい避ひ運動もできないまま、至し近きん距きよ離りの着弾と、三〇ミリ弾の洗せん礼れいにはじきとばされ、二発目の大砲で粉こな々ごなにされた。


「っと……」


　まるで自機が撃げき破はされたような光景だったが、マオ機自体はまったく無事だ。通信が途絶し、操縦システムが自機に戻る。


　ちょうどＭ６の撃ったミサイルが敵に迫っていた。


「ＸＭ─３を起爆」


《ラジャー》


　直後、その〈ベヘモス〉の右足近くから巨大な水みず柱ばしらが上がった。基地周辺に仕し掛かけていた自走機き雷らいが爆発したのだ。


　思わぬ攻撃に巨人がよろめく。ごくわずかに。その直後、対戦車ミサイルが命中した。一発は右肩に。もう一発は腰に。


「さあ、これでどう……？」


　マオは機体を隠いん蔽ぺい状じよう態たいにたもったまま、別の無人のＭ６──ＸＡ─２がとらえた光学センサの映像をズームさせた。ＩＴＣＣ─５を使えば、他の機体をある程度は自機のように操あやつれる。


　初しよ弾だんの命中した〈ベヘモス〉の右肩を、注意深く観かん察さつする。


「くそっ……」


　まったく無む傷きずだった。


　あの『ラムダ・ドライバ』が起動したのだ。ありとあらゆる攻撃を防ぼう御ぎよし、ときには矛ほこにもなる、究きゆう極きよくのシステム。


　やはりあの敵を傷つける手しゆ段だんはない。


　胸の奥からわきあがる無む力りよく感かん。味方の全機にその事実を伝えようとしたそのときに、彼女はかろうじて気付くことができた。


〈ベヘモス〉の右足から、小さな白煙が立ちのぼっている。最初にかましてやった、あの機雷を受けた右足。微び妙みように装そう甲こうがゆがみ、塗と装そうが剝はげ落ちている。


「効きいてる……のか？」


　半年前の有明。クルツはちっぽけなライフル一いつ挺ちようで、あの機体に痛つう撃げきを与あたえることができた。


　やはりそうなのだ。


　不ふ意いを打つことさえできれば。思わぬ瞬しゆん間かんに打撃を与えることができるなら。


　つけ込む余よ地ちは残されてる。


　絶ぜつ望ぼうするには、まだ早い……！


「ウルズ２より全機へ！　軽けい微びながらも、巨大ＡＳに損そん傷しようを与えた！」


　はやる心を抑おさえながら、彼女は言った。


「いけるわ。ただし気を付けて。敵の火力は圧あつ倒とう的てきよ」


　各機から『了解』の応答。声が弾はずんでいる。すべての味方がこの報ほう告こくを待ち望んでいたことが、肌はだで感じられた。


　そのとき、司令センターのカリーニンから通信が入った。


『こちらパース１。いいニュースの直後だが、悪いニュースも伝えなければならない。敵の降こう下か部隊が南東から接近中だ。多数のＡＳと歩兵部隊だろう。敵はこの基地の地下を制せい圧あつするつもりだ』


　いよいよ来たか。くそったれどもめ。


　電子兵装を操そう作さしながら、マオは内心で毒づいた。


『おそらく、一五分以内に白はく兵へい戦せんになる。それまでに〈ベヘモス〉をできるだけ片づけなければならない。さもなければ──』


　カリーニンは言葉を切った。


『部隊は全ぜん滅めつだ。〈デ・ダナン〉も出しゆつ航こうできないだろう。地下ドックから出たところで、ねらい撃ちにされる』


　その言葉はまったくの正せい論ろんだったが、マオは強い苛いら立だちを感じた。


　たった一〇分で？


　あの三機を？


　いくらなんでも、そんなの無む茶ちやよ。


「でも、どうしても、やらなきゃならないわけでしょ？」


『肯定だ』


「はっ。まったく、気楽に……」


〝ベヘモスＡ〟の頭部が、こちらを向いた。ＥＣＣＳ。マオ機を探たん知ちしたのだろう。


　大砲がこちらを向く。機体のマスター・モードを変へん更こう。ＥＣＳを解かい除じよして、戦せん闘とう機き動どうで身を起こす。


　跳ちよう躍やく。敵てつ機きが発砲。戦せん艦かんの主しゆ砲ほうを思わせるほどのすさまじい爆発。轟ごう音おんと衝しよう撃げきがマオのＭ９をはげしく揺ゆさぶる。


「しんどい一五分になりそうだわ……」


　機体をひねる。スクリーン上の着陸地点をにらみながら、マオはいまいましげにつぶやいた。





　三機の巨大ＡＳは、執しつ拗ような砲撃を遠えん距きよ離りから繰くり返した。


　ベヘモスの武ぶ装そうは超ちよう大口径の榴りゆう弾だん砲ほう──『物もの干ほし竿ざお』だけではなかった。肩部に追つい加か装そう備びされたランチャーから、大量のナパーム弾がメリダ島にばらまかれた。何機かのＭ６が、多目的ミサイルの飽ほう和わ攻こう撃げきで為なすすべもなく撃げき破はされた。


　演習場でよく目印に使われた奇き岩がん──『双ふた子ご岩いわ』は爆撃で粉こな々ごなに砕くだかれ、その原型すらとどめていなかった。地上施し設せつは見る影もなく破壊され、熱帯雨林は炎に焼かれ、大量の黒こく煙えんが島の上空を覆おおい尽つくした。


　はるか彼か方なたの洋上からメリダ島を望む者がいたとしたら、炎に包まれ沈しずみゆく戦せん艦かんを連想したかもしれない。破壊の嵐あらしを充分にまき散ちらしたあと、ベヘモスたちは三方向からゆっくりと島への上陸を開始した。


「やりたい放題だな。くそっ」


　猛もう烈れつな砲撃が襲いかかる中、クルツのＭ９は基地南部の地下壕ごうで、辛しん抱ぼう強く息をひそめていた。断だん続ぞく的てきな地響きが、コックピットにまで伝わってくる。スクリーンに映うつるのは地下壕の薄うす闇やみと、わずかな光の中に舞まう土つち煙けむりばかり。


《ベヘモスＢが区域Ｈ０に侵しん入にゆう。Ｃラインまで推すい定てい六〇秒───》


　基地にもっとも近い敵の一機が、有ゆう効こう射しや程ていに入りつつあった。残りの二機は、それぞれクルーゾー機とマオ機が攪かく乱らんを試みている。強力なデータリンク機能で基地の余よ剰じようＡＳをすべて無人で使用し、また自走機雷などとも連れん携けいして、最大限の時間稼かせぎをするのだ。


　その間に残りの〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊のＭ９すべてが、ただ一機の『ベヘモスＢ』を待ちかまえ、迎え撃つ。


「さて……」


　クルツはひとりでつぶやいた。


　スペック伍ご長ちようほか一名のＳＲＴ要よう員いんが操縦するＭ９計二機は、メリダ島の南の海中に潜ひそんでいる。Ｍ９には単独での揚よう陸りく機き能のうがあるため、深度三〇メートルの水中までならば、支し障しようなく行動することができる。


　ゲーボ３が遠えん距きよ離りから捉とらえた映えい像ぞうを見た限りでは、今度の〈ベヘモス〉も対水中戦闘の装備はあまりないと判はん断だんされていた。整備中隊のサックス中尉や、研究部のヴィラン少尉も同意見だった──





　──作戦前の会議で、ひげ面づらの大男サックスはむっつり顔でこうコメントした。


（対地装備は豊ほう富ふだが、爆雷の投とう射しや装置はないとみていい。ただし胸部に球スフ形イア配・ア列レイのパッシブ・ソナーがある。それにあのサイズだ。おそらく曳トー航ド・配ア列レイのソナーもあるだろうな……）


　攻撃型潜水艦が備そなえているのと同じ種類のセンサのことだ。


（……だが島の浅せん海かい域いきに入れば、そうしたソナーは使えないはずだ。なにせ上半身が海面の上に出ちまうんだから。だから……俺が設せつ計けい者しやなら、臑すねか膝ひざのあたりに近距離用の高こう周しゆう波はソナーを付けるだろう。揚陸作戦が主任務なら、海底の地形に足を取られてもたもたするような真ま似ねはできないだろうしな。コンパクトな高周波ソナーで、海底の地形や機雷の位置を把握しようとするはずだ）


（その高周波ソナーはどの程度の性能だと思う？）


　クルーゾーがたずねると、サックスは肩をすくめた。


（わからん。だが、あの巨人の装備はこちらがビビってるほど贅ぜい沢たくじゃないな。たとえばあの『物干し竿』。あれは電レ磁ー加ル速ガ砲ンの類たぐいじゃない。〈ミズーリ〉みたいな戦艦の主砲を流用して自動化した武器だろう。わざわざ新しん規きにあの大砲を開発したとは思えん。そんな時間があったら、超高速の運動エネルギーミサイルをたんまり積つんでやる方が早いしな……。なにしろ試し射しやをするだけでも──とんでもない広さの射しや爆ばく場じようが必要になる。共きよう産さん圏けんでそうした場所が確かく保ほできたにしても、こミっスリちルに内ない緒しよで開発するのは難しいんじゃないのか）


（つまり巨人のソナーも、同様のものだと？）


（断だん言げんはできんが、あのサイズの臑はちょうど八〇〇〇トン級の潜水艦の艦セイ橋ルと同じくらいのサイズなんだ。新しくソナーを開発する大変さを考えれば、俺なら既き存ぞんの機材を強ごう引いんにでも据すえ付けるだろうな。信しん頼らい性せいに勝るものなし、だよ）


（……仮かりに、だ。敵が現用で最さい新しん鋭えいの高周波ソナーを搭載しているとして、その探知から自走機雷やＭ９を隠いん蔽ぺいすることはできると思うか？）


（わからん。それは大佐がいちばん詳くわしいんじゃないのか）


　そのときには、すでにマオが携帯電話で司令センターのテッサとなにかをやりとりしていた。おそらくテッサはすさまじい多た忙ぼうの中で、手短に返答したのだろう。マオとの会話はひどく簡かん潔けつなもののようだった。


（いま聞いたわ。『できる。デジラニ軍ぐん曹そうを行かせるから彼に聞け』だって）


（ＯＫ。海中から理想的な待ち伏ぶせができるという仮定で、あの巨人に痛つう撃げきを与える手段はあると思うか？）


　クルーゾーの言葉に、一同は渋しぶい顔をした。敵が常じよう識しき的てきな『巨人』ならば、ここから突破口が見えそうなものだったが、あの〈ベヘモス〉はちがう。ラムダ・ドライバによって、ほとんどの攻撃を受け付けないのだ。


（以前にも言いましたが、ラムダ・ドライバも万ばん能のうではありません）


　今度はヴィラン少尉が言った。二〇代半ば、ブロンドに知的なブラウンの瞳ひとみ。研究部からの出向組で、ラムダ・ドライバについてもっとも詳しい一人だ。


（まず、搭乗者と集中力によって継けい続ぞく時間に限げん界かいがあること。そして──ある程度は、『防ぼう壁へき』の強度もその集中力によって左右されること。不ふ意いを打つことさえできれば、敵にダメージを与えることも可能なはずです。ウェーバー軍曹がそれを実じつ証しようしていますから）


　クルツは有あり明あけでの〈ベヘモス〉との戦いのとき、狙そ撃げき銃じゆうの一発でダメージを与えることに成功した。あれは操縦者が完全に油断していたからだ。そうした隙すきを作ることさえできれば──


（まあ、確かにあの時はうまく行ったけどな）


　クルツが言った。


（行こう動どう不ふ能のうなほどのダメージってのは、無理だったよ。チャンスは一回しかないだろうからな。その一回で決めるんだったら……まあ、コックピットを狙ねらうしかないと思うが）


（サガラが撃ち抜いたっていう『腰の後ろのスリット』はどうだ？）


　スペックが言うと、マオがうなった。


（それもあるわね。ただし──敵が有明での敗北を教きよう訓くんにしないで、八か月前の設計のままで、同じ敵のあたしたちに向かってきてくれてるなら、という条件付きだけど）


（論ろん外がいだな……）


（敵は対たい策さく済ずみと考えるべきね）


（すると、やはりコックピットか）


（狙いやすいっちゃあ、狙いやすいターゲットなんだけどな……。あの巨人のコックピットは頭部にあるから。だが装そう甲こうがハンパじゃない。二重の複ふく合ごう装甲に囲まれていて、パイロットは外装から何メートルも奥おくにいる。どんな火砲やミサイルを使っても、一撃で仕し留とめるのは無理だ）


　だが、その一撃しかチャンスがない。


　しかも敵は三機なのだ。


（それでも、なんとかできるはずだ）


　辛しん抱ぼう強づよくクルーゾーが言った。


（脱出までの時間を稼ぐことさえできればいい。三機が二機になれば希望は出てくる。それでも苦しいだろうが、さらに二機を一機にできれば──可能性は大おお幅はばに増ふえる）


（そいつは高望みかもしれないけどな。まあ──少なくとも一機目は片づけられるかもしれないぜ。針はりの穴あなを通すことができれば、の話だけど）


（プランがあるのか？）


（ああ）


（言ってみろ）


　クルツはそれを話した──





『ベヘモスＢ』が所しよ定ていのラインを越こえた。水中の警けい戒かい網もうとわずかに残った基地のセンサが、それをクルツのＭ９に伝えた。


「ＥＣＳを不可視モードで作動……」


《はイエいス、・軍サー曹ジエ殿ント。ＥＣＳ、オン》


　機体のＥＣＳが作動する。複ふく数すうのレーザー光の位相をずらすことによって発生するホログラムが、機体を可視光からも隠蔽させ、Ｍ９を透とう明めい化かさせた。


　クルツのＭ９は慎しん重ちような動きで防ぼう空くう壕ごうの縦たて穴あなから地上に出る。


　砲ほう爆ばく撃げきで荒れ果てた演習場だ。建けん造ぞう物ぶつや樹じゆ木もくはなぎ倒され、黒こく煙えんが付近にもうもうとたちこめていた。それでも用心に越したことはない。敵からの発見を避けるために、Ｍ９は狙撃砲を抱えて匍ほ匐ふく前進する。二〇〇メートルほど離れた小高い丘へ、注意深く、ゆっくりと。


　爆発で削けずられた地形をうまく利用して、クルツはちょうどいい狙撃ポジションに付いた。


「こちらウルズ６。配置についた。チーム・レッド各員は状況を知らせろ」


『ウサンルダズラ５プタ。いつでもいけるぞ』


『ウマルンズデ[image: ]ラ。あと二〇秒』


　次々に味方機から通信が入る。これから行う作戦の性質上、『ベヘモスＢ』に対する攻撃の指揮はクルツに任まかされることになっていた。


「ウスルペズツ８ク、いけるか？」


『ウスルペズツ８クだ。やるしかねえだろ。……こちらもＯＫだぜ』


「よーし……。ほんじゃあ、まあ、一発あのデカブツにかましてやろうぜ」


『もうちょっとビシッと決めろよ、軍曹殿。リーダーなんだろ』


「無理言うなよ」


　クルツは自機の狙撃砲を彼か方なたの敵機に向ける。たなびく黒煙の奥──島の海岸からさらに彼方の洋上に、〈ベヘモス〉が見えた。


「『妖よう精せいの目』を起動」


《ラジャー。『妖精の目』を機動》


　クルツ機に装備された新型のセンサーが起動した。〈ベヘモス〉の姿に重なって、緑色の画像が投とう影えいされる。暗あん視しスコープのそれによく似にていた。


　敵のラムダ・ドライバが効こう果かを示している領りよう域いきが、表ひよう示じされているのだ。


　去年の一二月からの新装備である。開発者は聞いていない。


　この装備を使うことで、クルツはバダム島での海かい賊ぞく討とう伐ばつの際、宗介の〈アーバレスト〉がラムダ・ドライバを使うところをしっかりと観かん測そくできたのだった。


　巨人の『防壁』は、いま機体すべてを覆おおうような形でうっすらと展てん開かいされている。スクリーン上では、緑色の濃のう度どでその『強度』もある程度把は握あくできるようになっていた。さしずめ、敵は警戒しつつも自信たっぷりに、最後の上陸段階へと移うつろうとしている様子だった。


　画面を光学に切り替かえると、〈ベヘモス〉は陽光を受けて白くきらめく海面の中を、悠ゆう々ゆうと進んでくる。


　距離二五〇〇メートル。


　西南西の風、およそ一二メートル。


　気温は摂せつ氏し二二度、湿しつ度どは八三パーセント。


　その他の様々なデータが、狙撃モードのスクリーンの右下に投影される。通信スイッチを一瞬だけ切って、クルツは舌した打うちした。


「くそっ……」


　視界が悪い。逆ぎやつ光こう気ぎ味みだ。


　風が。大気の流れが。地上と洋上でかなり違う。ここで撃ったら弾だん道どうがふらつきそうだ。敵も動いてる。右へ、左へ。決して一定のテンポではない。動きが読めない。


　火器管かん制せいモードを変へん更こう。完全なマニュアル照しよう準じゆんにする。バイラテラル角を最低に。自分の手と勘かんで狙わないと、これは無理だ。


（くそっ……くそっ、くそっ！）


　難むずかしすぎる。こんな射しや撃げきを成功させられる人間など、世界でもほとんどいない。この距離と条件で、これから現れる的まとを射抜くのは──自分の技能では限界を超こえている。


　だが、やるしかないのだ。


『どうした、クルツ』


　スペックがあざ笑うような声で言ってきた。彼のＭ９は〈ベヘモス〉にほど近い、海中に潜んでいる。


『まさかおまえ、ブルってるんじゃねえだろうな』


「けっ。ほざきやがれ」


『うまくいったら、あとで大もうけさせてやるぜ』


「また株かぶか」


『ああ。この一件けんで、さっき思いついたんだ。来週あたりから、絶ぜつ対たいにポテトの相そう場ばが上がる。俺に五万ドル出せば、二〇倍にして返してやる』


　こんな時に。バカか、こいつは。


「あのデカブツがこんな風に襲ってきてるのが、どうポテトにつながるんだよ？」


『それを話すと長くなるんだ。だから、まずは野や郎ろうをファックしろ』


「へいへい……」


『頼たのむぜ？　大もうけできるんだ。前にも言ってたろ。フロリダに高級別荘、ロータスと水着美女だよ』


「ロータスは趣しゆ味みじゃねえなあ……」


『じゃあフェラーリだ』


「いいね」


　敵が所定のラインに到とう達たつしようとしていた。


　スペックのヨタ話のおかげで、いい感じに神しん経けいがほぐれている。クルツは軽く深しん呼こ吸きゆうしてから、チームの全ユニットに告げた。


「ウルズ６よりチーム・レッド各員へ。敵がＤラインを通つう過かする。準じゆん備びはいいな」


　全員が『いつでもＯＫだ』と答えた。


「カウント５」


　改めてスクリーン上の〈ベヘモス〉を見る。前より大きくなっていた。


「４……３……」


　肩の力を抜いて、操そう縦じゆう桿かんをやさしく動かす。ごくわずかに。赤ん坊ぼうを撫なでるように。


「２……１……」


　短くつぶやく。


「アルファ、ＧＯ」


　まず、〈ベヘモス〉近くの海中に潜んでいたスペックのＭ９が動いた。水中行動ユニットのウォータージェットが作動し、一気に海面に飛び出した機体が、飛び石のように跳はねながら〈ベヘモス〉に接近する。巨人はすぐさま反はん応のうし、海上のスペック機へと半身を向けた。


『いくぜ』


　海上を疾しつ走そうしながら、スペックのＭ９が肩けん部ぶのロケットランチャーから、大量のロケット弾を発射した。駆かけ上る炎ほのおの矢。それらが次々に〈ベヘモス〉に着弾し──いや、その手前で爆発し、青白い火花を散ちらした。


　ラムダ・ドライバだ。やはり防ふせがれた。だが、これは計算済みだった。『妖精の目』の映像からも、それは分かっていた。スペックのいる方角に向けて、ラムダ・ドライバの力場が『強く』形成されている。


「ベータ、ＧＯ」


『ベータ了解』


　自走機雷の操作を受け持っていたチーム要員が告げた。ほとんど同時に、スペックとは反対側の水面から巨大な水柱が立ち上がった。


　自走機雷の攻撃だ。数分前に、マオもこれをやってある程度は成功していた。しかし、致ち命めい傷しようにはならない。敵は足回りに重点を置いて、『力場』を展開していた。若じやつ干かんのダメージはあっても、〈ベヘモス〉にとっては軽く撫でるようなものだっただろう。


　だが──


　クルツ機の『妖精の目』が捉とらえた映像は、敵の力りき場ば──つまりは敵パイロットが注意を向けた方向を、はっきりと示しめしていた。スペック機に攻撃をしようとして、次に逆方向からの機雷に不意を打たれ──敵は眼下を警戒している。海中や、水面からの攻撃に最大の防壁を張はっている。緑色の画像の中で、下半身が濃い色に、上半身が薄い色へと変化していた。


　そして、頭部付近が──


（いける）


　瞬時に光学の狙撃モードに切り替えて、クルツは叫んだ。


「ガンマ、ＧＯ！」


　その合あい図ずと同時に、メリダ島南岸の各所に隠かくれていた味方の三機のＭ９が、〈ジャベリン〉と呼ばれるミサイルを発射した。


　これが本番だった。


　クルツのＭ９の頭部から、赤外線方式の誘ゆう導どうレーザーが照しよ射うしやされる。その照射点、『ベヘモスＢ』の側そく頭とう部ぶに向けて、三発のミサイルが殺さつ到とうする。音速以下で、ゆっくりと飛ぶような旧きゆう式しきのミサイルではない。超高速の運動エネルギーで敵を破壊する大型ミサイルだ。


　〇・一秒が永えい遠えんになった。


　三発のミサイルが、同時に〈ベヘモス〉の頭部に着弾する。ぱっと装甲の破は片へんが飛び散り、白い煙と衝撃波が広がった。わずかによろめく巨体。遠距離のため、爆音はまだ届とどいてこない。


　いや。


　音が聞こえてきた頃ころには、もう手て遅おくれになっているはずだ。クルツに残された時間は、本当にそんなコンマ数秒しかなかった。着弾箇か所しよは煙に包まれて見えない。どこまで『抜けた』のかも、推すい測そくするほかない。角度も、位置も。自分の勘かんだけが頼りだった。


　それでもクルツはトリガーを引いた。


　冷静に。ほとんど自動的に。


　三発のミサイルが命中した箇か所しよ。煙と大気と風の向こう、二五〇〇メートル先の、揺ゆれ動くほんの数十センチほどの孔あなを狙って。


　撃発。


　伏ふせ撃ちのＭ９の狙撃砲から、ダート型の貫かん通つう体たいが吐はき出される。眼前で真っ白な発射炎が生まれ、彼を取り巻く黒煙が、大気の一撃でぱっと広がった。遠いミサイルの着弾音が、その直後に耳へと届く。


　狙撃砲の一撃が命中し、スクリーンの中で、もう一度〈ベヘモス〉が軽くよろめいた。だが、狙った箇所に命中したかどうかは、まったく観かん測そくできなかった。


「やったか……？」


　しばらくの間、〈ベヘモス〉は動かなかった。頭部から白煙を立ちのぼらせたまま。その場に静止している。


　その巨体がゆっくりと傾かたむき──


　倒れなかった。


〈ベヘモス〉は生きている。半はん壊かいした頭部をめぐらし、続いて黒光りする砲ほう塔とうをこちらへと向ける。


　発砲。


　とっさに機体を立ち上がらせて、跳ちよう躍やくした。直後に足下ですさまじい爆発が起きる。その衝撃波にあおられて、クルツのＭ９は空中できりもみした。


「くそっ！」


　失敗だ。〈ベヘモス〉の頭部は相そう応おうのダメージを受けていたが、中のパイロットを殺さつ傷しようするまでには至いたらなかった。


　肩部のミサイルランチャーが開き、その他の味方へと無数の対地ミサイルが発射される。サンダラプタたちのＭ９が、迎撃と回かい避ひ機動を試みていた。


　南岸のあちこちで爆発が相あい次つぐ。味方がどうなったのかも分からない。半数は撃破されてしまったかもしれない。


　なんとかバランスをとって着地したクルツ機に、さらなる攻撃が襲おそいかかった。


　彼方の巨きよ大だいな発はつ射しや炎えん。砲弾が飛ひ来らいする。


　これもかろうじて回避した。衝撃と振しん動どうで頭がくらくらする。並の操縦兵なら失神しているところだ。


　全ぜん滅めつ。


　この二文字が彼の脳のう裏りをよぎった。やはり無理だったのか。自分たちはこのまま、なすすべもなく敵の圧倒的な火力の前に蹂じゆう躙りんされるのか。


　敵の砲口が三たびクルツ機を捉えた。彼のＭ９は舞まい散る土ど砂しやと煙の中で、両膝をついてふらふらとしていた。もう駄だ目めだろう。かわしきれない……。


『ウルズ６、まだだ、粘ねばれ』


　無線のレシーバーから、スペックの鋭するどい叫び声が聞こえた。スクリーンに映る洋上の〈ベヘモス〉。そのすぐそばに、水しぶきをあげて高速移い動どうするスペックのＭ９が見えた。


　あのバカ。なんで潜って逃げてないんだ。三〇ミリ砲の餌え食じきだぞ。


　スペックのＭ９がロケットの残弾をすべて発射した。クルツを撃とうとしていた〈ベヘモス〉は、射撃を中止してスペック機へと注意を移した。


　防壁を展開。ロケット弾はすべて四し散さんする。


　スペックはそれでもうろたえなかった。もとより承しよう知ちの上だったのだろう。そのまま巨人に突とつ進しんし、水中行動ユニットを吹き飛ばす。身軽になるやいなや、彼のＭ９はその余よ勢せいをかって、一瞬だけ宙ちゆうに浮かぶと、そのままＭ９の五倍以上はあろうかという巨大な〈ベヘモス〉の左足に飛びついた。


　音は聞こえない。なにしろ遠かった。それにいまは、二度の砲撃でひどい耳鳴りがする。


『チャンスを作るぞ。もう一度』


　スペック機は格かく闘とう用ようの単たん分ぶん子しカッターを抜くと、それを敵の装甲に突き立て、ほとんど一瞬にしてその巨体を駆け上った。並なみの技能ではない。あんな真ま似ねができるのは、世界中のＡＳ乗りの中でもごく一ひと握にぎりだろう。


「やめろ、スペック」


〈ベヘモス〉の肩部にとりつくと、スペックのＭ９は短銃身のカービン・ライフルを構え、敵の側頭部──四連発で中破した箇所にフルオート射撃した。その全弾が、ラムダ・ドライバの防壁でことごとくはじかれる。青白い光と、赤い火花がほとばしり、〈ベヘモス〉の右肩に深い陰いん影えいを作り出した。


『こういうの、ガラじゃねえんだけどな』


「もういい、逃げろ！」


〈ベヘモス〉がうなった。その動作に、はじめて感情らしいもの──怒いかりが見えた。


『大佐に謝あやまっといてくれ。別に本気じゃ──』


『妖精の目』が捉えた映像の中で、敵の防壁が強く光った。いや、それはもう防壁ではない。指向性のある圧あつ倒とう的てきな力が、しつこく食い下がるスペックのＭ９めがけて襲いかかったのだ。


「スペック!!」


　スペック機が〈ベヘモス〉の肩からはじき飛ばされた。腕がちぎれ、脚あしが曲がり、胴どう体たいが砕くだけ──すべてばらばらに分ぶん解かいしていきながら。ゆっくりと四散し、海面へと落ちていく。操そう縦じゆう兵へいは即そく死しだ。はっきりと分かった。


　その残ざん骸がいが落ちた海面に、〈ベヘモス〉はまだ生きていた頭部の三〇ミリ機関砲を一いつ斉せい射撃しようとする。


　虫けら風ふ情ぜいが。身の程ほどを知れ。


　巨人がそう吐き捨てているように見えた。


　わずか数瞬のことだ。


『妖精の目』が教えてくれた。海に落ちたスペック機の残骸の方向に、敵の注意が完全に向いている。防壁の空白が見えた。頭部に。あの側頭部に。スクリーンに表示されたすべての照準データが、瞬間的に彼の頭脳を駆け抜けていった。


　風と光、温度と湿度。


　すべての条件が、彼に『殺せ』とゴーサインを出した。


　発砲。


　二発目の砲弾は、今度こそ〈ベヘモス〉の頭部を捉えた。装甲の孔を抜け、さらにその奥──顔も名前も知らない操縦兵の収まったコックピットに、貫通体が飛び込んだ。


〈ベヘモス〉が止まる。


　白い煙がたちのぼる。


　やがて、かつて有明で見たときのように、その巨体が震えはじめた。


　腕が垂たれ下がり、巨砲が海水に叩きつけられる。すべての装甲が脱だつ落らくをはじめる。自じ重じゆうに引きずられるようにして、全身がいびつに歪ゆがみながら、垂すい直ちよく方向へと崩くずれ落ちていった。


　一機を破壊。


　だがこちらの損害も甚じん大だいだった。


　地上からミサイルを撃ったサンダラプタたちは、直後の反撃で二機が中破していた。サンダラプタは重傷だ。


　そして──


「スペック。馬ば鹿か野や郎ろう……」


　そうつぶやくのがやっとだった。


　自分が初弾を当てていれば。自分がミスをしなければ。


　しかし彼には自じ責せきの念にひたる時間さえ与あたえられていなかった。マオから通信が入ったのだ。


『こちらウルズ２。右脚を損傷した。まだ回かい避ひはできるけど──長くは保もたないわ。どうにか止めてみる』


「姐ねえさん……！」


　同時に機体のＡＩが報ほう告こくする。


　敵の空くう挺てい部隊が、すぐ近くまで接近していた。





　ごく冷静に考えるならば、千鳥かなめの主しゆ張ちようは正しい。まったく正しい。


　降こう伏ふくすることなく、常盤恭子や学校の人々を救うことは、もはや『至し難なん』といったレベルではないのだ。ほとんど『不可能』といっていいだろう。


　ここで愚おろかな博ばく打ちに出たところで、成功する確かく率りつは限りなく低い。これが西部劇かなにかなら、それでも思いがけない騎兵隊がやってきて、彼らに手を貸かしてくれて、一パーセントの可能性が実現するのだろう。そういう奇き跡せきが、彼らには約束されている。だから、主人公たちが無分別ながら『美しい』選せん択たくをしても、許ゆるされる結果が待っている。


　宗介は違った。そういう期待など、一いつ切さい無む縁えんな世界でこれまで育ってきた。暗あん殺さつ者しやとして、ゲリラとして、傭よう兵へいとして。


　たとえば、次のどちらを選ぶのが合ごう理り的てきなのだろうか？


　一人を犠ぎ牲せいにして、九九人を助ける可能性は九九パーセント。一人と九九人を同時に助ける可能性もあるが、それはわずか一パーセント。


　どちらが賢けん明めいなのか？


　決まっているのだ。


　彼女は正しい。まったく正しい。


　だがそれと同時に、相良宗介にはもう一つの命めい題だいがあった。


　その九九人と、犠牲になる一人の価か値ちが同等以上だったらどうなるのか？　その一人を差し出すくらいなら、世界のすべてを破は滅めつさせてもいい──自分がそういう立場なのだと仮か定ていするなら、どうなるのか。


　もちろん九九人も大事だ。かけがえのない存そん在ざいだ。ただし、その『一人』と同じくらいに。


　考えてもみろ。


　白しろ旗はたをあげて、彼女を差し出す？


　無理だ。


　そんな勇気は自分にはない。それを勇気と呼ぶことができるのなら。


　数学的には解かい決けつできない問題。かつての彼なら、決して迷まよわなかっただろう問題。すさまじいジレンマが、いま、彼に襲いかかっていた。


　一パーセントに賭かけてみたい。


　このおそろしい誘ゆう惑わく。


　この誘惑にうち勝つことが、いったいだれにできるのだろうか？　かつての彼なら軽けい蔑べつしただろう。だが、もうできなかった。何かを愛するということは、こういうことなのかもしれない──宗介は漠ばく然ぜんと思った。これまで出会ってきた、ひどく不ふ合ごう理りで、愚おろかな人々──彼らの気持ちが、いまは痛いたいほどよく分かった。


　嫉しつ妬とに狂くるってトイレに中ちゆう傷しよう文ぶんを落書きした女子生徒。試合に負けるのを恐おそれるあまり、脅きよう迫はくめいたファックスを送りつけたバスケ部員。職しよく場ばの同どう僚りようを想おもうあまり、立場を忘わすれて大おお騒さわぎした教職員。


　だれが責せめられるだろうか？


　理由ははっきりしている。なにかを愛しているからだ。恐れているからだ。





　そう。


　だれが責められるのか。





　そのときの宗介が、そこまで冷静に自分へ言い聞かせたのか──それは彼自身にもわからない。


　だが結果として、彼は誘惑に屈くつした。


　一パーセントに賭けてしまったのだ。





「時間がないよ。いこう……」


　力なくつぶやき、敵から指定された場所に向かおうとするかなめ。その背せ中なかに宗介は歩み寄より、スタンガンを抜ぬいた。そのまま後ろから抱だくようにして、彼女の腹ふく部ぶにそれを押おしあて、スイッチを入れた。


　電流。軽い痙けい攣れん。


　かなめはすぐに動かなくなった。


　倒れる彼女をさっと支ささえて、両手で抱き、横たえる。医い療りようキットから鎮ちん静せい効こう果かのある薬物を選び、こなれた手つきで注ちゆう射しやしてやった。これで数時間は目をさまさないはずだ。テナントビルの屋上、給きゆう水すい塔とうの上に彼女を運び、血と泥どろに汚よごれた上着をかけておく。彼女のポケットを探さぐって、ＰＨＳを取り出す。


　その青白い頰ほおに指を這はわせたい気持ちを我が慢まんして、彼は立ち上がり、背を向けた。


「行くぞ、アル」


《了りよう解かい》


　片かた膝ひざを付いて待機していたアーム・スレイブ──〈アーバレスト〉のＡＩが答える。装甲のでっぱりに足をかけ、てきぱきと機体を登っていってから、宗介はコックピットに滑すべり込んだ。


《軍曹殿。質しつ問もんが》


「なんだ」


《ミズ・チドリはここに放置を？》


「そうだ。忘れていい」


　宗介はそっけなく答えた。


「これから陣じん代だい高校に行く。校内の爆弾を探して、それを無力化する」


《戦せん術じゆつ状況をすべて把は握あくできたわけではありませんが、あなたの選択は間ま違ちがっています》


「そうだな」


《明らかに不合理な選択です。悪質と呼んでもいいでしょう。再さい考こうを提てい案あんします》


「却きやつ下かだ」


《仮かりに爆発物を無力化できたとしても、敵は同様の作戦を何度も繰くり返すことでしょう》


「何度でも阻そ止しするまでだ」


《不可能です》


「可能にしてやる」


《不可能です》


　不可能。不合理。無む意い味み。悪質な選択。


　彼女は自分を許すだろうか？


　たぶん、許さないだろう。


　それでも──


「ほかに、どうしたらいいのか分からない」


　宗介は〈アーバレスト〉のスティックを握にぎり、機体を立ち上がらせた。がらんとした駐車場で助じよ走そうし、跳ちよう躍やくする。


　眠ねむり続けるかなめは置き去りだ。


　これまでと同じ要よう領りようで市し街がい地ちを移い動どうし、数キロ離はなれたところで、宗介は機体をふたたび停てい止しさせた。


　コックピットを半分だけ展開させて、自由になった腕でかなめのＰＨＳを操そう作さする。わずか十数個のキーだけでメールの文面を打つのは、不ふ慣なれな彼には骨が折れた。


『貴君の脅きよう迫はくは千鳥かなめには効きくが、自分には無意味だ。陣代高校の人間が何人死のうと、自分の任にん務むに支し障しようはない。最高機き密みつに属ぞくするＡＳを引き渡すことは、どのような交こう渉しようでも決してありえない。また、千鳥かなめを敵の手に渡す危き険けんがあると判はん断だんした場合に、彼女を殺害するよう自分は命令されている。この電話にかけてこい。三分以内に応答がなかった場合は、その命令を実行に移うつす』


　送信。


　さして待つまでもなかった。一分とたたずにＰＨＳが着信音を奏かなでる。


『そちらの要よう求きゆうは何だ』


　電子的に加工された男の声だった。


「俺の身の安全と、逃とう走そう経けい路ろの確かく保ほだ。そちらが指定する場所と時間では、安全が保証できない」


『分かっていないようだな。学校の爆弾を一つ炸さく裂れつさせてみようか』


　背筋が凍こおり付く心ここ地ちだった。だが宗介は超人的な自制心を動員して、ごく冷静に、完かん璧ぺきな無関心を装よそおって告げた。


「では交渉は決けつ裂れつだな。好きにしろ」


　あっさりと電話を切る。


　液えき晶しよう画面を見つめて、待ち続けた。敵がまともなら、交渉に乗ってくるはずだ。苦しいのは自分だけではない。敵も──宗介とかなめがこのままどこかに逃走してしまうことを強く懸け念ねんしているに違いない。常盤恭子や学校を人質に取ったのは、かなりの苦し紛まぎれな行動だといえる。


　本当に長い十数秒だった。


　ふたたび着信音。


　すぐにボタンを押したい衝しよう動どうをこらえながら、たっぷりと待って応答。


『こちらは千鳥かなめを確保できればそれでいい』


「だろうな」


『ＡＳにも興きよう味みはない。ただし脅きよう威いではある。一時的であれＡＳが無力化されているという保証さえあれば、そちらの安全は約束できる』


「いいだろう。では一一〇〇時、泉せん川がわ町二丁目の廃工場にＡＳを移動させる。その場でオープンハッチで待機しよう。仲間のだれかに監かん視しさせればいい。千鳥かなめは二キロ離れた泉川駅に一人で向かわせる。引き渡しが済んだら、俺はそのまま消える」


　短い沈黙。こちらの条件を深く吟ぎん味みしてから、相手は答えた。


『けっこうだ。ただし少しでもその段だん取どりが狂くるった場合は、学校の爆弾をすべて起動させるぞ』


「何度も言っている通り、それは脅おどしにはならない」


『どうかな』


　電話の向こうで男が低く笑った。


『こちらも部下を一〇人近く失ってるんだ。お互たがいプロ同士だが、俺はお前を苦しませたくて仕し方かたがない』


「興きよう味みないな」


　背中にじんわりと汗あせが浮うかんでくるのを感じながら、宗介は静かに言った。


『ミスタ・[image: ]アイアンの言っていた通りだな。面おも白しろいガキだよ、お前は』


「会話を引き延のばす気なら、もう切るぞ」


　ＰＨＳを切る。すでに敵はこちらの位置を把握して、偵てい察さつ班はんなり強きよう襲しゆう班なりを急行させていることだろう。


「移動するぞ、アル」


《ラジャー》


　ハッチを閉へい鎖さし、操縦モードを復ふつ帰きさせる。陰いん鬱うつな鉛なまり色いろの町を、透とう明めい化かした〈アーバレスト〉は駆け抜けていった。


　イニシアチブはある程度、取り戻した。


　たとえかりそめのものだとしても。


　これからが博ばく打ちの本番だ。敵が恭子たちを殺すといっているのは、決してハッタリではないだろう。やつらは本気だ。


　なんとかしなければならない。


　たった一人で。










　　４：損そん害がい評ひよう価か










　はげしく揺ゆれるコックピットの中では、マオとＡＩの声、そして複ふく数すうのアラーム音が飛び交かっていた。


《損そん害がい報ほう告こく。右大だい腿たい部ぶにクラスＢの損傷。ＡＤＣ（自動損害制せい御ぎよシステム）およびＡＭＬ（能動動作抑よく制せいシステム）作動》


「ＡＭＬはキャンセルしろ」


《ラジャー。ＡＭＬオフ。損傷部の保ほ護ごを放ほう棄き》


「あとどれだけ保もつ？」


《質問。具ぐ体たい的てきな箇か所しよを──》


「損傷部よ」


《推すい定てい、四五秒から一六〇秒。戦せん闘とう機き動どうの即そく時じ中止を推すい奨しよう》


「そんな余よ裕ゆうはない」


　マオ機の右脚あしに命中した敵の三〇ミリ砲ほう弾だんは、大だい腿たい部ぶのマッスル・パッケージと一部の衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうシステムに損傷を与えていた。マッスル・パッケージは、その名の通りＡＳの筋きん肉にくだ。導どう電でん性せいの形状記き憶おくプラスティックを寄より合わせた繊せん維いの束たばで、人体と同様、伸しん縮しゆくすることで関節を駆く動どうさせる。


　その右足の『筋肉』が、損傷と負ふ担たんで破やぶれかけていた。微び細さいな繊維が一本ずつ千ち切ぎれていき、やがては全体が一気に破は断だんするのだ。そうなったら、この機体は敵の前で歩くことさえできなくなる。じわじわとやせ細っていく右大腿部の筋肉の束──これがまさしく、いまのマオの『命いのち綱づな』だった。


　機体のＡＩは損傷部の保ほ護ごを優ゆう先せんするよう提てい案あんしていたが、マオはそれをはねつけた。壊こわれかけた右大腿部を酷こく使しする以外に、敵の攻撃をしのぐ手しゆ段だんはないのだ。


《戦域外への即時撤てつ退たいを推奨》


「逃げる!?　はっ、いったいどこへ──」


《ミサイル警けい報ほう。四時、距離四、三発》


　ひときわ大きなアラームが鳴る。海岸近くまで接近していた『ベヘモスＡ』から、三発の無む煙えん式しきミサイルが接近していた。


「くっ!!」


　全力疾しつ走そう中ちゆうの機体を急制せい動どう。焼けこげた大地をＭ９の左足が踏ふみしめ、土ど砂しやと土つち煙けむりが巻きあがる。猛もう烈れつな衝しよう撃げき。内臓が体から飛び出していきそうな感覚。ミサイルが進路をわずかに変えた。頭をミサイルに向ける。頭部機き関かん銃じゆうをフルオート射しや撃げき。強きよう制せい給きゆう弾だん式しきなので薬やつ莢きようは出ない。大量の劣れつ化かウラン弾が弾だん幕まくとなって吐はき出される。一発が爆ばく散さん。もう一発もシーカー部分を吹き飛ばされて、誘ゆう導どう機き能のうを失う。


　最後の一発がそこまで来ていた。回かい避ひするしかない。右に鋭するどくステップしてから、逆方向に全力で跳ちよう躍やく。損傷した右脚部が、さらなる負ふ担たんに悲鳴をあげた。ミサイルはぎりぎりでマオ機をとらえ損そこねて、地表に着弾する。


　滞たい空くう時間は短かった。マオのＭ９は煙を突っ切り、低い放ほう物ぶつ線せんを描いて、燃もえ上がるジャングルへと飛び込む。脚あしから降おりたかったが、損傷部が心配だった。機体をひねり、左腕うでから前回り受け身の要よう領りようで着地。一〇トンの機体が木々をなぎ倒して回転する。容よう赦しやないショックと回転運動で気が遠くなった。


　だが休む間はない。同じアラームがマオの耳を打つ。


《ミサイル警報。一一時。距離三。三発》


　また三発だ。ミサイルが接近。さらに『ベヘモスＡ』は機関砲も撃うってきた。立ち止まって迎げい撃げきする余裕さえ与えてくれない。地面を転がりながら跳はね起きて、ふたたび疾走、敵の掃そう射しやをかわす。右大腿部の『筋肉』は、もはやいつ破断してもおかしくなかった。コンピュータ任せの不ふ規き則そくな乱らん数すう機動。敵の運動予測プログラムとの真っ向勝負だ。無数の敵砲弾が周囲に着弾し、走るＭ９を追い回す。


　さらに三発のミサイルが迫せまった。走りながら迎撃。照しよう準じゆんがぶれる。かろうじて一発を破は壊かい。ＥＣＳを最大で起動しつつ、後方へ跳とぶ。青白い光のベールが尾おを曳ひく。電でん磁じ迷めい彩さいシステムが機体をステルス化させ、残り二発のミサイルが目標を見失った。


　ミサイルが爆発。ぎりぎりで逃のがれる。尻しり餅もちをつくような格かつ好こうで、マオのＭ９は地面にめりこんだ。


「っ……」


　危機はどこまでも続く。『ベヘモスＡ』がなおもこちらを狙ねらっていた。すぐ動かなければ蜂はちの巣だ。ジャックナイフ機動で機体を起こし、さらに跳躍しようとする。


　できなかった。パワーがない。


　莫ばく大だいな電力を食うＥＣＳの起動と、はげしい戦闘機動を同時に行ったせいで、蓄コン電デ装ン置サのパワーが瞬しゆん間かん的にほとんど空になっていた。チャージまで一〇秒は必要だ。


　そして右大腿部のマッスル・パッケージが、とうとう破断していた。もはや立ち上がることさえできない。


（くそっ）


　毒どくづき、機体を這はわせる。追いつめられたマオのＭ９は、泥どろの中を仰あお向むけに後じさるばかりだった。


　もはや打つ手はない。ＩＴＣＣ─５での遠えん隔かく操そう縦じゆうで使える兵器は、すべて使い尽つくしている。上陸されたいま、自じ走そう機き雷らいも役には立たない。海岸に埋うめた地雷も、とうの昔に執しつ拗ような砲爆撃でなぎ払はらわれている。


　残された唯ゆい一いつの武ぶ装そう──右手の四〇ミリ・ライフルを頭上に向け、フルオート射撃した。だめだ。まったく歯が立たない。すべてはじかれる。


　山のような〈ベヘモス〉の巨体が迫る。


　空が巨人のシルエットで覆おおわれていく。装そう甲こうをしたたる大量の海水。圧あつ倒とう的てきな、あまりにも圧倒的な暴ぼう力りよくのイメージ。


　ベヘモスは巨砲をマオ機に向け、すぐに思いとどまった。弾薬の無む駄だ遣づかいだと悟ったのだろう。そのまま悠ゆう然ぜんと前進し、もがくＭ９めがけて右足を振り上げた。


　一気に踏みつぶす気だ。ちょうどＡＳが、人間の歩兵を虐ぎやく殺さつするかのように。


（おわりか。ちくしょう）


　絶ぜつ望ぼう的な死を前にして、恐怖よりも悔くやしさ、無力感よりもなお尽きることのない闘とう争そう心しんが先に立っている自分に、マオは奇き妙みような安あん堵どを感じた。みっともない悲鳴が出てこない自分に、誇ほこらしさを感じた。海兵隊からこれまでの兵隊生活も、なかなか捨すてたものではなかった──そう思えた。少なくとも、あたしは男どもが陰かげであざ笑ってたような『お嬢じようさん』ではない。それを証しよう明めいできた。


　テニスコートほどはあろうかという広さの足の裏うらから、ねばねばした泥と海水がしたたり落ち、マオのＭ９に降ふり注そそぐ。空がまったく見えなくなった。もう逃げられない。巨大なプレス機と化した敵の足の裏だけで、視し界かいがいっぱいになる。


　衝しよう撃げき。


　一いつ瞬しゆんで機体の装甲がひしゃげ、コックピットが押しつぶされ、操そう縦じゆう兵へいはぐしゃぐしゃになる。痛いたみを知ち覚かくするゆとりさえ──


　ちがった。


　固く目を閉とじ、覚かく悟ごしたその瞬間はこなかった。


　彼女の機体は一機のＭ９に抱かかえられ、地上を疾しつ駆くしていた。すぐにわかった。キャステロ中尉の機体だ。鉄てつ槌ついとなって振り下ろされた〈ベヘモス〉の足から、マオ機をぎりぎりですくいだしたのだ。同時に〈ベヘモス〉の頭部付近に、数発の砲弾が命中し四し散さんする。クルツ機の狙そ撃げきだ。どこから撃っているのかは見えなかった。


　一機の〈ベヘモス〉を片づけたクルツたちが、どうにか駆かけつけてくれた──


『生きてるか、マオ』


　キャステロの声が無線から響ひびいた。スクリーンに映る彼のＭ９は、ひどいありさまだった。頭部は半はん壊かいし、肩けん部ぶの装甲は吹き飛び、左腕は手首から先がなくなっていた。ほとんど動けないマオのＭ９を抱えているために、その移い動どう速度はひどく心細い。


「だめよ中尉、いますぐ──」


　クルツの援えん護ごにもかかわらず、怒れる〈ベヘモス〉が、機関砲の追い打ちをマオたちに浴あびせかけた。回かい避ひ運動。避よけきれない。何発もの三〇ミリ砲弾が命中し、装甲板が吹き飛ばされる。キャステロ機が姿し勢せいを崩くずし、二機はもつれるようにして転てん倒とうした。


「うっ……！」


　とどめを刺さそうとする『ベヘモスＡ』に、クルツからの執拗な射撃が襲いかかる。致ち命めい傷しようにはほど遠いが、敵にとっては相そう当とうに神しん経けいに障さわる攻撃なのだろう。〈ベヘモス〉は咆ほう哮こうをあげ、手にした巨砲をクルツへと向けた。


　その巨砲の砲身に──


　クルツ機の放った砲弾が飛び込んだ。


　針はりの穴あなを通すような驚きよう異い的てきな照準だ。火花が散ちる。『物もの干ほし竿ざお』の砲身がゆがみ、機関部奥深くの榴りゆう弾だんが炸さく裂れつし、〈ベヘモス〉の手元で大きな爆発が起きた。ぐらりとよろめき、巨砲を手放す。木々を押しつぶし、轟ごう音おんとともに『物干し竿』がメリダ島の大地に落着した。


『へっ、またカマしてやったぞ。うすのろめ……』


　悪意に満ちたクルツの声。


　だが主兵へい装そうは奪うばえたものの、いまだ『ベヘモスＡ』には強力な機関砲がある。クルツの援護ももう限界だ。


　まだ動けるのだろう、キャステロ機はフルパワーでマオ機を手近な岩いわ陰かげへと放り投げ、反転するなり跳躍した。


『囮おとりになる。機を捨て基地へ走れ』


「無む理りです、それに──」


『命令だ、少尉！』


　議ぎ論ろんの余よ地ちなど許ゆるさず、満まん身しん創そう痍いのキャステロ機は単身で〈ベヘモス〉へと立ち向かっていった。





　担たん当とうする敵を逆にすべきだった──


　自機のＭ９を縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつりながら、もう一機の『ベヘモスＣ』を引きつけていたクルーゾーは歯がみしていた。


　マオが戦っていた北岸地帯よりも、岩場のこちらは遮しや蔽へい物ぶつが比ひ較かく的てきに多い。パワーにも弾だん薬やくにも、そして操縦者の集中力にもまだ余よ裕ゆうがあった。


　マオたちの救きゆう援えんに向かいたいが、それもかなわない。こちらもいまの敵で手いっぱいだ。


　それに敵てつ機きは、自分の敵が単独の一機だということに気付きつつある。陽よう動どうもそろそろ限界だ。


　はるか彼か方なた、島の西岸に敵の大型ヘリ十数機が、次々と降こう下かしていくのが見えた。迎撃システムの破は壊かいされたいま、それを阻そ止しすることはまったく不ふ可か能のうだった。


　クルーゾーはスティックを握りなおした。


「ＺＡ─３を並へい列れつ操そう作さ。『ベヘモスＣ』を無む制せい限げん攻撃だ」


《ラジャー》


　八〇〇メートル離れた岩地に待機させていた無人のＭ６──最後の一機が、超ちよう高速ミサイルで〈ベヘモス〉への攻撃をはじめた。


　敵の注意が逸それる。クルーゾーのＭ９〈ファルケ〉はすばやく遮蔽物から躍おどりだし、ライフルを撃ちながら高速で移動した。


　司令センターのカリーニン少佐から通信。


『本部よりウルズ１へ。「ベヘモスＣ」を、あとどれくらい引きつけられる？』


「五分が限げん度どです」


『……わかった。限界が見えたら帰き投とうしろ。穴あな蔵ぐらにもぐって白はく兵へい戦せんに持ち込む』


「奴やつらはＢＣ兵器を使うかもしれません」


　地下基地にサリンやタブンなどの化学兵器を注入すれば、労せずしてこちらの将しよう兵へいを制せい圧あつすることができるだろう。ここまでやってくる敵が、いまさら人道を気にするはずもなかった。


『わかっている。Ｃ３区画の空調施し設せつを奪うばわれたら終わりだ。戦力は集めている。いまは相手に集中してくれ』


「了りよう解かい」





　撃げき破は。撃げき墜つい。不ふ時じ着ちやく。大破。火か災さい発生。


　軽傷。重傷。重体。死し亡ぼう。行ゆく方え不ふ明めい。交信不能。


　そうした報告の絨じゆう毯たん爆撃が、司令官のテッサに襲いかかっていた。報告を受け取るたび、彼女は顔色一つ変えずに次の指し示じを出し、すべての状じよう況きようを頭の中で組み直していく。


　スペックが死んだと聞いたときも、彼女はすぐに『一機のＭ９』と『一人の熟じゆく練れん操縦兵』を失った損害を評ひよう価かし、手持ちの戦力を修しゆう正せいし、それに基もとづいて今後に予想される状況と対たい策さくを練ねり直した。


　彼の死について、彼女が考えたことは本当にそれだけだった。


　付ふ随ずいしてくるもっと大きな損失──彼の憎にくまれ口や、皮ひ肉にくっぽい笑顔や、最後の時に見せた心からの直立不動の姿し勢せいなどが、もう二度と帰ってこない事実は、完全に頭から閉め出した。


「大佐殿どの──」


　カリーニンが報告した。


　敵の降下部隊が島の西岸に到とう達たつしたという。自分の予想より一〇分ほど遅かった。『ベヘモスＢ』が撃破されたおかげだ。三機のうちの一機とはいえ、敵にとってはまさかの損害だろう。その一〇分と敵への精せい神しん的てきダメージは、いまこの状じよう況きようで貴き重ちような資し源げんだった。


　降下部隊が地下に侵しん入にゆうするのはあと十数分だ。トラップで足止めしてもせいぜい三〇分。基地の陸戦ユニットが善戦してくれたとして──どこまで持ちこたえるのか？　そしてどれだけの損害が出るのか？


『艦長──』


　地下ドッグで整せい備びを監かん督とくしているマデューカスが報告した。


　強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉が完全に出しゆつ航こう可能になるまでは、あと二時間半かかるという。


　一番の問題は艦の動どう力りよく源げんであるパラジウム・リアクターの燃ねん料りようペレット充じゆう塡てん作業だった。この作業をあきらめることは可か能のうだったが──そうなると、〈デ・ダナン〉は出航してからわずか数週間で行動不ふ能のうになる。ひどい場合は、もっと短いかもしれない。一〇年以上無む補ほ給きゆうで稼か動どうする通つう常じようの艦かん船せん用よう原げん子し炉ろと異ことなり、パラジウム・リアクターには『燃料切れ』があるのだ。いま進めている充塡作業が完了すれば、〈デ・ダナン〉は八か月以上、潜もぐりっぱなしで行動することができる（クルーの食料を度ど外がい視しすれば、の話だが）。


　問題はパラジウム・リアクターだけではない。操そう艦かんに不可欠な高こう圧あつ空気をコントロールするコンプレッサーも修理が完了しておらず、このまま海に出れば、いくつかの条件下で致ち命めい的てきな騒そう音おんをまき散ちらすことになるだろう。食料を含ふくめた各種補給物ぶつ資しの積み込みもまだ四〇パーセントくらいだ。


〈デ・ダナン〉がせめてまともな状態になるまで、あと二時間半。


　あのマデューカスが言っているのだ。規き定ていの作業を終えるなら、それ以上は絶対に短縮できないだろう。


　二時間半。


　もちこたえられるのか？


（無む理りだわ）


　溺おぼれている人間が、這はい上がる岸の心配をする余よ地ちなどない。彼女はすぐさまマデューカスに指示を出した。


「リアクターの充塡作業は中止です。コンプレッサーの修理も中止。余あまった人員はすべて水密の点検に回しなさい」


『……やはり、それしかありませんな。了解です』


　電話越しのマデューカスの声は苦々しげだったが、異い論ろんを唱える気もない様子だった。


　テッサの下した命令を漏もれ聞いたのだろう。カリーニンが彼女に目を向けた。


「大佐殿？」


「もたないでしょう？　二時間半なんて」


「はい。残念ながら」


　カリーニンは少しの間、口ごもってから言った。


　妙みようだった。


　ほとんどの人間は気付かないかもしれない。だが、きょうのカリーニンの様子はいつもと違っていた。命令や指示がおかしいわけではない。だれがどう見ても、的てき確かくで迅じん速そく、これ以上は考えられない指し揮きぶりだ。


　しかし、どこか不自然なのだ。


　動どう揺よう？


　そうかもしれない。だが、元スペツナズのたたき上げ将校の彼なら、もっとひどい修しゆ羅ら場ばをいくつも潜くぐってきたことだろう。いまの状況もひどいものだが、だからといって彼が動揺する理由には思えない。常じよう人じん離ばなれした鋼はがねの意い志しと冷れい徹てつな思し考こうを備そなえた、百ひやく戦せん錬れん磨まのこの男が、わざわざ、いまこのときにうろたえるはずがない。


　彼のたたずまいは、テッサから見てなんというのか──


　逡しゆん巡じゆん。


　そう、逡巡だ。カリーニンはなにか、もっと大きなジレンマ、もっと大きな命題に心を奪われているかのようだった。いまこの基地が直面している問題よりも、もっと向こうにあるなにかに。


　それは遠い過か去こを見ているようでもあり、また同時に灰はい色いろの未来に目を凝こらしているようでもあった。


「少佐……？」


「失礼しました、大佐殿。やれるだけのことはやってみますが──」


　そのとき、戦闘中のクルツから通信が入った。


『ウルズ６より本部へ。現在も「ベヘモスＡ」と交戦中だ──』


　その声には、当然あるはずの緊きん迫ぱく感かんと活力がまるで感じられなかった。


『「ベヘモスＡ」の主要な兵へい装そうはほぼ無力化した。「物干し竿」は破は壊かい、三ア〇ベミンリジ機ヤ関砲ーも撃うち尽つくしたようだ。ほかのミサイル類も、確認できる限りでは残ざん弾だんゼロみたいだな。ただ……』


　明るい知らせのはずなのに、無力感と諦てい念ねんに打ちひしがれた声だった。その理由をたずねようとする前に、クルツが言った。


『ただし、ウルズ３は撃げき破はされた。キャステロのオヤジは戦死だ。至し近きん距離から三〇ミリをしこたま喰らって、ベヘモスの両手でばらばらにされた。俺が確かく認にんした』


「……本部了解。ご苦労だった、帰き投とうしろ」


　カリーニンが告げる。


『いや。敵の降下部隊が見える。こちらの残弾もわずかだけど──できるだけ足止めしてから帰投する』


「必要ないわ。すぐ戻って」


『ありがとよ、テッサ。でもまあ、もうすこし粘ねばってみるわ。そうでもしないと……』


　無線の向こうでクルツがため息をついた。


『そうでもしないと、あいつらに顔向けできねえからな。姐さんもどうなったかわからねえし……。んじゃ、よろしく』


「ウェーバーさん!?」


　テッサが制せい止しする間もなく、クルツからの交信は途と絶ぜつした。





　冷え切った東京の空を、ヘリが横切っていく。


〈アーバレスト〉のデュアル・センサーがとらえた情報は、そのヘリが警けい視し庁ちようの所しよ属ぞくだと教えていた。その四キロ西には新聞社の報ほう道どうヘリ。パトカーのサイレンも遠くから聞こえる。そして──肉にく眼がんでは捕ほ捉そくできないほどの遠距離さえ見とおす赤せき外がい線せんセンサーは、陸上自じ衛えい隊たいのＡＳ輸ゆ送そうヘリが規き定ていのルートを飛行しながら待機していることを教えてくれていた。


　いまの西東京は、正体不明の戦闘行こう為いに震しん撼かんし、大きく混こん乱らんしている。


　すべて自分と、敵が引き起こした騒さわぎだ。それでも街は呑のん気きに見えた。カブールやベイルートとは違う。ほとんどの人々は、不安を抱かかえながらもいつも通りの生活を送っていく。


　だがちがった。そうではない。


　あの学校はちがう。


　宗そう介すけの駆かる〈アーバレスト〉は、ビルからビルへと跳ちよう躍やくしながら、注意深く陣じん代だい高校への進路をとった。もとより、この機体を手放すつもりなどない。


　一一〇〇時、泉せん川がわ町の廃はい工場に〈アーバレスト〉を移動させ、オープン・ハッチで待機させる──


　敵と電話で交わしたその取り決めだったが、その約束を守る気など、宗介にはさらさらなかった。向こうもそのつもりだろう。ありとあらゆる手しゆ段だんで、こちらを無力化して確かく保ほするつもりだ。拷ごう問もん、薬物、噓うそ発見機。あとはどうとでもなる。


　あの交渉で宗介が得たのは、時間だった。


　すくなくとも一一〇〇時までは、敵の暴ぼう挙きよを思いとどまらせることができる。それだけが重要な事実だ。もちろん敵もそれを自覚しているだろう。彼らが起爆スイッチを押さないのは、ただの義ぎ理りではない。向こうもこちらの身み柄がらを押さえるだけの準じゆん備び時間が欲ほしいのだ。警察やマスコミが騒ぎ出したいま、彼らは前よりも動きにくくなっている。パトカーの二、三台を吹き飛ばす戦力はあっても、五〇台を蜂の巣にする力はない。


　だが、爆弾の探たん知ちを〈アーバレスト〉にやらせようという考えは、すぐに改あらためなければならなかった。遠まきに偵てい察さつをしてみたところ、かなめの辛しん辣らつな指し摘てき通り、敵は陣代高校周辺に何重もの網あみを張はっている様子だった。光学センサ、赤外線センサ、超ちよう広こう帯たい域いきレーダー。人間の監かん視しはもちろんだ。


　こちらがＥＣＳを使っているとしても、近づけば探知されてしまうことだろう。爆弾の探知に〈アーバレスト〉は使えない。


　ＡＳは。


（ならば……）


　学校の一キロ北、オフィスビルの屋上に移動後、パッシブ・センサで周辺を入念に走そう査さしてから、宗介は言った。


「アル」


《はい、軍ぐん曹そう殿どの》


「完全自じ律りつモードで移動した場合、ここから陣代高校まで最短で何秒かかる？」


《約四〇秒です》


「その移動後、対空用のＥＣＭ（電子対抗手段）を最大出力で何秒間駆く動どうできる？」


《状じよう況きようにより前後しますが、約一五〇秒です》


「…………」


　宗介は頭の中で簡かん単たんな計算をしてから、コックピット・ハッチの開放スイッチを押した。ハッチ裏側のラックから、サブマシンガンと携けい帯たい無む線せん機き、デジタルマップを取り出し、軽い身のこなしで機外へと降り立つ。


「ＥＣＳは現状維い持じ。モード４で警戒待機だ。呼んだらすぐに来い。座ざ標ひようは──」


　デジタルマップの表示を読みとり、座標といくつかの設定を指示する。


《了解。ハッチを閉へい鎖さします》


〈アーバレスト〉の胸部がスライドし、がくん、とハッチが閉じる。依い然ぜん、透明化したままの機体に背をむけ、屋上の出入り口に向かおうとする宗介を、アルが呼び止めた。


《軍曹殿》


「なんだ」


《このまま私を、ここに置き去りにしないでください》


　奇き妙みようなアルの言葉に、宗介は眉まゆをひそめた。


「『後で呼ぶ』と言っただろう。置き去りになどしない。待機していろ」


《了解》


「なぜそんなことを言う？」


《予感がするからです》


「予感？」


《あなたとお別れする予感です》





　機を捨て脱だつ出しゆつし、サブマシンガンを片手に、燃え上がる密みつ林りんを走るマオには、味方の損害など知るよしもなかった。


　全身ずぶ濡ぬれ、泥どろまみれだ。


　とにかく走る。そしてなんとか基地へたどり着く。いま彼女に出来ることは、ただそれだけだった。


　絶ぜつ海かいの孤こ島とうとはいえ、メリダ島は相そう応おうに広い。東京都心部くらいの広さはある。そして負ふ傷しようした操縦兵が、すいすいと進んでいけるような地形もほとんどない。


　野太い木の根を飛び越え、小川に飛び込む。どろどろの水をかきわけ、たちこめる煙けむりにむせかえる。


　頭上にはジェットヘリの爆音。味方のペイブ・メアではない。敵てきの輸送ヘリ──おそらく、この音はスーパー・スタリオンだ。


　こちらを探しているのだろうか？


　いや、違う。敵の目標は基地の制せい圧あつだ。自分一人にかまけている時間などないだろう。小川から岸にあがり、草をかきわけ、まとわりつく蔦つたを押しのけるようにして、彼女は南東を目指そうとした。


　だが、その方角さえわからない。情なさけない話だが、自分にとっては裏うら庭にわに近いようなこの密林でも、コンパスがなくてはまともな針しん路ろをとることができなかった。


　そして、この山火事だ。


　息苦しい。体中が痛いたい。このままでは、敵に遭あう前に死ぬ。


　右膝ひざの捻ねん挫ざは昔の負傷以来、癖くせになっていて──さっき大たい破はした機体から脱出したときに、またやってしまった。一歩一歩が拷ごう問もんのような責せめ苦だ。


　基地はどこだ。弾だん薬やくがいる。


　あたしはまだ戦える。


　朦もう朧ろうとしたまま、よろめきながら獣けもの道みちを進むと、白い虎とらに出会った。


　しなやかな肢し体たい。染しみ一つない和紙に、墨ぼく汁じゆうで描えがいたかのような美しいしま模も様よう。森にたちこめる煙の向こうに、ぼんやりとその姿すがたが浮かんでいる。


　幻げん覚かくでも見たのだろうか？


　彼女がそう思って目をこすっているうちに、虎は軽々と跳躍し、風上の方角へと消えていった。その後ろ姿は、まるでマオに『ついてこい』とでも言っているかのようだった。


「くそっ……」


　彼女は歯を食いしばり、手近の樹じゆ木もくにすがりつくようにして、その幻まぼろしを追いかけていった。





　ぎりぎりまで近づくことはできるだろう。


　だが、敵の厳げん重じゆうな監かん視し下かにある学校へひそかに侵しん入にゆうするのは、ほとんど不ふ可か能のうだった。登下校時ならまだしも、いまは授じゆ業ぎよう中ちゆうだ。静まりかえった校こう舎しやに接せつ近きんする人間は、だれであろうとひどく目立つ。


　その姿を見られた段だん階かいで、アウトだ。


　では、どうやって敵の仕し掛かけた爆発物をすべて発見すればいいのか？　学校のあちこちに配置された爆弾を。有ゆう効こうな場所は数限りなくある。全部でいくつなのかも分からない。それらをすべて、正確に探り当てるのだ。


　そんな方法など、あるわけがなかった。


　どんな余よ裕ゆうがあったとしても、自分一人で無力化できる爆弾は、せいぜい一つだ。同時にすべてを解かい体たいすることはできない。


　ならば──


　学校から数百メートルほど離はなれた商店街の一角まで来た宗介は、電話ボックスへと走った。かなめの携けい帯たい電話を開き、電話帳から然しかるべき番号を見つけると、それを公衆電話へ手早く打ち込んでいく。


　ほどなく電子音声が告げた。


『おかけになった電話番号は、現げん在ざい、電でん源げんが入っていないか、出ることができません。後ほどおかけなおしください』


　まあ、そうだろう。向こうも授業中なのだから。それでも宗介は同じ操そう作さをした。


『おかけになった電話番号は、現在──』


　また同じだった。すぐに切って、繰くり返す。電子音声は辛しん抱ぼう強く繰り返した。苛いら々いらするほどの口調で。


『おかけになった電話番号は──』


『……はい』


　やっと相手が出た。落ち着いた、低い声の男だった。


「先せん輩ぱい。頼たのみがあります」


　挨あい拶さつもなく宗介が告げると、わずかな間を置いて、その相手──林はやし水みずはこう言った。


『トラブルかね』


「ええ」


『わかった。どうすればいい？』


　細かい事情をまったく聞こうともせずに、相手はそう告げた。宗介は一度つばを飲み込んでから、なにをして欲しいのか詳くわしく説明した。


『まいったな。停てい学がくものだ』


「必要なんです」


『いや、冗じよう談だんだよ。喜んでやろう』


「助かります」


『構かまわんさ。ただ──』


　相手は電話の向こうで、小さなため息をついた。


『──これでお別れということかな？』


「……おそらく」


『そうか。達たつ者しやでな。……君との一〇か月は楽しかったよ。本当に楽しかった』


「俺もです。楽しかった」


『彼女にもよろしく言っておいてくれ。できる限かぎり力になるとも』


「はい」


『幸運を』


　電話が切れて、単調なトーン音が受話器の中で響ひびき渡った。





　その男──クラマは、ただの一高校を爆弾で吹き飛ばすことに、大した意い義ぎや意味を感じてはいなかった。


　大おお柄がら。短く刈かり込んだ頭と、灰はい色いろの無ぶ精しようひげ。小さく、丸い眼め鏡がね。


　クラマは傭よう兵へいだ。戦う手段に選より好みはないが、だからといって安あん易いな残ざん虐ぎやくさや、その逆のヒューマニズムに流されることもない。


　必要ならば、すべてやる。


　ただそれだけだ。


　そしてクラマの経けい験けんは、満まん場じよう一いつ致ちで彼自身にこう告げていた。


　容よう赦しやは要いらない。起き爆ばくしろ。


　ここでいい加か減げんな対たい応おうをすること、それ自体が後の憂うれいを招まねく。ありとあらゆる言葉が、契けい約やく書しよとして機能する。脅おどした以上、実行ができなければ意味がないのだ。


　それだけではない。宗介の抵てい抗こうで複ふく数すうの部下を失ったクラマには、報ほう復ふくをする権けん利りがあった。いや、すくなくとも、彼自身はそう思っていた。


　そうしたすべてを踏ふまえた上で──


　クラマは起爆スイッチを押すことに、いかなる痛つう痒ようも感じていなかった。


　それもいいだろう。


　あの男はもっと苦しむべきだ。


　彼の感じるものはその程てい度どだった。


「白いＡＳは現あらわれたか？」


　廃はい工場に待機している部下に無線でたずねると、その部下は小さなうなり声をあげた。


『いえ、まだです』


「わかった」


　彼は手元の起爆スイッチの安全装そう置ちを、ひっそりと解かい除じよした。この装置から発振された暗号つきの電波を受け取ったとき、校内の八か所に仕掛けた爆弾が同時に爆発するのだ。
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　親指一本。それでけりがつく。


　その後は、自分の知ったことではない。


　戦って、殺して。いつものことだ。躊ちゆう躇ちよはない。


　そのおり、監視チームから連絡が入った。『学校内で火か災さい報ほう知ち器きが鳴っている』と。


　相さが良ら宗介の仕し業わざだろう。校内の人間に連絡をつけて、警報を発したのか。


　だが──だとして、こんな避ひ難なんが何の役に立つというのだ。年に一度の避難訓くん練れんしかしていない高校生一〇〇〇人以上が、校舎から完全に退たい避ひするまで何十分かかると思っている？　こちらはスイッチ一つなのに。


　集音マイクが騒そう動どうをとらえる。けたたましいベルが鳴り響いていた。さらに追い打ちをかけるように、校内放送。


『テスト、テスト。こちらは生徒会です』


　しれっとした声でその人物は告げた。


『つい先ほど、北校舎で重大な災さい害がいが発生いたしました。当生徒会の補ほ佐さ官かん──えー、ご想像の通り、彼ヽです──彼が持ち込んだ化学兵器が、不幸な事じ故こにより漏ろう洩えいしました。これから一〇〇秒以内に校庭まで避難してください。すこしでも遅おくれると死にます。お急ぎを』


　化学兵器？　ばかげている。ただの高校で、そんな話が通用するわけがないではないか。まだ普通に、『火事だ』と警告する方が合理的にさえ思える。


（相良宗介。これがおまえの作戦なのか？）


　クラマは失望と共に、爆弾のスイッチを握りなおした。躊躇したのは五秒くらいだっただろうか。彼は小さなため息をついてから、問題のスイッチを押し込んだ。直後、用意した爆弾が炸裂するはずだった。


　だが、爆発しない。


　二回、三回。反応なし。


　届とどくはずの無線信号が届かないのだ。


　そうこうしている間にも、学校の生徒たちは避難活動を進めていく。それも普通の速さではなかった。先を争うような猛もうダッシュだ。双そう眼がん鏡きようから見える生徒たちは、だれもが必死の形相でいる。これも彼の予想外だった。


「どうなっている!?」


「非常に強力な電波妨ぼう害がいです。Ｄ地点から」


　北側のマンション屋上に設もうけた、ＡＳの接せつ近きんを警けい戒かいする監視ポイント。その場に、あろうことか、あの白いＡＳがひざまずいていた。ＥＣＳを解除し、堂々とその姿をさらしている。なぜあの機体が近づくことに、監視員たち──おそらく、すでに制せい圧あつされてしまったのだろう──は気付かなかったのか？


　いや、それは後回しだ。あの白いＡＳはＥＣＳを停てい止しして、すべてのパワーを電波妨害に注ぎ込んでいる。そう長い時間はもたないはずだ。せいぜい二分かそこらだろう。


「すぐに攻撃しろ」


　クラマは部下に命じた。


「いまあの機体はまったく動けないはずだ」





　一二〇〇名を、たった一人と一機で守る。


　宗介が直面した東京での──おそらく──最後の作戦は、それほどに困こん難なんなものだった。


〈アーバレスト〉と別れたあと、宗介は敵の観かん測そくポイントに生身で忍しのび寄より、ＡＳの接近を警戒していた敵三名を、音もなく無力化した。観測機材を停止させ、敵の監視網もうに穴あなを開け、その盲もう点てんをついて〈アーバレスト〉を自じ律りつ操そう縦じゆうモードで呼び寄せる。無人ながらも、『アル』は機体を迅じん速そくに誘ゆう導どうすることに成功した。


　宗介はそのまま観測ポイントのマンションを離れ、さらに学校へとぎりぎりまで忍び寄る。〈アーバレスト〉は制圧済みの観測ポイントで待機だ。


　あらかじめ取り決めた時じ刻こくまで待ち、そこで作戦を発動させる。


〈アーバレスト〉がフルパワーで電波妨害を行った。同時に宗介が学校の校舎内へと急ぐ。学校内の味方──林水敦あつ信のぶがそれに先んじて校内放送で避難を告げた。


〈アーバレスト〉が最大出力の妨害をかけていられる時間は限られていた。せいぜい二分から三分。そんな短い時間に避難を完了できる学校など、まずないだろう。


　だが、この学校は違った。


　それが可能な日本唯ゆい一いつの学校なのだ。


　それだけが、この問題の突とつ破ぱ口こうだった。一〇か月の生活で、宗介が知らぬうちに築きずいてしまった、冗談のような事実だった。童話でいうところの『狼おおかみが出たぞ』になることだけが心配だったが、その問題さえ、心強い味方の林水がなんとかしてくれた。みんなは──学校のみんなは、期待通りに、必死になって避難してくれている。我われ先さきに。


（そこまで俺のやらかす事が恐おそろしいのか……？）


　ふと冷静になってそう思ったりはしたが、それでもありがたいことだった。


　全員が校庭に避難することさえできれば、校舎内で爆発が起きてもその生徒たちは無ぶ事じなはずだ。


　ただ一名を除のぞけば。


　その一名を救うために、宗介は全力疾しつ走そうしていた。


　時間がない。


　そしてその時間すら、いまは危あやうい。


〈アーバレスト〉やＭ９が搭とう載さいしている電波妨害装置は、ＥＣＳなどのステルス化とはまったく逆の装置である。広こう帯たい域いきにわたって強力な電波を発信し、敵のレーダー探知や通信を邪じや魔まするのだ。言ってみれば、スピーカーからすさまじいサイレンを流して、会話や足音をかき消してしまうようなものだった。


　だが宗介たちが、この機能を使うことは滅めつ多たにない。なぜか。


　これ以上はないほどはっきりと、自身の位置を敵にさらしてしまうからだ。闇やみ夜よでサーチライトをたくようなものである。学校に仕掛けられた爆弾の起爆信号を妨害するためとはいえ、これは〈アーバレスト〉にとってほとんど自殺行こう為いだった。


　陣代高校の周辺に、無感動な男の声が響き渡る。


『警ワー告ニング。重ヘビ火ーア器ーム装ド・備インのフア歩ン兵トリ、一トウ二エル名ヴ。距レン離ジ・１ワン、方ベク位ター３スリー０ゼロ５フアイヴ、２トウー２トウー７セヴン、１ワン６シツクス４フオー』


　学校の北にあるマンションの屋上から、〈アーバレスト〉が外部スピーカーの大音量で告げた。宗介はすでにそのマンションを離れ、北校舎裏の非常階段を駆かけ上っている。広帯域の電波妨害を行っているいま、宗介と〈アーバレスト〉自身も無線通信機が使えない環かん境きようだった。専せん門もん的てきな英語なので住民や生徒のほとんどは理解できないだろうが、敵は別だ。それでも宗介は、『戦況』を把は握あくしておく必要があった。


　敵が〈アーバレスト〉に迫せまっている。あの機体が動けないことが分かっているのだ。


（急がなければ……）


　恭きよう子こが捕とらわれている場所の目星は付いていた。学校施し設せつのあれこれについてなら、いまの宗介はどの生徒よりも詳くわしい。この時間帯、生徒や職員が寄り付かない場所は、屋上の給水区画か体育館の地下倉そう庫こくらいだろう。そして地下倉庫には電波が届きにくい。残るのは給水区画だけだ。


　残り時間は、せいぜい一〇〇秒。


　サブマシンガンを油ゆ断だんなくかまえ、北校舎の屋上に出る。敵の姿はない。発はつ煙えん弾だんを発火させてから、屋上を突っ切る。狙そ撃げきのリスクを最低限にするためだ。屋上の東四分の一ほどのスペースは、給水タンクがあるためフェンスで仕切られている。フェンスの前までたどり着いた。格こう子し戸どにかけてあった安物の南なん京きん錠じようを、銃の台だい尻じりで叩き壊こわす。


（いた）


　フェンスの奥おく、貯ちよ水すいタンクを支ささえる鉄てつ骨こつに、常とき盤わ恭子が縛しばり付けられていた。後ろ手に手て錠じようをかけられ、猿さる轡ぐつわをかまされ、乱みだれた着衣の上──鳩みぞ尾おちのあたりにＣ４爆薬一ポンドが取り付けてあった。


　恐怖に疲れ、憔しよう悴すいしきった青白い顔。眼鏡の奥の愛らしい瞳ひとみは、涙も涸かれて真っ赤に充じゆう血けつしている。現れたのが宗介だと知って、彼女はすがるような声を漏もらした。


「んむ……」


「待っていろ常盤」


　近づこうとして、踏ふみとどまる。近づくものを感知する複ふく数すうのレーザーセンサに気づいた。無力化している時間はない。膝ひざの高さに張はってあるレーザーを慎しん重ちようにまたぎ、恭子の傍かたわらになんとかたどり着く。


「俺が必ず助ける。動くなよ」


　コンバットナイフで猿轡を解とくと、恭子は上ずった声で言った。


「し、知らない男の人たちが……カナちゃんの知り合いだとかいって……」
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「噓うそだ」


　答えながら、すばやく恭子に仕掛けられた爆弾を観察する。


　思ったとおりだ。それほど複ふく雑ざつな爆弾ではない。遠えん隔かく起爆の回かい路ろ自体は単純で、それとは別にトラップがいくつか見受けられる。彼女の腰にくくりつけられたワイヤーを切れば、起爆装置が作動する。むき出しの信管を引き抜けば──いや、それも無理そうだ。信管そのものにセンサが取り付けてある。騙だますには時間がかかるだろう。とても数十秒では──


　恭子が涙声で言った。


「わからないの。なにがなんだか……か、カナちゃんは無事なの？」


「無事だ。安全な場所に──」


　北のマンションから鋭い爆発音がした。〈アーバレスト〉が攻撃を受けたのだ。あの音はＲＰＧ──歩兵用の携けい行こうロケット弾だろう。〈アーバレスト〉の複ふく合ごう装甲ならある程度は耐たえられるはずだったが、敵の攻撃は一発だけではなかった。二発、三発。同様の爆音が立て続けに響く。


『攻撃を受けています。ＥＣＭは作動中。あと三〇秒』


　アルの声。損害はわからない。宗介のいるこの位置からでは見えない。それよりも作業だ。あと二五秒。


「さ、相良くん。あれは──」


「大だい丈じよう夫ぶだ。目をつむっていろ」


　起爆装置本体の無力化はもう間に合わない。トラップもだ。いまできるのは、起爆信号を受け取る無線機を騙すことだけだった。工具とテスターを取り出し、むき出しにした回路に目を走らせる。知っているタイプだ。同じＳＲＴのスペックから習った。回路図を思い出す。コードをつないで増ぞう幅ふく回路をバイパス。下手をしたら爆発を引き起こすやり方だったが、選ぶ時間はない。


　あと一五秒。


　爆発はなかった。だがまだこれからだ。回路上のコンデンサの番号を読む。規き格かくと容量は覚えていた。テスターのクリップで端たん子しを挟はさみ、入出力を均きん等とうに調節。デジタル式のメーターがわずかに揺ゆれ、安定する。


　あと一〇秒。


　前に見た刑けい事じドラマの再さい放送で、『赤と青の線、どちらかを切れば……』といったシーンがあった。だがそうではない。二分の一などといった、虫のいい話ならだれも苦労しない。宗介に突きつけられた博ばく打ちは、もっと分が悪かった。


　回路から伸びる一六本のリード線。


　そのうち一五本はダミーだ。


　あと五秒。


　この爆弾を作った者の癖くせを読まなければならない。回路の特とく性せいもだ。製せい作さく者しやの腕うではおそらく自分と同程度だろう。ダミー回路には特有の匂においがある。熟じゆく練れんした爆弾製作者だけが感じ取れる匂いだ。苦手なもの、嫌きらいなもの。ある種の合理性と個人的な趣しゆ味み嗜し好こう。製作者が『解かい体たい用よう』に残しておくラインはどこか。そう、俺ならどうする。


　ニッパーを持つ手に汗あせがにじむ。


　あと三秒。


　どれだ。


　二秒。


　どれなんだ。


　一秒。


　自分ならここにする。


　ほとんど冷れい酷こくともいえるような確かく信しんをもって、彼はラインの一つを切せつ断だんした。





　瞬しゆん間かんが永えい遠えんになった。


『ＥＣＭ停てい止し。本機はこれより──』


　爆発音がアルの声を搔かき消した。〈アーバレスト〉の被ひ弾だんした音だ。目の前の爆弾ではなかった。


　正解だ。間に合った。アルも持ちこたえてくれた。


　無線の起爆装置だけは無力化することができた。宗介は深く息をついて、こわばった右手をほぐすように振った。


「相良くん……相良くん……」


「まだ動くな。無線装置を騙だましただけだ。これから他のトラップをはずしていく」


　そう、まだ安心するにはほど遠い。ほかの施し設せつが爆発しなかったところを見ると、敵も起爆そのものには意味がないと悟さとったのだろう。ほかの人ひと質じちである生徒たちは、すでに避ひ難なんを完了している。


　攻撃を受けていた〈アーバレスト〉からの交信はない。撃破されてしまったのか、あるいは戦せん域いきから退たい避ひしたのか──


「わかんないよ……どうなってるの」


　朦もう朧ろうとした声で恭子が言った。宗介はどう答えていいのか分からず、ただ一言、


「すまない」


　とつぶやき、残りの作業を急いだ。


「相良くん」


「ああ」


「ハイジャックの時の人なの？　あの、カナちゃんを連れて行った悪い人が……」


「奴やつは死んだ。もういない」


　あの旅客機でのガウルンのことを思い出しながら、宗介は起爆回路の細工をてきぱきと続けた。


「じゃあ、なぜ？　それに……」


　震ふるえる声。これまで蓄ちく積せきしてきたすべての不安が堰せきを切ったように、恭子は質問を繰くり出した。


「やっぱりカナちゃんが誰かに狙ねらわれてるんでしょ？　だからみんなも巻まき込こまれてるんでしょ？　みんな危ない目にあってるんでしょ？　どうして──」


「千ち鳥どりは悪くない」


「じゃあ何でカナちゃん、あたしに一言も相談してくれなかったの？　あたし、わかってた。カナちゃん、なにかすごく重たい悩なやみ抱かかえてるみたいだって。何度も『話して』って言ったけど、絶ぜつ対たいに話してくれなかった。親友だと思ってたのに。なのに……」


　恭子の胸むねが小こ刻きざみに上下する。


「あヽなヽたヽはそれを知ってるんだね。あの子とあなただけは知ってるんだ。あたしたち、友達じゃなかったの？」


「常盤」


　ナイフで胸をえぐられるような痛みが、彼の心を締しめ付けた。


「あたし、なにも知らずに死にたくない。死にたくないよ……。あなたたちはそれでもいいのかもしれない。だけど……あたしはどうなるの？　あなたとカナちゃんにとって、あたしはただの部外者ってこと？　そんなのやだ。ガマンできない。あたし、そこまでお人よしじゃない」


「常盤」


「みんなそうだよ。危あぶなかったんでしょう？　なんで黙だまってたの？　なにがおきてるの？　あなたが来てからだよ。なにかおかしくなっちゃったのは。あたし、分からない」


「それは──」


「あなたはだれなの？」


「っ……」


「あなたは──いったい何者なの？」


　いつもやさしかった恭子の言葉だけに、すさまじい辛しん辣らつさだった。しかも彼女の表情と声こわ色いろには、一いつ片ぺんの悪意もないのだ。彼女はただ、訴うつたえるだけだ。必死に涙なみだをしぼり出して。それはまったく異い質しつで理り解かいできない存そん在ざいと現象を前にした人間としては、あまりにも無む垢くで誠せい実じつに過ぎる反はん応のうだった。いちばん残ざん酷こくな反応だった。


　あなたは何者なのか？


「俺は……」


　起爆装置の回路にクリップを入れる手を止めて、宗介は口ごもった。


「俺は……」


「殺し屋だ」


　背後に男の声。


「……っ!?」


　恭子が息を呑のむ。


　手を止めサブマシンガンに手を伸のばしたかったが、解体作業をしているいま、それもかなわなかった。手を離せば起爆回路が起き動どうしてしまう。


　ゆっくりと首を巡めぐらせる。


　のんびりと給水タンクのそばに近づいてきた敵は三人。銃じゆう器きをこちらに向けている。こちらが手を離せなくなるタイミングを待っていたのだろう。


　中央の男がリーダー格かくのようだった。大おお柄がら、短髪、無ぶ精しよう髭ひげ。黒のトレンチコート姿すがた。長くしなやかな指が印象的だった。鷹おう揚ようでありながら、どこか自分の力をよくわきまえた控ひかえめな物もの腰ごし。物静かで哲てつ学がく的なたたずまいは、狙撃手やハンターに特有のものだ。


（なるほどな……）


　昨夜からの逃とう走そう劇げきすべてを思い出し、宗介は納なつ得とくした。敵の追跡を指し揮きしていたのは、この男だったのだ。宗介とて並の兵隊ではない。その彼を冷酷に追い詰め、包ほう囲い網もうに絡からめ、揺さぶりをかける。ここまで宗介が裏をかけたのは、単たん純じゆんに土と地ち勘かんのおかげだったとさえいえるだろう。


　男が言った。


「たった一人でよくここまでやったものだ」


「そうでもない。間ま抜ぬけどもが雁がん首くびを揃そろえていたからな」


　ふてぶてしく解かい体たい作業を続けながら、宗介は言った。


「憎にくまれ口もなかなかのものだな、相良宗介──いや、カシムくんとも呼ばれていたか」


「俺のことをいろいろ知っているようだな」


「すこしはな」


「ガウルンと組んでいたのか──クヽラヽマヽ」


　宗介がつぶやくと、その男は意外そうに片かた眉まゆを吊つり上げた。


「光栄だな。ご存ぞん知じだったとは」


「レバノン時代にな。写真くらいは目にしたことがある」


「狭せまい業界だ。わかるだろう。あそこでは派は手でにやりすぎたからな。俺もおまえさん同様、転職したわけだ」


「ＳＡＳ（英軍特殊部隊）を五人殺した傭兵のあんたが、何も知らない高校生を人質にするのか？」


「まさか『卑ひ怯きようだ』とでも言うんじゃないだろうな？」


「…………」


　会話の意味が分からず、ただ震えるだけの恭子の様子に気づいて、クラマは鼻を鳴らした。


「……お嬢じようさん。俺が代わりに教えてやろう。その男は現げん役えきの殺し屋だ。ある傭兵部隊の所しよ属ぞくで、あらゆる武ぶ器きと戦せん術じゆつに精せい通つうしている。高校生なんてのは噓うそっぱちでね。書類を偽ぎ造ぞうしてこの学校に潜せん入にゆうしていたのさ」


「な、なにを言ってるの……？」


「その気になれば息をするように人を殺せる。そういう、われわれと同類の人種だ。ついさっきも俺の部下を三人、きれいに音もなく殺してくれた。大した腕だよ」


「相良……くん？」


　恭子が震える瞳ひとみで、宗介の胸むな元もとや頰ほお、手の甲こうを凝ぎよう視しした。シャツや肌はだにこびりついた、生乾きの血ち糊のり──クラマの言葉を雄ゆう弁べんに裏付ける赤黒い染みに、彼女の目は釘くぎ付づけになっていた。


「まあもっとも──その〈ミスリル〉も、今ごろは壊かい滅めつ状態だろうがね」


「なんだと」


「おまえの基地も陥かん落らくしつつある。気の毒だとは思うが……捕ほ虜りよはとらない方ほう針しんだそうだ。どれだけ逃げても援えん軍ぐんは来ない。逃走中のあの白いＡＳもだ。こちらのＡＳがもうすぐ到とう着ちやくするからな」


「…………」


「おまえはよくやった。だが、限界はある。あきらめることだ。素す直なおに千鳥かなめを引き渡すなら、その娘の安全は保証しよう」


　恭子がはっとする。


「引き渡す？　カナちゃんを？　どういうこと？」


　もはや反撃のチャンスなどなかった。ようやく作業を終えた回路から手を離はなすより前に、自分は恭子の眼前で、正確に頭を撃うち抜かれることだろう。


　そこで──


　屋上に上ってきた者がいた。こつこつと頼たよりないヒールの音。荒あらい息いき遣づかい。


「常盤さん!?　どこにいるの？　みんな避難しちゃいましたよ！　いるなら返事して！」


　女の声だった。


　フェンスの向こうに女の姿が見えた。年ねん齢れいは二〇代半ば。ほっそりとしたスーツ姿にボブカット。校内を走り回った後らしく、肩をはげしく上下させている。


　クラマが命じた。


「拘こう束そくしろ」


「はい」


　部下の一人がきびすを返し、フェンスの向こうへと走る。


「な、なんです、あなたは……!?　こ、ここは学校関係者以外は……やぁっ！」


　女は悲鳴をあげ、逃げようとしたが、ほとんどなにも出来ずにつかまってしまった。


「痛い、放して……」


　部下の一人に手首をつかまれ、女が宗介たちのいる給水タンクのそばまで連行されてきた。その顔は青ざめ、唇くちびるは恐きよう怖ふにわなわなと震ふるえていた。


「と、常盤さん……？　それに相良くん？　これはいったい？　この人たちはだれなんです？　なんで鉄てつ砲ぽうなんかを……」


「この学校の教きよう師しのようです」


　クラマの部下が言った。


「ちょうどいい。ひざまずかせろ」


「あっ……！」


　乱らん暴ぼうに肩を押され、女はその場にひざをついた。抵てい抗こうするそぶりなどまったくない彼女の後頭部に、クラマの部下が拳けん銃じゆうを突つきつける。


「や、やめて……」


「無理に千鳥かなめの居い場ば所しよを言う必要はない。まず、こちらが本気だと知ってもらおう。この先生には気の毒だがな」


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、常盤さん？　担たん任にんの私が、必ずこの人たちを説得してみせますからね？　こわがらなくていいわよ？」


　恭子はもちろんおびえていたが、それ以上に、まったく混こん乱らんした様子でその女ヽ性ヽ教ヽ師ヽの顔を凝ぎよう視ししていた。


　そして──こうつぶやいた。


「……だれ？」


「なに──」


　ほとんど同時に女が動いた。





　女の身のこなしは電でん光こう石せつ火かだった。


　後頭部の銃口を弾はじき飛ばすと同時に、その手首をねじり上げると、半身を返して男を投げ飛ばした。その相手が地面に叩きつけられるよりも前に、スカートの下に隠かくしていた小型の拳銃を抜き、敵の側そく頭とう部ぶに銃口を押し付けていた。


　発砲。一瞬で男は絶ぜつ命めいする。


　宗介も同時に動いていた。すでにどうにか手を放せるところまで、処しよ理りを済すませていた起爆回路を放り出し、ナイフを抜く。


　一いつ閃せん。クラマめがけてナイフが飛ぶ。クラマはとっさに左腕をあげ、喉のどをかばう。その腕にナイフが突き立った。


「…………っ」


　もう一人の部下が女を撃うとうとしたが、間に合わなかった。女は倒たおしたばかりの男を盾たてにしつつ、さらに発砲。宗介も腰から拳銃を引き抜き、男に銃弾を叩き込む。頭部に弾丸を食らって、男が崩くずれ落ちた。


　ナイフが刺ささったままの左腕で頭をかばいながら、クラマが飛び退すさる。右手のサブマシンガンを連れん射しや。宗介と女は身をかがめる。給水タンクに銃弾が当たり、跳ちよう弾だんとなって火花を散らした。二人が発砲。クラマの体にいくつもの銃弾が命中する。だが彼は軽くよろめいただけだ。


　さらに発砲。弾倉のすべてを叩き込む。防ぼう弾だん衣いを着ているのだろう。決定的なダメージは与えられないままだった。その体格からは想像もつかない身のこなしで、クラマはフェンスの向こうへと逃げ去った。


（捕とらえて情報を引き出せば……）


　すぐさま弾倉を交換しつつ、追いかけようとする。だが女が彼を止めた。


「待て、軍曹」


　先せん刻こくのおびえきった芝居とは、まったく異ことなる冷静な声だった。


「もう追いつけない。それよりこちらの爆ばく弾だんが先だろう」


「っ……」


「ちがうか？」


　ボブカットのかつらを捨すて、まっすぐに彼を見つめる女。彼女の姿を、宗介は改めて観察した。遠目には宗介たちの担任教師の神かぐ楽ら坂ざか恵え理りに似にていたが、そうではなかった。


　無感動な切れ長の三さん白ぱく眼がんに、ほっそりとした顎あご。日本人形を思わせるような、真っ白で小さな造ぞう型けいの顔だった。
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「……それが素す顔がおか？」


「あいにくな」


「女だったとは……」


「ほかに言うことはないのか？」


　その女──〈ミスリル〉の情報部員『レイス』は不ふ機き嫌げんな声で言った。


「時間がなかったのだ。そうでなければ、だれが好き好んで貴き様さまの前に素す顔がおで現れたりなどするものか」


　宗介はほとんど放ほう心しん状じよう態たいの恭子の傍かたわらにひざまずき、爆弾の最終的な解体作業に取りかかった。


「いままで何をしていた」


「貴様らを探さがしていたのだ。昨夜、貴様らが下校したところで、いつも通り『エンジェル』の自じ宅たく近くの監かん視しポイントに移い動どうした」


「……そちらの基き盤ばんを押さえてくれ。ライトはあるか。奥おくを照てらせ」


「まったく……」


「感かん謝しやはしている」


「心にもないことを」


「噓うそではない。……それで？」


　宗介の作業を手伝いながら、レイスは続けた。


「そこでまヽたヽやヽらヽれヽたヽ。あの銀ぎん髪ぱつの男とその手下のロボットが、いつのまにか背はい後ごに忍しのび寄っていた。なぜ奴やつが私を殺さなかったのかはわからん。目を覚ましたら夜中の二時だった。それからずっとだ。足取りを追っていた」


　信しん管かんのセンサを無力化させる。回路を安定させてから、ゆっくりと──粘ねん土ど状の爆薬から電気信管を引き抜いていく。


「これでいいのか？」


「いや……」


　恭子の体に巻きつけてあるリード線を切る。テスターの針はりが跳はね上がり、起爆回路が活かつ性せい化かした。だが、なにも起きない。すでに信管は除じよ去きよしているからだ。


「これで終わりだ」


「やれやれ……」


　こうした爆弾の扱あつかいにはあまり慣なれていないのだろう。レイスは深いため息をつき、額ひたいににじんだ汗あせをぬぐった。


「……それでこれからどうする気だ、軍曹」


「彼女の居い場ば所しよが知りたいんだろう？」


　厭いや味みのつもりで言ってやると、無表情だったレイスの顔に、ふっと影かげが差した。怒いかりも苛いら立だちもない。そこによぎったのは、ある種の悲ひ哀あいだった。


「…………？」


　眉まゆをひそめる宗介から目を逸そらし、レイスは鉄てつ骨こつとフェンスの向こうをうかがった。


「あの男は下がったが、包ほう囲いはまだ解とかれていない。態たい勢せいを立て直してまた来るだろう。生徒たちはあのまま避難できるだろうが、われわれは危険なままだぞ」


「わかっている」


「脱だつ出しゆつは困こん難なんだと言っているのだ」


「そんなことはない」


　情報部のこの女は、〈アーバレスト〉の自じ律りつ行動機能をよく知らないのだ。『アル』がまだ生きていれば──


「アル、聞こえるか」


　無線機に呼びかける。


《肯こう定ていです、軍曹殿》


「損そん害がい報ほう告こくを」


《右大だい腿たい部ぶおよび右下か腕わん部ぶにクラスＢの損傷。左肩部、左腰よう部ぶにクラスＣの損傷。ＡＤＣ作動中。戦せん闘とう機動の維い持じを優ゆう先せんし、ＡＭＬは休きゆ眠うみんさせています》


「位置は」


《近くです。学校の北、約八〇〇メートル。ＥＣＳ装備の敵ＡＳが三機、接せつ近きんしつつあります》


「振り切ってこちらに来られるか？」


《やってみます》


　屋上からも見えた。北の市街地で爆発音。白い煙けむりがあがっている。南の校庭からは、混乱した生徒たちの声。


　住み慣なれた町は騒そう然ぜんとしていた。


　こんな町は見たくなかった。


「あくまでも戦うつもりか、軍曹？」


「そうだ」


　恭子を助け起こしながら、宗介は言った。


「まず敵を倒し、脱だつ出しゆつする。千鳥のところに戻って、彼女を連れて逃げる。どこまでも──どこまでもだ」


「彼女が『いやだ』と言ったらどうする？」


「言うわけがない」


「それがおまえの勝手な思い込みでない根こん拠きよは、どこにあるのだ？」


　宗介の拳こぶしに力がこもった。


「そんな根拠など知ったことか。彼女を守ること以外、なにも思いつかないだけだ」


「おまえ……」


「絶ぜつ対たいに守る。……守るんだ」


〈アーバレスト〉が近づいてきた。白い煙の尾を曳ひいて、屋根から屋根へ、ビルからビルへと飛び移りながら。


「〈アーバレスト〉で、おまえと常盤を安全なところまで運ぶ。あとは好きにしてくれ」


「だが──」


「千鳥は渡さん。あきらめろ」


「…………」


　それから宗介は、もの問いたげな恭子の肩に手を置き、努めて穏おだやかな口調で語りかけた。


「怖こわい思いをさせてすまなかった、常盤」


「相良くん……」


「俺は──あの男が言ったとおりの人間だ。もういままでどおりに学校に来るのは無理だろう。ここでお別れだ」


「え、だって、そんな──」


　混乱するばかりの恭子に、宗介は鍵かぎを渡した。かなめのマンションのキーだ。


「落ち着いたら彼女の部屋に行ってくれ。ハムスターの世話を頼たのむ。千鳥が心配していたからな」


「あっ……」


　屋上に突とつ風ぷうが吹き荒れた。甲かん高だかい駆く動どう音おん。コンクリートが割れ、〈アーバレスト〉が北校舎の屋上に着地した。


〈アーバレスト〉は満身創痍だった。白い装甲は薄うす汚よごれ、あちこちに被ひ弾だんの損傷が見て取れる。複数の成せい型けい炸さく薬やく弾だんを食らっても辛かろうじて無事なのは、最新の複合装甲のおかげだった。


『敵が近づいています。急いでください』


　土ど下げ座ざの姿勢をとるやいなや、〈アーバレスト〉はハッチを開放する。宗介は機体に駆け出そうとして、一度立ち止まり、恭子に叫んだ。


「常盤！」


「えっ」


「楽しい毎日だった。ありがとう」


　返事を待つ時間などなかった。宗介はほとんど飛び込むようにして、〈アーバレスト〉のコックピットに滑り込んだ。


「ハッチ閉鎖。モード４。マックス・パワー」


《ラジャー》


　すぐさまコックピット内のマスター・スーツが調整され、ジェネレーターが最大で駆動する。ＥＣＣＳ（対ＥＣＳセンサー）に反応。敵ＡＳ三機が接近。北北西。距きよ離り三〇〇メートル。


〈アーバレスト〉は、給水区画に駆け寄り、恭子とレイスをすくい上げる。恭子の悲鳴が外部音声から聞こえた。


《照しよう準じゆん波は検けん知ち。二、一……》


「っ……！」


　跳躍。直後に敵機の射撃が襲いかかり、屋上のコンクリートや貯水タンクに大穴を開けた。人間用の火器とはまったく比ひ較かくにならない威い力りよくの砲弾だ。吹き飛ぶコンクリートと鉄骨の数々。鋭い破は片へんが装甲を叩く。〈アーバレスト〉は正門前の市道を横切り、町工場の駐ちゆう車しや場じように着地。トラックの陰かげに二人を下ろす。


　そこで気づいた。


　恭子がぐったりとしている。見えただけで頭と腕から出血していた。白い制せい服ふくのわき腹ばらの辺りにも、じんわりと赤いものがにじみ出ている。いまの攻撃を回避したときの破片にやられたのだ。


「な……」


　まるで自分の腕や脚が爆弾で吹き飛ばされたことに気づいた新兵のように、宗介はしばし呆ぼう然ぜんとし、言葉を失った。


　やってしまった。


　とうとう起きてしまった。


　なぜ彼女が。ここまで来て、どうして彼女が。どうすればいいのだ。


　だれかが叫んでいる。


『──曹！　……軍曹っ!!』


　レイスだった。あちこちに傷を負いながらも、恭子を地面に横たわらせ、てきぱきと血で汚よごれた着衣を脱ぬがせていた。


『手当てはする！　おまえは急げ！』


「あ……」


『なにをしている!?』


　ショックから立ち直るのにそれ以上の時間はいらなかった。考えるのは後回しだ。すぐに戦士の嗅きゆう覚かくが戻ってきた。


　振ふり返る。敵機はそこまで来ていた。


《敵が散さん開かいしました。Ｍマイク２を最優先ターゲットに指定》


「Ｍマイク１だ」


《ラジャー》


　機体を疾しつ走そうさせる。


　三機の敵ＡＳは鉛なまり色の空を横切るようにして、敏びん捷しような動きで〈アーバレスト〉を包ほう囲いしようとしていた。


　敵がＥＣＳを解かい除じよした。


　灰色の都市迷めい彩さい。曲面構こう成せいのマッシブなシルエット。もう分かっていた。ヴェノム・タイプ──向こうが言うところの〈コダール〉タイプだ。


（よくも……）


　散さん弾だん砲ほうは使えない。これ以上町を壊したくない。右手のスティックを操り、宗介は機体のウェポン・ラックに格かく納のうしてあった単たん分ぶん子しカッターを引き抜いた。










　　５：石いし弓ゆみが砕くだけるとき










　どうしてこう、スムーズに事が運ばないのか──


　どうにか屋上から逃げ延のびたクラマは、悪あく態たいをつく代わりにコートの内ポケットのタバコを探した。だが、あるべきタバコはどこにもない。そういえば禁きん煙えん中ちゆうだった。


　仕し方かたがないので、ひそかに悪態をつく。


　早足で学校を離はなれ、商店街近くの雑ざつ貨か屋やのそばまで来る。町は混こん乱らんを通り越こし、すでに閑かん散さんとしていた。


　学校の方角から大きな爆ばく発はつ音おん。自分の仕し掛かけた爆弾ではない。ＡＳの駆く動どう音おんもかすかに聞こえた。クラマは無む線せん機きで部下たちに手短な指し示じを出す。


「増ぞう援えんのＡＳはどうした」


『来ました。すでに敵てつ機きを追跡中ですが──』


　複ふく数すうの射しや撃げき音おんがした。すぐ近くで、ＡＳ同士が戦せん闘とうしている。空を横切る黒い影と、あちこちで壊こわれる建築物。


「なんだ。どうした」


『敵機が学校に引き返しています。おそらくあのサガラと合流するつもりです』


「その前に撃げき破はしろ」


『いえ、違いました。間に合わなかったようです。現げん在ざい、敵機が反はん撃げきに移うつった模も様ようです。小隊長が──』


　すぐ頭上で、ひときわ派は手でな爆発音がした。空中五〇メートルでぶつかりあった〈コダールｍ〉と敵の白いＡＳが、ぶつかりあい、もつれ合うようにして落下してくる。


「っうお……」


　とっさに身を投げ出す。電柱がたたき折られ、ガードレールがなぎ倒され、雑貨屋の店てん舗ぽの半分を押しつぶすようにして、二機のＡＳがぶつかってきた。コンクリートとガラスの破は片へんが飛び散ちり、あたりにもうもうと埃ほこりが立ち込める。


　でたらめにもつれ合っているように見えたが、勝敗は明らかだった。白いＡＳの単たん分ぶん子しカッターが、〈コダールｍ〉の胸部に突き立っていた。墜つい落らく時じに下した敷じきになったのも味方の〈コダールｍ〉だ。


　耳をつんざく甲かん高だかい騒そう音おんと共に、単分子カッターが引き抜かれる。残りの〈コダールｍ〉を迎むかえ撃うつために、白いＡＳはすぐさま起き上がり、南西の方角へと跳ちよう躍やくしていった。


　突風がクラマのコートを殴なぐりつける。


「くそっ」


『小隊長機が撃げき破はされたようです』


「ああ。目の前でな」


　クラマは尻しり餅もちをついたまま、破片の中に混まじってそばに落ちていたタバコを拾ひろい上げた。


「ＡＳはＡＳに任まかせておけばいい。あの娘はまだ見つからないのか」


『まだです。ただ、21─31のショッピングセンターの屋上に痕こん跡せきが。真新しいコンクリートの損そん傷しようです。ＡＳが着地した痕あとでしょう』


「それがどうした。敵も移い動どうはするだろう」


『店員に聞いたんですよ。その屋上は駐ちゆう車しや場じようにもなっているんですが、開店直後に、気を失った娘むすめを車に乗せていった女がいると』


「…………？　その女と車の特とく徴ちようは」


『女の方は若わかいくらいしかはっきりしません。車は白いアルファードです』


「警けい視し庁ちようの方にも網あみを伸のばせ。過去三時間のオービスの記録もあたらせろ」


『了りよう解かい』


　無線を切って、無む意い識しきにタバコの封ふうを開けながらクラマはいぶかしんだ。


　どういうことだ？　だれかに引渡しを済ませたということなのだろうか？　標的を連れ去ったのはさっきの女なのか？　だが、だとしてなぜこれまで支し援えんに現れなかった？　いや、それよりもなぜわざわざあの場に現れたのか？


　別の回線から通信が入った。レナード・テスタロッサからだった。


「何の用だ」


『苦戦しているようだね』


「おかげさまでな。いろいろと面めん倒どうなことになってきている」


　クラマは封を切ったタバコの箱から一本を取り出し、口にくわえた。かまうものか、くわえるだけだ。禁きん煙えんを破やぶったわけではない。


「女がどこにいるのか、未いまだに摑つかめない。ほとんどお手上げだ」


『そうでもないさ』


「どういうことだ」


『彼女はたぶん、まだ遠くには行ってないだろうね。その彼女にとって、いちばん効こう果かのある人ひと質じちはだれだと思う？』


「？　いや……」


『彼だよ。彼自身だ』


「無む理りを言うな。奴やつはいまもああやって──」


　遠くで爆ばく発はつ音おんがした。部下が『味方の二号機が撃げき破はされた』と別の回かい線せんで告げた。


「──暴あばれまくっている」


『そうか。あと三分でいいから、持ちこたえるように伝えておいてくれるかな』


「なんだと？」


『三分だよ。それだけでいい』


　レナードの通信はそれきり途と切ぎれてしまった。クラマは舌した打うちしてから、タバコに火をつけようとしてライターを探した。どこにもない。ポケットにも、周囲のがらくたの中にも。


「くそっ」


　けっきょく彼はくわえていたタバコを指先でつまみ、遠くに放り投げた。





　輸ゆ送そう機きの薄暗い格かく納のう庫この中で、彼は薄うす手でのグローブの具ぐ合あいを確かめた。


　右手を握にぎって、開く。


　悪くなかった。


　耳のレシーバーに機長の報告が入る。東京上空。高度五〇〇〇メートル。推すい定てい到とう着ちやく時じ刻こく、あとおよそ三分。


「ご苦労様。これから搭とう乗じようするよ」


『あなたが行く必要があるのですか？』


　レシーバー越ごしの別の回線から、落ち着いた女の声がした。相手はすぐ目の前にいるのだが、機内の爆音が彼女の声をかき消していた。


「たまにはね。運動もしておかないと」


　自分の操そう縦じゆう服ふく姿すがたを自じ嘲ちよう気ぎ味みに見下ろし、彼は言った。


「それに、どうも彼らは僕ぼくのことを誤ご解かいしているようだから」


『そうですか。では、お怪け我がのないように』


「ありがとう。すぐ戻るよ」


　きびすを返し、格納庫の薄うす闇やみの中にうずくまる機体へと歩きだす。機体の振しん動どうを受けて、うっすらと光る頭部のセンサが小こ刻きざみに震ふるえていた。
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　満まん身しん創そう痍いの〈アーバレスト〉が敵ＡＳとの交戦に入ると、レイスはその場で負傷した少女の手当を始めていた。


　右頭部に打だ撲ぼくと裂れつ傷しよう。こちらは見た目ほどの出血ではない。


　それよりも気になるのは右腹ふく部ぶの出血だった。


　アーミーナイフで衣服を切り裂さき、患かん部ぶを見る。おそらく小指の先ほどくらいの大きさだろう──なにかの破片が、肋ろつ骨こつの下から横おう隔かく膜まくの方向に向けて飛び込んでいた。盲もう管かん創そうだ。どこまで内ない臓ぞうが傷ついているのかは、何とも言えなかった。応おう急きゆう処しよ置ちをして、すみやかに病院へ運ぶしかないだろう。


　この騒さわぎで救急車はあてにできない。レイスはぐったりとした少女を抱かかえ上げ、二ブロック離はなれた駐車場へと急いだ。


（ばかげている）


　自分がここまで付き合う理由が、いったいどこにあるというのか？


　この娘を放ほう置ちして、車に走る。そして車で待っているあの娘に、『約束通り助けたぞ。私と来てもらおう』と言うだけでいいのだ。だが、レイスはそうしなかった。腕うでの中の少女が死なないように、注意深く支え、駐車場に止めてあった白いバンへと駆かけ寄る。ロックを解かい除じよすると、後部座ざ席せきの自動ドアが開いた。


「キョーコ……？」


　車内に横たわっていた千ち鳥どりかなめが、恭子の姿を見てふらふらと身を起こした。





　右へ、左へ。上へ、下へ。


　揺ゆれ動くターゲット・ボックスと敵ＡＳが、白昼の泉せん川がわ町を駆かけ巡めぐる。


　見み慣なれた桜さくらの木がばらばらになった。


　みんなでよく行ったドーナッツ屋が倒とう壊かいした。


　学校に出入りするパン屋の軽トラが吹き飛んだ。


　みるみる壊こわれていく。彼を癒いやし、すこしは人間らしくしてくれた風景の数々が。


『接せつ近きん警けい報ほう！』


　アラーム音。敵てつ機きが迫せまる。ライフルがこちらを向く。


　発はつ砲ぽう。


〈アーバレスト〉は左手を突き出す。空気がゆがむ。砲弾のことごとくが四し散さんする。高速で肉にく薄はく。すれ違いざまに身を沈しずめ、敵の足を引っかける。並木や電柱を巻き添ぞえにして、敵機が転てん倒とうする。


　立ち直る時間など与える気はなかった。すぐさま身を翻ひるがえし、対戦車ダガーを投とう擲てき。成せい型けい炸さく薬やくの爆発を脇わき腹ばらに食らって、三機目の敵が動かなくなる。


　町が静かになった。


　陣じん代だい高校前の都道に立ち、アクティブ・センサで敵の残りを探さがす。反はん応のうなし。生徒たちの大半は、さらに向こうの住宅街に避ひ難なんしていたが、まだ何割かは校庭に残っていて、〈アーバレスト〉の姿を呆ぼう然ぜんと見上げていた。


　クラスメートも何人か見える。


　風かざ間ま信しん二じもいた。小お野の寺でら孝こう太た郎ろうもいた。


　細かい損そん害がいをチェックすると、ＥＣＳユニットの半分近くが破は損そんしていた。これで機体を透とう明めい化かさせて、市内を好き勝手に移い動どうするのは難むずかしくなった。


（どうする……？）


　強ごう引いんに移い動どうしてかなめを回収し、全速力で　郊外へ逃走して──それから──


　アラーム音。


『大型輸ゆ送そう機きが接近中。方位一八七。距きよ離り二〇。一機。速度五〇〇。高度一〇〇〇から降下中』


　頭が回ってくれない。視し界かいがぼんやりとしている。疲ひ労ろうと出血のせいだろう。


　宗介は頭を振り、目をしばたたかせた。スクリーンの中、南の空から輸送機が近づいてくる。ターゲット・ボックスは『低てい脅きよう威いの航こう空くうユニット』。機種は『Ｃ─17』。敵味方の識しき別べつは『不明』。


　輸送機はみるみる近づいてくる。


　かなりの高速だ。高度も下がっている。もう三〇〇メートルかそこらだった。ターボファン・エンジンの爆音が周囲の瓦が礫れきをふるわせる。まさか撃げき墜ついするわけにもいかない。ここは市街地だ。そうして身み構がまえているうちに、輸送機は宗介の頭上を一いつ瞬しゆんで通つう過かしていった。


　その瞬間、輸送機とは別のなにかが、影となって頭上をよぎった。


　視線が追いつく。北校こう舎しやの上空に、切り離はなされたパラシュートがふわりと舞まっていた。それ以外はなにも見えなかった。一方の輸送機はそのまま上じよう昇しようし、西の空へと遠ざかっていく。


「…………？」


　なにかがあの輸送機から降こう下かした。それだけは宗介にも分かった。


　だが、いったいなにが──


『六時、距離ゼロ！』


　すぐ背後にＡＳが立っていた。


　宗介が機体を動かすのと、『敵』が右腕を一いつ閃せんさせるのはほとんど同時だった。肩の装そう甲こうが切り裂さかれる。脱だつ落らくした部品が地面に落ちるよりも早く、〈アーバレスト〉は片手で受け身を取り、腰の散さん弾だん砲ほうを抜きざま撃うった。『敵てき影えい』がぐらりと揺ゆれる。砲弾はむなしく空を切り、彼か方なたの空へと消えていった。


「っ……」


　飛びすさり、距離をとる。敵機は依い然ぜんとしてそこにいた。


　静かに。息苦しいほど静かに。


　暗い銀色の装甲。鋭えい角かく的てきなフォルム。


　何度も相手をしてきた〈コダール〉と同じ系けい統とうのＡＳのようだったが、はじめて見る機体だった。その四し肢しはすらりとして華きや奢しやな印象さえあったが、決してひ弱ではなかった。肩まわりには何か──翼つばさかマントを思わせる巨きよ大だいなパーツがぶら下がっており、それがこの機体に、ある種の重じゆう量りよう感かんと荘そう厳ごんさを与えている。


　そう。


　そのＡＳは兵器というより、磨みがき上げられた銀の神像のようだった。傷だらけの〈アーバレスト〉よりも、はるかに力強く、美しく、圧あつ倒とう的てきな存在だった。
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『データに該がい当とうする機き種しゆはありません』


「スペックを推すい定ていしてみろ」


『〈コダール〉タイプと同等以上の出力、運動性、隠おん密みつ性せい。おそらくラムダ・ドライバを搭とう載さい。他は推定不能です』


「俺と同意見か」


『肯アフアー定マーテイブ。危険です。即そく時じ撤てつ退たいを推すい奨しよう』


「できると思うか？」


『否ネガ定テイブ』


「それも同意見だな」


　敵は徒と手しゆ空くう拳けんだった。ライフルなどの携けい帯たい火器は一いつ切さい手にしていない。


　その機体は、まるで宗そう介すけのことなど見えていないかのように、校庭の人々へと頭部を向けた。ゆっくりと右手を腰にあてて。


『さて──相さが良ら宗介くん』


　敵の外部スピーカーから声が響ひびく。知っている若わか者ものの涼すずやかな声だった。


『──僕はそこの人々を人ひと質じちにするつもりはない。その意味さえ感じていない。でも、あえて言っておくよ。これが最後の警けい告こくだと。諦あきらめて彼女を渡す気はないかな？』


「答えなら分かっているだろう」


　宗介も外部スピーカーで答えた。校庭に残っている級友たちに、その声が聞こえるのは分かっていたが。


『まあ、そうだろうね』


　レナードが言った。


『でもさ。そういう物分かりの悪さ……もしかして格かつ好こういいとでも思ってるの？』


「何の話だ」


『ちょっとね。そういうの、嫌きらいなんだよ』


　静けさをうち破やぶり、敵機が肩の『翼』を展開した。


　つま先が浮うく。まるで重力がなくなったように。周囲の大気がゆがみ、砂すな埃ぼこりが渦うずを巻き、機体がふわりと宙ちゆうを舞まった。


　大地を蹴けるような跳ちよう躍やくではない。


　わけもなく浮ふ遊ゆうしたのだ。


　非ひ対たい称しようの角を持つ頭部とその目が、宗介を睥へい睨げいする。その後につづく襲しゆう撃げきは、まさしく濁だく流りゆうのごときすさまじさだった。





　レイスが車内で医い療りようキットを取り出し、恭きよう子この重傷の応おう急きゆう処しよ置ちをするのを、かなめは泣きながら見守っているしかなかった。


「た……助かるの？」


「助ける」


「大だい丈じよう夫ぶなの!?」


「見ての通りだ」


　両手を鮮せん血けつで真っ赤にして、レイスは黙もく々もくと作業する。


「キョーコ……ごめん、キョーコ……」


　あたしのせいだ。


　全部あたしがいけないんだ。なにもかも。あたしがもたもたしてたから。あたしが決けつ断だんしなかったから。いちばん大事な友達が。あたしの幸せの象しよう徴ちようが。


　あたしがいけないんだ。


　だれか、たすけて。神様。あたしの友達を死なせないで。お願いです。なんでもするから。どうか。どうか──


　そのとき、彼女は別の呼び声を聞いた。


　もう一人の大事な存在を、殺そうとしている若者の声を。





　なるほど、あの白いＡＳは悪い機体ではないようだった。


　運動性もパワーも、Ｍ９がベースの割には、まずまずのものだ。数々の損そん傷しようを受けた上での稼か働どう性せいにも、素直に感心していいだろう。あのタフさは実験機のレベルではない。完全な実戦投とう入にゆうを想定して設せつ計けいされたのだろう。


「でも、ね……」


　空中をスピンし、停てい止しし、ジグザグに動いて、彼の〈ベリアル〉は敵てつ機きの背後へと飛んだ。ある意味、ありとあらゆる物ぶつ理り法ほう則そくが、いまは彼の思うがままだった。


　背部の固定武ぶ装そうなど使うまでもない。


　手刀で充じゆう分ぶんだった。


　身を返した宗介機の左腕が、肩の下でぐしゃりと切せつ断だんされた。傷だらけのＡＳはバランスを崩くずしながらも、右手の散弾砲をこちらに向けた。


　発はつ砲ぽう。


　レナードはその砲弾を苦もなく受け止め、そのまま相手に投げ返してやった。衝しよう撃げきが襲う。金属の破は片へんが飛び散ちり、敵の右膝ひざが逆方向に折れ曲がった。


　勝てるわけがないのだ。


　この自分に。『完オム全ニ・領スフ域イア』と自由に交感し、ラムダ・ドライバの力をすべて引き出せる自分に。





　見えてるんだろう？


──やめて


　もう、わかってるだろう？


──殺さないで


　僕は苛いら立だっている


──おねがいだから


　君にしか止められないよ


──愛してもいいから


　そのけなげさを、強さを


──努力するから


　なぜこの男に……！


──忘れるから





　まだ相良宗介は倒れなかった。


　片足、片腕だけで転てん倒とうを防ぎ、遮しや蔽へい物ぶつ──学校の中庭に機体を逃げ込ませて、散弾砲を撃うってくる。レナードはその射しや線せんを軽々とかわしてから、ほの暗い激げき情じように任せて肉にく薄はくすると、散弾砲をはじき飛ばした。


　すぐ背後で爆発。


　遅ち延えん信しん管かんの指し向こう性せい地じ雷らいだ。この期ごに及およんで、こんなトラップを。なんというしぶとさ。なんというしたたかさか。さらに白いＡＳは頭部機き関かん銃じゆうを乱らん射しやしながら、右手で最後の対戦車ダガーを抜こうとしていた。


「見苦しいよ」


〈ベリアル〉が左腕わん部ぶのウェポン・ベイを展開する。内蔵の40ミリ砲が火を噴ふき、敵機の右腕と右肩、そして頭部をずたずたに引き裂いた。敵のラムダ・ドライバの力など、微び々びたるものだった。


　両腕と頭部、すべての攻撃手しゆ段だんを失った敵機の腹部を踏ふみつけ、胸きよう部ぶ装そう甲こうを強ごう引いんに引き剝はがす。ゆがみ、壊こわれ、火花を散らすスクリーンの奥に、操そう縦じゆう兵へいの姿が見えた。


　彼が期き待たいしていたような狼ろう狽ばいは、どこにもなかった。相良宗介はスティックから手を離はなし、自動拳けん銃じゆうをこちらに向けていた。スクリーンの割れ目の向こうから。顔は血まみれだったが、その眼光はこの世界の何者にも屈くつしていなかった。


「…………っ」


　拳銃が火を噴ふく。


　レナードの機体のセンサめがけて。ＡＳの戦闘レベルからみれば、実に弱々しい一発だった。センサ部分に目め障ざわりな焦こげ跡あとをつけるのがせいぜいだ。


　敵機のＡＩの声が聞こえた。


『ジェネレータ……停止。コンデンサすべて破は損そん。機体を放ほう棄きし脱だつ……出しゆつ……を……』


　沈ちん黙もく。


　両手と右足、頭部を失い、機体中ちゆう枢すうをも破壊され、ＡＲＸ─７は完全に大たい破はした。学校の中庭に静かな微び風ふうが吹く。命を失った一機の巨人と、それを踏みつけるもう一機の巨人。


『ご苦労だった。アル』


　銃口をふるわせ、操縦兵が言った。


『除じよ隊たいを……許きよ可かする』


　相良宗介はさらに撃うった。


　目障りな焦げ跡は二つになった。


　藪やぶ蚊かかなにかが耳のまわりを飛び回っているような感覚。はじめてと言ってもいい種類の不ふ快かいさ。


　もうかまわない。叩きつぶそう──そう思った。そうしたところで、この男の存在を本質的に屈くつ服ぷくさせることにつながらないのも、よく分かっていた。それが肌はだで感じられた。


　だが、それもいい。


　君があくまで拒こばむなら──


『もうやめて……』


　スクリーンの片かた隅すみに一人の少女が見えた。二機を見上げ、肩で息して、中庭の植え込みの前に立ちつくしている。


　千ち鳥どりかなめだった。


『終わりにして。ついていくから』


「だれにかな？」


　彼女の黒くろ髪かみが微び風ふうに揺ゆれた。


　長い躊ちゆう躇ちよ。いや、もう答えははっきりしていた。


『あなたに』


　レナードは機体の頭部を相良宗介に向け、つぶやいた。


「聞こえたね、相良宗介くん」


　彼の〈ベリアル〉は〈アーバレスト〉の残ざん骸がいから離はなれ、彼女の前にうやうやしくひざまずいた。右手を差し出す。彼女はうつむいたまま、その手のひらにゆっくりと腰を下ろした。


　立ち上がり、彼らは敗はい者しやを見下ろす。


『千鳥……やめろ……』


　相良宗介はつぶやいた。その銃口がゆっくりと下を向いていく。


『もういいの』


『よくない……』


『あたしは大だい丈じよう夫ぶだから。あなたも……』


『絶対に……連れ戻す……』


　彼の腕が力を失い、ゆがんだフレームにごつりと当たった。


『この場所に……連れ戻す……』


　機体の触しよつ覚かくセンサは捉とらえていなかったが、彼女がふるえているのが、よくわかった。嗚お咽えつを必死にこらえているのも。


『行こ……』


　彼女がＡＳの手の中から、スクリーン越しに告げた。レナードは肩をすくめ、機体を静かに操あやつった。


　背を向ける瞬間、千鳥かなめが相良宗介になにかをつぶやいていた。唇くちびるの動きしか見えなかったので、彼女がなにを言ったのかはわからなかった。





　救急車のサイレンが聞こえる。


　消防車も、パトカーもだ。レイスが手近な緊きん急きゆう病院へと車を走らせていると、学校の方角からなにかが飛ひ来らいし、彼女の頭上を追い越していった。


　暗い銀色の機体。ローター音や、ジェット音はまったくない。


（アームスレイブ……なのか？）


　ＥＣＳが作動し、機体は鉛なまり色の空にかき消えていく。


　その機体が腕にだれかを抱いてるのが、一瞬だけ見えた。それだけでも、その人物がだれなのかレイスには分かっていた。


　車を出て行こうとした千鳥かなめを止めなかったのは、ほかでもない彼女自身なのだから。この判断は情報部の意向に明らかに反する。アミット将軍は自分を許ゆるさないだろう。


（やれやれ……）


　後部座ざ席せきの娘むすめを病院に預あずけたら、身を隠かくすしかあるまい。どこか遠くに。だれも知らないどこかに。北きた朝ちよう鮮せんの情報部出身の自分が、組そ織しきを追われるのはこれで二度目だ。実際、この稼か業ぎようは向いていないのかもしれない。


　情に流され、任にん務むを忘わすれるとは。


　あの娘の言うとおりかもしれんな。売れない芸人の類たぐいの方が、まだ向いている。





　　　　　●





　メリダ島に上陸した敵部隊との戦せん闘とうは、地下基き地ち内部でもさらに続けられていた。すでに地表での戦闘はほとんど終わっている。


　基地要よう員いんのほとんどが銃を手に取り、臨りん時じ編へん成せいの下もと、敵を迎むかえ撃うっていた。空調設せつ備びは爆ばく破はしてある。その他の数々の施し設せつも。敵に渡すくらいならば、そうした方がはるかにましだった。


　基地中央の司令センターにも、銃声や爆音の振しん動どうが伝わるようになっていた。怒ど鳴なり声も悲鳴も。


　ここが落ちるのもあとわずかだ。


　テッサはとうとう、司令センターの放ほう棄きを命じるところまで追いつめられた。残っていた発はつ令れい所じよ要員に銃器を携けい帯たいさせ、無傷の潜せん水すい艦かんドックへと急ぐ。先せん導どうにはＳＲＴのヤン伍ご長ちようが。しんがりはカリーニン少佐がつとめる格かつ好こうになった。


　潜水艦ドックの様よう子すは分からなかった。基地内の通つう信しん網もうは寸すん断だんされ、各部ぶ署しよの連絡を取り合うことさえ困こん難なんな状況だ。ドックへの撤てつ退たい命令だけは、基地内の放送で通つう達たつすることはできたが、応戦中の基地要員に、どれだけ伝わったかはほとんど把は握あくできなかった。


　まだ安全なはずの３号通路を通って地下ドックへと急いでいると、思わぬ方向から攻撃を受けた。テッサのすぐそばにいた通信要員の少尉が、銃弾を受けて倒れる。悲鳴さえなかった。


　大佐殿どのをお守りしろ。


　だれかが叫さけぶ。盾たてになり、あるいは応戦し、部下たちが次々に倒れていった。


　銃弾が通路を跳はね回り、手しゆ榴りゆう弾だんの爆発がすさまじい反はん響きようとなって、薄暗い通路にこだました。


　カリーニン少佐がサブマシンガンを撃うちながら、だれかに『かまうな、行け』と叫んでいた。ヤン伍長が煙けむりの中から戻ってきて、『こっちです』とテッサの手を引いた。


　よろめき、むせ、足を引きずりながら、彼女は通路を走り続けた。カリーニンの姿すがたがない。ほか何人かの部下たちもだ。背後のずっと遠くから、正確で断だん続ぞく的てきな銃声が聞こえてくる。彼が残って戦っているのだ。


　いま自分といるのは、ヤン一人だけだった。


「少佐が──」


「無む理りです。急いで」


　だが敵は思いのほか狡こう猾かつだった。基地内の構こう造ぞうも予想以上によく知っていたようだ。彼女らの行く手の角から、カービン銃を手にした四名の敵兵が飛び出してきた。


「！」


　先回りされたのだ。潜水艦ドックまであとすこしのところだった。


　それでも、まず先にヤンが撃った。先頭の一人が頭に銃弾を食らって、ばねで弾はじかれたように後ろに倒れる。だが後続の敵兵は驚おどろきもせず、ヤンめがけてサブマシンガンを発砲した。胸の真ん中に銃弾を受けて、ヤンがのけぞった。


「大佐──」


　踏みとどまり、さらにヤンは撃った。二人目の敵が前のめりに倒たおれる。


「走って──」


　無む理りだった。さらに数発の銃弾を受け、力無く倒れるヤンの背中を、テッサは支ささえることしかできなかった。


　いや、まだだ。


　ヤンの手からカービン銃を奪うばい、その重さに驚おどろきながらも銃口を正面に向ける。だが、残った敵は苦もなく彼女に肉にく薄はくし、カービン銃を横よこ薙なぎにけり払はらった。


「っ……！」


　押し殺した怒いかりの声で、敵兵はつぶやく。


「このガキが指し揮き官かん？」


「らしいぜ。さんざん手こずらせやがって」


「落とし前だ。ひんむいてやれ」


「いいね。いただくか」


「生かしときゃ後は文もん句くねえだろ。まだ時間はあるし──」


　そのとき、横から別の声がした。


「時間？　ねーっての」


　反応した男たちめがけて、メリッサ・マオがサブマシンガンの銃弾をフルオートでたたき込んでいた。舞まい散ちる硝しよう煙えんと薬やつ莢きよう。二人の敵兵は、血ちけ煙むりの中にくずおれる。


「メリッサ」


　全身、泥どろまみれの操縦服姿。彼女は息も荒あらげに近づいてくると、短く言った。


「いくわよ」


「ヤンさんが──」


「大丈夫よ。ボディアーマーあるから。腹や足には食らってるみたいだけど──悪運の強さだったら、ＳＲＴでも文句なしダントツね、あんた」


「いっ……はは……」


　二人でうつぶせに倒れたヤンを助け起こすと、彼は苦しげなうめき声をもらした。


「でも……またおいしいところ……横取りされたみたい……だ」


「バカ。歩ける？」


「ああ。へっちゃらさ。……っう！」


　ぼたぼたと血を流すヤンを両りよう脇わきから支えて、テッサたちは潜水艦ドックへと急いだ。


「戦せん況きようは？」


　息もきれぎれにマオがたずねた。彼女の消しよう耗もうもひどいのだろう。


「この基地は墜おちます。基地要員は撤てつ退たい中ちゆうです。ここにくるまでも襲おそわれて、最後までわたしと残っていた司令センターの人間が五人……」


　テッサは唾つばを飲み込んだ。


「それから、カリーニンさんも後に残っています。もう……無理でしょう」


「……そう」


「キャステロさんも亡なくなりました」


　マオの頰ほおがぎゅっと引き締しまった。


「クルーゾーさんとウェーバーさんも交信不能です。地上の状じよう況きようを考えれば……」


「……どうにもならないわ。負け戦いくさなんて、こんなものよ」


　それでもマオの声はか細く、ふるえていた。


「ちくしょう。ツケは……払わせてやるわ」


「わたしもそのつもりです」


「ははっ」


　はじめてマオは、小さな吐と息いきともつかない笑い声を漏もらした。


「そうこないとね。愛してるわよ、テッサ」


「わたしもです」


　ヤンが朦もう朧ろうとしながら、うわごとのように『あの～。僕は……』とつぶやいていた。





[image: ]


　足が重い。息が切れる。体のあちこちが痛かった。ドックへの入り口が、ゆっくりと近づいてくる。


「がんばって」


「うん」


　ドックの入り口のバリケードの向こうで、だれかが叫んでいた。ライフルを手にして、『急げ！』と手て招まねきしている。何人かのＰＲＴ要員に助けられ、潜水艦ドックに入っていくと、基地要員もクルーも含ふくめた数百名の部下たちが、彼女を待っていた。


「気アテをーンつシヨけン!!」


　そして──なんということか──彼らはこの状況下で、一いつ糸し乱みだれず整せい列れつしていた。ドックへの注水が完了し、出しゆつ航こうを待つ〈トゥアハー・デ・ダナン〉の前に、三列で、ずっと遠くまで。


「お待ちしておりました、艦ミス・長キヤプテン」


　列の一番手前に立っていた副長、リチャード・マデューカス中佐が言った。


「七つの海を支配する、人類史上最強の艦ふね、〈トゥアハー・デ・ダナン〉はいつでも出航できます。どうぞ、ご命令を！」


　ぎりぎりまで艤ぎ装そう作業を手伝っていたのだろう。その姿すがたは油まみれ、ススまみれだったが、同時に揺ゆるぎない威い厳げんと誇ほこりを備そなえていた。


「……まったく。あきれました」


　意い識しきを失ったヤンを衛えい生せい兵へいに預あずけながら、テッサは言った。


「こんな時に、まだ規き律りつ？」


「イエス・マム。こんな時だからこそ、規律がもっとも大切です」


　マデューカスはにやりともしなかった。これ以上はないほど、彼らしい返事だった。


　遠くではいまだに銃撃戦の音が聞こえ、ドックを抜けた島の外では、生き残りの〈ベヘモス〉が待ち受けている。


　しかし、それでも、彼女は朗ろう々ろうとした声で命じた。


「総そう員いん乗じよう艦かん！」


『アイ・アイ・マム!!』


　すべての部下たちが同時に応こたえた。





　艦のジェネレータは良好だった。しんがりの守しゆ備び隊たいを待てるだけ待ち、潜水艦ドックに侵しん入にゆうしてきた敵を、使い捨てのＭ６で迎え撃ち、最後の一人が艦に飛び移うつろうとするその瞬間──


　テッサは発令所の艦長席で命じた。


「前進、三分の一！」


「アイ・マム。前進三分の一！」


　艦がゆっくりと動き出す。地下基地の外に待つ、大おお海うな原ばらへと向けて。駆かけつけた敵兵が艦めがけてロケット弾を撃うとうとしたとき、ドックの天てん井じように仕掛けられていた爆薬が炸さく裂れつした。無数の鉄てつ骨こつと岩石が敵兵の上に降ふり注そそぎ、砂すな埃ぼこりと煙が渦うずを巻いた。


「４番ハッチを開放しておきなさい」


「４番？　なぜです」


　甲かん板ぱん上部のＡＳ用大型ハッチ──順スン安アンのときに〈アーバレスト〉を収しゆう容ようしたハッチだ──の開放を命じられ、マデューカスは怪け訝げん顔がおをした。


「彼らが生きてれば必ず来るわ」


「ですな。四番ハッチを開放！」


　それ以上は躊ちゆう躇ちよなくマデューカスは命じた。


〈トゥアハー・デ・ダナン〉が、鉄骨に支えられた巨大な地下水路を進む。


　加速。加速。また加速。


　地下水路の出口が──真っ白な光がみるみると近づいてきた。地下水路の出口は、崖がけの真ん中にもうけられている。岩石に擬ぎ装そうしたそのシャッターは、すでに開放されていた。


　敵は必ず来る。待っている。


「一番から六番にＡＤＣＡＰを装そう塡てん。発はつ射しや管かんに注水。すべてを開放」


「アイ・キャプテン。一番から六番にＡＤＣＡＰを装塡。発射管に注水、すべて開放！」


　副長が復ふく唱しようし、火か器き管かん制せい士し官かんが実行する。


「警けい報ほう発令！　発射管室および格納甲板のクルーは後方へ避ひ難なんしなさい！」


「警報発令！」


　全員がすべてを心得ていた。けたたましいサイレンが艦内に響く中、ソナー室が叫ぶ。


「高こう周しゆう波はアレイにコンタクト！　どでかいのがいますぜ、真っ正面！」


「でしょうね、上等よ」


　テッサはほほえんだ。


「一番から六番をすべて発射！」


〈トゥアハー・デ・ダナン〉の魚ぎよ雷らい発射管から、六発ものＡＤＣＡＰ魚雷が射しや出しゆつされた。大型艦を一撃で行動不能にする、一発あたり三〇〇キロの弾だん頭どう。合計で一・八トンの爆薬が、高速でトンネルの出口めがけて射出される。メリダ島の沿えん岸がん、崖の前で待ちかまえていた〈ベヘモス〉へ向けて。


　すべて命中。


　すさまじい爆音と衝しよう撃げきが、〈デ・ダナン〉自身をも襲った。床ゆかが跳はね上がり、前後左右へと好き勝手に揺ゆれる。


　ソナー員が叫んだ。


「くそったれ、まだ生きてますぜ！」


　潜せん望ぼう鏡きようからの映像にも見えた。トンネルの出口、真っ正面に怒いかれる〈ベヘモス〉。『物もの干ほし竿ざお』はすでに失っていたが、頭部の機き関かん砲ほうがある。けた外れの爆発によろめきながらも、両腕を広げ、こちらを迎え撃とうとしている。


「このままつっこみなさい！」


「そっ──」


「押し切るのよ！」


「アイ・アイ・マム！　地じ獄ごくまでも！」


　操そう舵だ員いんが怒ど鳴なった。総そう計けい二一万馬ば力りきのジェネレーターが咆ほう吼こうをあげた。すべての推すい進しん機き関かんが歓かん喜きの声をあげ、数万トンの艦体をさらに加速させた。


「総員、衝撃に備えろ！」


　そのとき、〈ベヘモス〉の頭部にいくつもの爆発が襲いかかった。刹せつ那な、巨人がバランスを崩くずす。どこかからの攻撃だ。おそらくは、崖の上から──


　衝撃。


〈デ・ダナン〉の舳へ先さきが〈ベヘモス〉の腰に激げき突とつした。金属のゆがむすさまじい異い音おん。巨大な構こう造ぞう物ぶつ同士のぶつかり合い。だが、勝算はこちらにあった。むこうはせいぜい数千トン。こちらは──四万四〇〇〇トン。どんな砲弾を防ふせげても、この質しつ量りよう差さだけは止められない。トラックがプロレスラーを跳ねとばすようなものだった。


　圧あつ倒とう的てきな力の前に、〈ベヘモス〉は耐たえきれずはじき飛ばされた。大量の水しぶきをあげ、ゆっくりと回転しながら。


　衝しよう突とつの直前に受けた不ふ意い打うちのせいか、敵はラムダ・ドライバさえろくに機き能のうしていなかったようだ。まともにダメージをくらった〈ベヘモス〉は、そのまま倒れていった。腰部と腹部の装甲が吹き飛び、ばらばらに脱だつ落らくしながら、海面に向かって真っ逆様に──


　いまや〈トゥアハー・デ・ダナン〉は、無限の大海原へと解とき放はなたれていた。


『……へっへ。やると思ってたよ。いざとなると荒っぽいんだから』


　Ｕ１回線から、よく知った声が入った。クルツだ。方位は特とく定てい不ふ能のうだったが、距離はゼロだ。


『今度ばかりは、こいつの意見に同意です。ぎりぎりで間に合ったようですな』


　同じく、クルーゾーの声が入った。やはり方位不明、距離はゼロ。


　潜望鏡の光学センサが自動的に動いた。


　艦のマストの正面、開けっ放しの第四ハッチのそばに、二機のＭ９──傷だらけの装甲、黒とグレーの機体がしがみついていた。


「ウェーバーさん、クルーゾーさん……!!」


　地下水路の出口の崖の上から、絶ぜつ妙みようのタイミングで飛び降りたのだ。〈ベヘモス〉への奇き襲しゆうも、この二人のものだろう。


『かっこいいだろ、俺ら？』


『これまた同意です。では……乗艦の許きよ可かをいただけますか、大佐殿？』


　まるで悪びれない二人の様子にあきれながらも、テッサは声を弾はずませて言った。


「もちろんです。そこの第四ハッチからどうぞ」


『了りよう解かい、感謝します』


　艦長席のとなりのマデューカスも、肩をすくめるばかりだった。


「まったく……しぶとい奴やつらです」


「それがうちの強みです」


「かもしれませんな。ですが──きょうの損害は大きかった。あまりにも大きかった」


　マデューカスは帽ぼう子しの鍔つばをつまみ、黙もく禱とうするようにうつむいた。


「ええ……」


　たしかに、自分は多くを失った。あまりにも多くの人々を。あまりにも多くの事々を。この呪のろいは、いつまでも自分を苦しめることだろう。そしてこれから待ち受ける苦く難なんの数々も、まったく予想できない。


　事じ態たいはなにも改かい善ぜんしていなかった。そして目の前には、どこまでも広がる太平洋。


　孤こ立りつ無む援えんだ。だが──


「悩なやむのは来週にしましょう。安心するのはまだ早いから」


　甲板士官が二機の収しゆう容ようを告げた。第四ハッチが閉へい鎖さしていく。電子戦要員は、敵のヘリがこちらの追跡をはじめたことを報告していた。


　彼女は一度立ち上がり、改めて艦長席に座りなおした。


「敵の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱします。緊急潜せん航こう。ＭＢＴベント」


「アイ・マム！　緊急潜航！　ＭＢＴベント！」


　けたたましく、それでいて心強いブザーが、艦内に響き渡った。










　　エピローグ










　残された宗そう介すけにできることは、ほとんどなかった。


　ぐしゃぐしゃになった機き体たいから這はい出して、壁かべに肩かたを預あずけ、よろめきながら歩くのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　それ以上の敵てきには出会わずに済すんだ。警けい察さつや消しよう防ぼうにもだ。彼はどうにかトレーラーに擬ぎ装そうした市内の武ぶ器き庫こにたどりつき、そこで傷きずの手当てをした。どれも致ち命めい的てきなものではなかったので、二日ほど休養をとったところで、なんとかましな状じよう態たいには回かい復ふくできた。


　ニュースや新聞は見なかった。


　見る気にもなれなかった。


　いや。恭きよう子このことが気になって、一度だけネットを検けん索さくした。彼女は何人かの重傷者のリストの中に入っていて、覚えのある市内の病院に収しゆう容ようされていることを知った。それだけわかれば充じゆう分ぶんだったので、彼はそれ以上、この事じ件けんの報ほう道どうを見ようとはしなかった。


　恭子を病院まで運んでくれただろう、レイスの行ゆく方えは分からなかった。


　だいいち、自分から探す気もなかった。たぶん、もう会うこともないだろう。ミスリルそのものの存そん続ぞくさえ、すでに不確かなものとなっているのだから。


　メリダ島基き地ちとはまったく連絡がとれない状じよう態たいが続いていた。もちろんシドニーも。その他の関係拠きよ点てんも同様だった。あらゆる通信回かい線せんが死んでおり、危険を承しよう知ちで呼びかけても、だれか味方が応じることはなかった。


　いくつものライン、いくつもの手しゆ段だんを徹てつ底てい的てきに試ためしたあと、彼は結けつ論ろんするしかなかった。


〈ミスリル〉は消しよう滅めつしたのだ。


　あらゆる基地、あらゆる拠きよ点てんは殲せん滅めつされ、そこで任にん務むに従じゆう事じしていた傭よう兵へいたちは消え去ってしまった。


　死んだのかもしれない。


　逃げおおせたのかもしれない。


　それは彼にもわからなかった。ただの個こ人じんが、あの規き模ぼの極ごく秘ひ部ぶ隊たいの動向を知る手段はほとんどない。クルツもマオも、どうなったかわからない。テッサもだ。もう死んでしまったのだろうか。客きやつ観かん的てきに考えれば、その可か能のう性せいの方が圧あつ倒とう的てきに大きかった。


　そして──カリーニン。


〈ミスリル〉とは別に、宗介とカリーニンは独どく自じの連絡手段を持っていた。だが、その連絡手段も沈ちん黙もくを保たもったままだ。


　死んだ。


　そう判はん断だんするほかに、何ら材料がなかった。


　四日後の朝、宗介は自分のおかれた状況を慎しん重ちように吟ぎん味みしてみた。すると驚おどろくくらいにシンプルな結けつ論ろんが、彼の上にのしかかってきた。


　ひとりぼっちだ。


　自分は、完かん璧ぺきに、たった一人になってしまった。


　これまでに自分が得てきたと思っていたなにもかもが、あっという間にかき消えてしまった。頼たよりになる戦友も。心を許ゆるせる級友も。力になってくれる組そ織しきも。頼たよりになる養父も。


　そして、大切な彼女の笑顔も。


　自分がまず、なにをすべきかわからなかった。いや、わかっていたのだろう。彼が守るべきものは、彼女の身み柄がらだけではない。彼女の世界に対して、彼はせめてもの誠せい意いを示しめす必要があった。『なにも知らずに死にたくない』。無む垢くな少女の訴うつたえが、いつも彼の胸を締しめ付けていた。


　だから、五日後の朝。


　相良宗介は学校に行った。





　授じゆ業ぎようが再さい開かいした直後のようだ。


　正門に入る前から、彼を見た生徒たちの目が驚おどろきに見開かれるのを感じていた。その大半は驚おどろきで、のこりは好こう奇き心しんと怒りだった。


　巨きよ人じんの戦せん闘とうで傷ついた校こう舎しやは、まだあちこちに大きな工事用シートをかぶせてあった。割われたガラスの修しゆう復ふくも済すんでおらず、ダンボールとガムテープで塞ふさいである状態だ。


　中庭に置き去りにしてきたはずの〈アーバレスト〉の残ざん骸がいは、きれいに撤てつ去きよされていた。日本政府か、その息がかかった組織か。それはわからない。いずれにせよ、残骸はどこかに運ばれたのだろう。


　皮ひ肉にくなことに、靴くつ箱ばこはまったく前のままだった。一三番。相良。一〇か月の年ねん季きが入った上うわ履ばきをつっかけ、彼は二年四組の教室へと向かった。


　戸を開け、教室に入ると、室内の喧けん噪そうがたちまち静まり返った。みんなが彼を見ていた。小お野の寺でら孝こう太た郎ろうも。風かざ間ま信しん二じも。


　千ち鳥どりかなめの席にはだれもいない。当たり前だ。彼女がいままでどおりに、この教室のその席に戻ることはもうないだろう。


　恭子の席も空白だった。彼女はまだ入院中だ。


　校舎にチャイムが鳴り響いた。


　ホームルームのために、担たん任にん教きよう師しの神かぐ楽ら坂ざか恵え里りが入ってくる。目の下に隅くまを浮うかべ、つかれきった様子の彼女は、宗介を見るなりその場で凍こおり付いた。どんな顔をしていいのか、まったく分からない様子だ。


（残ざん酷こくにもなる）


　林はやし水みずの言葉が脳のう裏りをよぎる。


　受験シーズンに入って三年生がいなくなったこの時期、林水はもうこの学校にはいなかった。


　それでも、宗介は勇気を出して──そう、戦場のものとはまったく異ことなる勇気を出して、恵里に告げた。


「先生」


「……はい？」


「話があります。時間をいただけますか」


「え……」


　恵里はすこし躊ちゆう躇ちよしてから、うつむき、かなめの席を見て、無む理りに悲しみをぬぐい去るようにして応こたえた。


「ええ。大だい丈じよう夫ぶよ」


「感かん謝しやします」


　宗介は教きよう壇だんにあがった。なぜか、転入した日の自じ己こ紹しよう介かいのときを思い出した。


「もう、いろいろ言われてると思う」


　静せい寂じやくの中で、宗介はつぶやいた。


「あの白いＡＳに乗っていたのは……その通り、俺だ。俺は……ある傭よう兵へい部隊の兵隊で、ああしたＡＳの現げん役えき操そう縦じゆう兵へいだった。アメリカから転入してきたというのは噓うそだ」


　彼らは静かに聞いていた。注意深い目で、宗介を見つめている。


　その視線の中、宗介はすべてを話した。


　自分が現役の極ごく秘ひ組織に所しよ属ぞくしていた傭マー兵セナリであること。偽ぎ造ぞう文書で転入した偽にせ学生だということ。千鳥かなめを護ご衛えいする任にん務むだったこと。かなめを狙ねらっていた巨大な組織の存在。二度の修学旅行でこの学校が被ひ害がいにあった理由。


　敵組織が、本格的にかなめを狙ってきたこと。


　そのために、あの戦いがおきて常磐ときわ恭子が重傷を負ったこと。


　そしてかなめが、最終的に連れ去られてしまったこと。


「黙だまっていてすまなかった」


　静かに結ぶと、生徒の一人が肩をふるわせ、こう言った。


「待てよ……」


　宗介と一番親しかった一人、小野寺孝太郎だった。


「『すまなかった』だって……？　それ、常盤に聞かせてやれよ」


「…………」


「あいつ、いまも入院してんだぞ。体中管くだだらけになってよ。それで家族になんて言ったと思う？　ずっと握にぎってた鍵かぎ渡わたしてよ。千鳥のハムスター、面めん倒どうみろってよ。おまえに頼たのまれたって」


「そうか」


「常盤がかわいそうじゃねえか。おまえら、何にも感じないのかよ？　そういうことやって巻まき込こんで、何とも思わなかったのかよ!?」


　席から立ち上がり、目を赤く腫はらして、宗介につかみかかろうとする孝太郎を、何人かの級友と恵里が止めに入った。


「放せよ、こら!?」


「やめなさい、小野寺くん！」


「俺はこいつに用があるんだよ!?　友達じゃなかったのかよ!?　ふざけんじゃねえよ!?」


「俺は……」


「てめえ、なにしにここ来やがったんだよ!?　おもしれえのかよ！　もう用なんかねえだろ!?　とっとと失せやがれよ！」


「俺は……言っておきたかっただけなんだ」


　もうわかっていたのだ。こうなることも。これから自分がどうしたいのかも。それはあの敗はい北ぼくのとき、自分自身の胸に響いた確かつ固こたる言葉だった。


「なにをだよ!?」


「彼女を、連れて帰る」


　そう。それ以外、なにもない。


　宣せん言げんしておきたかった。それで全部だ。


「彼女を連れて帰る。なにがあっても。どんなことがあっても。この場所に連れて帰ってくる。それだけが言いたかった」


　だれもが黙りこんでいた。孝太郎さえも、意味がわからず呆ぼう然ぜんとしていた。


「悪いのは俺だ。彼女にはなんの咎とがもない。俺は彼女を、必ずここに連れ戻す。必ずだ」


　あてなどない。方ほう策さくもない。ないない尽づくしだ。


　だが細胞の中のなにかが、彼に強く命じていた。


『できる』と。『たたかえ』と。


　だから──


「だから、そのときは迎むかえてやってくれ」


　もう返答を聞く意味などなかった。


　宗介はきびすを返し、教室を出て、よく見知った廊ろう下かを歩いていった。そのまま中庭を出て、正門をくぐり、まっすぐに歩いていった。ずっと遠くへ。


　そう。ずっと遠くへ──


　それきり、彼は二度と校舎を振り返ろうとはしなかった。




［次巻へ］















あとがき（除湿仕様）





　えー。なにやら急展開になってまいりました。


　最近の世の中では、こういう話の展開を「鬱うつ展開」などと呼び習わすこともあるようですが、私はこの言葉、あまり好きではありません。シリアスなだけで、別に鬱なわけじゃないし。だいたいみんな諦あきらめてないし。


　物語の主人公が殻からに閉じこもってなにも行こう動どうせず、ウジウジと悩なやんでいる展開が「深い話」みたいに言われるようになってしまってから、もうどれくらいたつでしょうか。もうすぐ一〇年ですかねー（遠い目）。


　宗そう介すけはそういう主人公ではありません。


　悩んだりはしますが、行動します。断だん固ことして。


　短編世界の制せい限げんから解とき放たれた彼は、これからいよいよ本ほん領りよう発はつ揮きです。それはもー、最初はオナラで空を飛んでいたキン肉マンが、超ちよう人じんオリンピックのころから異い様ようにカッコよくなったように！（←微び妙みように間違った例たとえ）


　そんなこんなで、作者自ら今後の展開予想をしてみましょう！





１：傷しよう心しんの宗介は、ただ一人東北の温おん泉せん街がいに向かう。人情味たっぷりの旅りよ館かんでの様々な人々との心のふれあい。やさしい自然の中でゆったりとした毎日を過すごすうちに、宗介はかなめを追いかけることをあきらめ、この温泉街で余よ生せいを過すごそうと思い立つ。温泉旅館の素そ朴ぼくな一人娘と結ばれてハッピーエンド。





２：行ゆく方え不ふ明めいのかなめの情報を探るため、宗介は別の学園に潜せん入にゆうする。ところが宗介を生き別れの兄だと思い込んだ美少女が、彼のアパートに一〇八人も押しかけてきて大おお騒さわぎ。お風ふ呂ろを間違えてのぞいちゃったり、朝起こしにきた女の子に布ふ団とんをはがれて、「キャー！　お兄ちゃん、フケツー！」とか言われちゃったり。あまりにうれしはずかしい展開に、宗介も作者もかなめのことはすっかり忘れます。





３：補ほ給きゆう物ぶつ資しを失ったテッサとデ・ダナン御ご一いつ行こう様さま。活かつ動どう資し金きんを稼かせぐために、ドサ回りのサーカス団を結けつ成せい。運動神しん経けいゼロのテッサが、血のにじむような特とつ訓くんの末、すごい空中ブランコのすごい大スターになるまでを描いた、すごい感動巨きよ編へん。アニメ化の暁あかつきは、ＤＶＤは●ーソンのみで販売します。





４：アマルガムにとらわれたかなめは、ハリセン一本でレナードや幹かん部ぶを粛しゆく清せい。組織を掌しよう握あくしてしまう。新たな大幹部となったかなめの掲かかげた目標は、関東極ごく道どう界かいの完全支配だった！　手始めに泉せん川がわ町のシマ荒らしを始めた仁じん義ぎなき〈アマルガム〉に立ち向かうのは、知ち将しよう林はやし水みず閣かつ下かを若わか頭がしらに迎むかえた美み樹き原はら組とボン太くんズ！　宗介は知らずにどっか遠くをさまよってます。





　……こんなところかな。まだ３ページかー。





　あ、そういえば先日、台たい湾わんと香ほん港こんに連チャンで行きまして。台湾はサイン会だったのですが、えらく歓かん迎げいしていただいてびっくりでした。飯めしはうまいし街まちはおもしろいし女の子はきれいだしで、楽しかったなー。矢や野のさん、施シさん、シンディさんほか台湾角川の皆様、誠まことにありがとうございました！　また遊びにいきたいです！


　で、香港の方は……アニメのスタッフと取材でした（ニヤリ）。時じ期きや媒ばい体たいは未発表ですが、おかげさまで新作アニメが準じゆん備び中ちゆうです。監かん督とくの武たけ本もとさんと相あい部べ屋やで、疲ひ労ろうのせいか大いびきかいて迷めい惑わくかけまくり。忙いそがしい取材でしたが面おも白しろい珍ちん道どう中ちゆうでしたな。





　さて。本編は今後もどしどし続くので、次巻で最終巻とか、そういうことはありません。まだまだこれからです。きっちり、かっちり終わらせるのが最大の目もく標ひよう。ダラダラ展開で尻しりすぼみとか、未完のまんま別シリーズ開始とか、そういうのやりませんので。ご安心ください。


　今後どうなる？　話をどうする？


　わかりません。私も宗介も困り果ててる最さい中ちゆうです。


　でもまあ、彼ならなんとかしてみせますよ。信じてやってください。





　それではまた。







二〇〇四年九月　　賀東　招二
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